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第 1章 京都市内における 2010 年（平成 22）年度の温室効果ガス排出量 

 

1  総排出量 

 

 

 

 

 

 

○ 2010（平成 22）年度における温室効果ガスの総排出量は，661 万トンであり，基

準年度（1990（平成 2）年度）の総排出量 779 万トンから 118 万トン，15.1%減少し，

改正前の京都市地球温暖化対策条例で掲げる 10％削減の目標を達成している。 

○ 温室効果ガス総排出量は，化石燃料の使用などに伴い実際に排出された量 671.6

万トンから，森林吸収量や市民の皆様が設置された太陽光発電の余剰電力売却量な

どの温室効果ガス排出量を削減する効果のある量（削減効果量）10.9 万トンを差し

引いて算定している。 

○ 温室効果ガス総排出量の推移を図 1 に，森林吸収などの削減効果量の内訳を表 1

に，温室効果ガス排出量の内訳を表 2 に，温室効果ガスの算定範囲を表 3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 温室効果ガス総排出量の推移 

※改正前の京都市地球温暖化対策条例（抜粋） 

（本市の当面の目標） 

第３条 本市は，平成２２年までに，本市の区域内における温室効果ガスの排出の量を平成２年の９０

パーセントに削減することを目標とする。 

118 万トン減少 
▲15.1% 

＜ 
基準年度 

1990(平成 2)年度 
779万トン 

2010(平成 22)年度  
661万トン 

条例の目標 

2010（平成 22）年 

までに 701万トン

（1990年比 10％ 

削減） 
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 ：各年度における温室効果ガス総排出量 

 ：1990年の温室効果ガス総排出量の90％に相当する量（改正前の京都市地球温暖化対策条例の目標） 

 ：1990年の温室効果ガス総排出量の75％に相当する量（改正後の京都市地球温暖化対策条例の目標） 

 ：1990年の温室効果ガス総排出量の60％に相当する量（改正後の京都市地球温暖化対策条例の目標） 

779 

615 

661 

701 

584 

467 

 

※ 総排出量の算定に

係る関西電力㈱の電

気の排出係数につい

て，基準年度は 0.353 

kg-CO2／kWh，2009

年度は0.294kg-CO2／

kWh ，2010 年度は

0.311 kg-CO2／kWh

を用いている。 
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表 1  森林吸収などの削減効果量の内訳 

温室効果ガス排出量 671.6 万トン 

 

削減効果量 ▲10.9 万トン 

森林吸収量 ▲10.4 万トン 

ごみ発電 ▲0.3 万トン 

太陽光発電 ▲0.2 万トン 

温室効果ガス総排出量 660.7 万トン 

※四捨五入のため，合計値と各要素を合計した数値が合わない場合がある。 

 

■森林吸収量 

○対象面積：育成林 16,917ha，天然生林 13,100 ha 

○単位面積当たりの吸収量：育成林 4.95 トン/ha，天然生林 1.54 トン/ha 

             （京都議定書目標達成計画，平成 20 年 3 月全部改正） 

○吸収量計算結果：育成林 16,917 ha×4.95 トン/ha＝83,739 トン 

         天然生林 13,100 ha×1.54 トン/ha＝20,174 トン 

         合計 83,739 トン＋20,174 トン＝103,913 トン 

■ごみ発電 

○売電量：基準年度 29,441 千 kWh，2010（平成 22）年度 42,982 千 kWh 

○電気の排出係数（地域係数） 

   基準年度      ：0.353kg-CO2/kWh 

   2010（平成 22）年度：0.311kg-CO2/kWh 

○削減効果量計算結果 

    42,982× 0.311 － 29,441× 0.353 ＝ 2,975 トン 

■太陽光発電 

○売電量：5,865 MWh 

○電気の排出係数：0.311 kg-CO2/kWh 

○削減効果量計算結果：5,865 MWh×0.311 kg-CO2/kWh＝1,824 トン 

 

■合計 

 103,913＋2,975＋1,824 = 108,712 トン 
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表 2  温室効果ガス排出量の内訳 

2009年度 2010年度2010年度2010年度2010年度

(平成21年 (平成22年度)(平成22年度)(平成22年度)(平成22年度) 対基準年 対前年度

706.3 573.8 614.2614.2614.2614.2 -92.1 40.4

[96.5%] [96.8%] [96.6%][96.6%][96.6%][96.6%] (-13.0%) (+7.0%)

194.6 89.8 94.794.794.794.7 -99.9 4.9

[26.6%] [15.2%] [14.9%][14.9%][14.9%][14.9%] (-51.3%) (+5.5%)

197.3 153.6 158.4158.4158.4158.4 -38.9 4.8

[26.9%] [25.9%] [24.9%][24.9%][24.9%][24.9%] (-19.7%) (+3.1%)

144.7 146.3 161.5161.5161.5161.5 16.8 15.2

[19.8%] [24.7%] [25.4%][25.4%][25.4%][25.4%] (+11.6%) (+10.4%)

169.7 184.1 199.7199.7199.7199.7 29.9 15.6

[23.2%] [31.1%] [31.4%][31.4%][31.4%][31.4%] (+17.6%) (+8.5%)

25.8 18.8 21.521.521.521.5 -4.3 2.8

[3.5%] [3.2%] [3.4%][3.4%][3.4%][3.4%] (-16.6%) (+14.7%)

732.1 592.5 635.7635.7635.7635.7 -96.3 43.2

[100.0%] [100.0%] [100.0%][100.0%][100.0%][100.0%] (-13.2%) (+7.3%)

732.1 592.5 635.7635.7635.7635.7 -96.3 43.2

[94.0%] [94.7%] [94.7%][94.7%][94.7%][94.7%] (-13.2%) (+7.3%)

47.1 33.3 35.835.835.835.8 -11.3 2.6

[6.0%] [5.3%] [5.3%][5.3%][5.3%][5.3%] (-24.0%) (+7.7%)

-0.6 0.0

(-24.3%) (+0.7%)

-3.4 0.0

(-28.9%) (-0.1%)

-7.4 2.6

(-22.2%) (+11.0%)

779.2 625.8 671.6671.6671.6671.6 -107.7 45.8

[100.0%] [100.0%] [100.0%][100.0%][100.0%][100.0%] (-13.8%) (+7.3%)
注１

注２:

注３:

注４:

注５:

注６:

運輸部門
（自動車・鉄道）

二酸化炭素（再掲）

単位：万トン-ＣＯ２

二酸化炭素 基準年
増減

エネルギー起源

産業部門
（工場等）

1.71.71.71.7

一酸化二窒素

代替フロン等 33.2 23.2

民生・家庭部門

民生・業務部門
（商業・サービス・事業所等）

非エネルギー起源
（廃棄物部門）

二酸化炭素排出量合計

 エネルギー転換部門は，業務部門に含めている。

温室効果ガス排出量

　[　　]　内は構成比，（　　）　内は増減率を示す。

　基準年は温室効果ガスの種類により異なる。二酸化炭素，メタン及び一酸化二窒素は1990（平成2）年。

代替フロン等（ハイドロフルオロカーボン類，パーフルオロカーボン類及び六ふっ化硫黄）は1995（平成7）年。

　エネルギー起源とは，化石燃料の燃焼（電気の消費を含む。）に伴って発生する二酸化炭素をいう。

その他の温室効果ガス

メタン 2.3

 四捨五入のため，合計値と各要素を合計した数値が合わない場合がある。

1.7

　電気の排出係数は，実際に使用した電気事業者のものを使用している。

25.825.825.825.8

11.7 8.3 8.38.38.38.3
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表 3 温室効果ガス排出量の算定範囲 

温室効果ガスの種類・部門 算定の範囲 

二 

酸 

化 

炭 

素 

産業部門 
農林業，鉱業，建設業，製造業における電気，燃

料の使用に伴う排出 

運輸部門 
自動車（自家用を含む。）・鉄道における電気，燃

料の使用に伴う排出 

民生・家庭部門 
家庭における電気，燃料の使用に伴う排出（自家

用自動車は運輸部門で計上） 

民生・業務部門 
事務所・ビル，商業，サービス業における電気，

燃料の使用に伴う排出 

廃棄物部門 
一般廃棄物及び産業廃棄物（プラスチック，廃油，

合成繊維）の燃焼に伴う排出 

メタン（CH4） 
燃料・廃棄物・下水汚泥等の燃焼，農業等からの

排出 

一酸化二窒素（N2O） 
燃料・廃棄物・下水汚泥等の燃焼，麻酔，農業等

からの排出 

ハイドロフルオロカーボン類 

（HFCs） 

HFCs 使用時の漏出，発泡・エアゾール・空調機器

からの放出 

パーフルオロカーボン類 

（PFCs） 
PFCs 使用時の漏出，洗浄剤からの放出 

六ふっ化硫黄（SF6） SF6 使用時の漏出，電気設備からの漏出 

4



2 実際に排出された温室効果ガス 

化石燃料の使用などに伴い実際に排出された温室効果ガスは 672 万トンであり，

基準年度からは 108 万トン，13.8％減少，前年度からは 46 万トン，7.3％増加して

いる。 

  前年度から増加したのは，全体の約 95％を占めている二酸化炭素の排出量が 43

万トン増加したためであり，2008（平成 20）年度後半の金融危機後の景気後退から

の回復や猛暑厳冬によるエネルギー使用の増加が要因として挙げられる。 

  なお，このたび，二酸化炭素排出量の算定に当たり，都市ガスの使用に係る二酸

化炭素排出量の算定方法及び，二酸化炭素の部門別排出量の算定方法を変更してい

る。（参考１，２参照） 

(1) 部門別排出量 

    二酸化炭素の部門別の主な排出状況を表 4に，二酸化炭素排出量の推移（主要

4 部門）を図 2 及び図 3 に示す。部門別排出量が二酸化炭素排出量に占める割合

について，大きい順に並べると，民生・業務部門（31.4%），民生・家庭部門（25.4%），

運輸部門（24.9%），産業部門（14.9%），廃棄物部門（3.4%）となっている。 

 

表 4 2010（平成 22）年度のエネルギー起源の二酸化炭素排出状況 

部 門 排出量 基準年度比増減 主な増減理由 

産業部門 

（工場等） 
95 万トン 51.3%減少 燃料転換，製造品出荷額の減少  

運輸部門 

（自動車・鉄道） 
158 万トン 19.7%減少 平均燃費の向上  

民生・家庭部門 162 万トン 11.6%増加 
世帯数の増加 

エネルギー使用量の増加 

民生・業務部門 

（商業・サービス・事務所等） 
200 万トン 17.6%増加 課税床面積等の増加 
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図 2  エネルギー起源二酸化炭素排出量（主要 4 部門の累積値） 
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図 3  部門別二酸化炭素排出量の推移（主要 4 部門） 

○ 産業部門は基準年度である 1990（平成 2）年度の 195 万トン，運輸部門は 1996

（平成 8）年度の 217 万トンをピークに減少し，基準年度の排出量を下回って

いる（産業部門：基準年度比で 51.3%減。運輸部門：基準年度比で 19.7%減）。 

○ 一方，民生・家庭部門及び民生・業務部門は増加傾向にある（民生・家庭部

門：基準年度比で 11.6%増。民生・業務部門：基準年度比で 17.6%増）。 

706 

574 
614 

217 

195 

227 

177 
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(2) エネルギー源別排出量 

二酸化炭素排出量のエネルギー源別の状況は，表5及び図4に示すとおりであり，

電気の使用に伴う排出が最も多く（48.1%），都市ガス（20.2%），ガソリン（13.4%）

の順となっている。 

表 5 二酸化炭素のエネルギー源別排出量 

単位：万トン-CO2 

  基準年度 2009 年度 
(平成 21) 

2010 年度 
(平成 22) 

増減 

対基準年度 対前年度 

電気 
255  263  295  40  32  

[36.1%］ [45.8%］ [48.1%］ （15.5%） （12.2%） 

都市ガス 
97  120  124  27  4  

[13.7%］ [20.9%］ [20.2%］ （27.8%） （3.3%） 

ガソリン 
100  79  82  -18  3  

[14.2%］ [13.8%］ [13.4%］ （-18.2%） （3.8%） 

灯油 
38  19  22  -16  3  

[5.4%］ [3.3%］ [3.6%］ （-42.7%） （15.8%） 

軽油 
72  57  56  -16  -1  

[10.2%］ [9.9%］ [9.1%］ （-22.3%） （-1.8%） 

ＬＰＧ 
27  17  17  -10.3  -0.2  

[3.8%］ [3.0%］ [2.7%］ （-38.0%） （-0.9%） 

重油類 
116  19  17  -99.3  -2.0  

[16.5%］ [3.3%］ [2.8%］ （-85.4%） （-10.5%） 

二酸化炭素合計 
707  574  613  -94  39  

[100%］ [100%］ [100%］ （-13.3%） （6.8%） 

 

 

 

 

○ 基準年度比では，重油類やガソリン等の石油類の利用による排出量について，大

幅に減少している。その代替エネルギーとして，電気及び都市ガスの利用による排

出量が，それぞれ 15.5%， 27.8%増と大幅に増加している。 

○ 前年度比は，電気の利用による排出量が，2008（平成 20）年度後半の金融危機後

の景気後退からの回復や猛暑厳冬による，電気使用量の増加や排出係数の増加によ

り， 12.2%増加している。 

注１：[ ]内は構成比，（ ）内は増減比を表す。 

注２：基準年度は 1990（平成 2）年度 

注３：電気の排出係数は，地域係数を利用している。 

注４：四捨五入のため，合計値と各要素を合計した数値が合わない場合がある。 
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図 4  エネルギー源別二酸化炭素排出量の推移 

（参考１）都市ガスの使用に係る二酸化炭素排出量の算定方法の変更について 

市域における排出実態をより正確に算定するため，都市ガスの排出係数について，全国の

平均的な係数を用いる方法から，大阪ガス㈱が供給している都市ガスの係数を用いる方法へ，

基準年度に遡って変更する。変更する排出係数，算定結果は次のとおり。 

変更する排出係数及び算定結果 

 排出係数（kg－CO2／ ） 算定結果（万トン） 

基準年度～

2003 年度 
2004 年度～ 基準年度 

2010 年度 

実績 基準年度比 

変更前 

（全国の平均） 
2.08 2.08 772.0 653.1 -15.4% 

変更後 

（大阪ガス） 
2.36 2.29 779.2 660.7 -15.1% 

（参考２）部門別の二酸化炭素排出量の算定方法の変更について 

関西電力㈱から，各部門における電気使用実態に，従来より正確に対応する用途別の情報

が提供された。そこで，市域における排出状況を，より正確に算定するため，基準年度に遡

って，この情報を基に算定し直す。次表に変更前後の各部門の二酸化炭素排出量を示す。 

算定結果                            単位：万トン－CO2 

 変更前 変更後 

基準年度 2010 年度 基準年度比 基準年度 2010 年度 基準年度比 

産業部門 
196.8 

[27.9%] 

100.5 

[16.4%] 
-48.9% 

194.6 

[27.6%] 

94.7 

[15.4%] 
-51.3% 

運輸部門 
197.3 

[27.9%] 

158.4 

[25.8%] 
-19.7% 

197.3 

[27.9%] 

158.4 

[25.8%] 
-19.7% 

民生・ 

家庭部門 

158.8 

[22.5%] 

184.8 

[30.1%] 
+16.4% 

144.7 

[20.5%] 

161.5 

[26.3%] 
+11.6% 

民生・ 

業務部門 

153.4 

[21.7%] 

170.6 

[27.8%] 
+11.2% 

169.7 

[24.0%] 

199.7 

[32.5%] 
+17.7% 

部門合計 
706.3 

[100%] 

614.2 

[100%] 
-13.0% 

706.3 

[100%] 

614.2 

[100%] 
-13.0% 

 注１：数値は都市ガスの排出係数見直し後の数値，［ ］内は構成比を示す。 

注２：四捨五入のため，部門合計と各部門を合計した数値が合わない場合がある。 
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3  二酸化炭素排出量の増減要因（共通項目） 

(1) 電気の排出係数 

○ 電気の使用時には二酸化炭素は排出されないが，発電段階で火力発電所から

排出されている。このため，市内で使用された電気を発電するために他地域で

排出された二酸化炭素排出量を市内排出量としている。 

 

 （電気の使用に伴う二酸化炭素排出量）＝（市内電気消費量）×（電気の排出係数） 

（電気の排出係数）＝（発電所からの二酸化炭素排出量）／（電気消費量） 

 

○ 我が国では一般電気事業者 10 社が地域ごとに電力を供給しており，その平均

排出係数（全国係数）を用いて全国の排出量を算出している。一方，特定の地域

においては，一般電気事業者の排出係数を地域係数としており，京都市域におい

ては，関西電力株式会社から供給されていることから，同社の排出係数（地域係

数）を用いて，市内の電気消費に伴う二酸化炭素排出量を算出している。 

○ 発電所からの二酸化炭素排出量及び電気消費量は年によって異なるため，電気

の排出係数は年によって大きく変動し，図 5 に示すとおり地域係数は，1998（平

成 10）年度においては 0.253kg-CO2/kWh（対基準年比 28.3%減）と最も低く，2007

（平成 19）年度には 0.366kg-CO2/kWh と最も高かった（対基準年比 3.7%増）。 

○ 2009（平成 21）年度には 0.294kg-CO2/kWh と対前年度比で 17.2％と大きく減

少し， 2010（平成 22）年度には 0.311kg-CO2/kWh になり，対前年度比で 5.8%増

加した。これに伴い，電気の使用に伴う二酸化炭素排出量も増減している。 

○ 一方，電気の排出係数の影響を除くために，関西電力㈱の電気の排出係数を，

基準年度の値（0.353kg-CO2／kWh）に固定して算出した，電気の使用に伴う二酸

化炭素排出量は，基準年度からほぼ一貫して増加している。これは電気の使用量

自体が基準年度からほぼ一貫して増加していることを表している。 
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○ 同様に，電気の排出係数の影響を除くために，関西電力㈱の電気の排出係数を，

基準年度の値（0.353kg-CO2／kWh）に固定して算出した場合の，2010（平成 22）

年度の温室効果ガスの排出状況は表 6 のとおりとなる。総排出量は，698 万トン

で，基準年度比 10.4%減少している。また，これまでに掲げた図１，２，３は次

に示すとおりとなる。 

    表 6 電気の排出係数を固定して算出した温室効果ガス排出状況 

2009年度 2010年度2010年度2010年度2010年度

(平成21年 (平成22年度)(平成22年度)(平成22年度)(平成22年度)

779.2 675.7 709.1709.1709.1709.1

[100.0%] [100.0%] [100.0%][100.0%][100.0%][100.0%]

732.1 642.3 673.2673.2673.2673.2

[94.0%] [95.1%] [94.9%][94.9%][94.9%][94.9%]

47.1 33.4 35.935.935.935.9

[6.0%] [4.9%] [5.1%][5.1%][5.1%][5.1%]

― 11.1 11.111.111.111.1

779.2 664.6 698.0698.0698.0698.0

(-14.7%) (-10.4%)

注:

削減効果量

温室効果ガス排出量

二酸化炭素

その他の温室効果ガス

単位：万トン-ＣＯ２

基準年

　[　　]　内は構成比を，（　）内は増減率を示す。

温室効果ガス総排出量

 

○ 図 1-2 では，総排出量は 1997（平成 2）年度をピークに減少傾向にあり，市内

でのエネルギー利用が減少した状況が表れている。 

○ 図 2-2，3-2 では，産業部門，運輸部門においてエネルギー使用量が減少し，

民生・家庭，業務部門においてエネルギー使用量が増加した状況が表れている。 

図 5  電気の使用に伴う二酸化炭素排出量等の推移（対基準年度比） 
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図 1-2 温室効果ガス総排出量の推移（電気の排出係数固定） 

図 2-2  エネルギー起源二酸化炭素排出量（電気の排出係数固定） 

図 3 -2 部門別二酸化炭素排出量の推移（電気の排出係数固定） 
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(2) 気温 

猛暑，厳冬の年は，冷暖房に多くのエネルギーが使用されるため，二酸化炭素

排出量が増加し，反対に，冷夏，暖冬の年は，二酸化炭素排出量が減少する。   

また，電気事業者は，気温の変動などによる短期的な電力需要の増加には，火

力発電を活用して対応することから，猛暑，厳冬の年は，火力発電の利用率が増

し，電気の排出係数が悪化し，更に二酸化炭素排出量が増加する傾向がある。 

 

○ 2009（平成 21）年度と 2010（平成 22）年度の月平均気温と平年差を図 6 に示

した。 

○ 2009（平成 21）年度の夏季（7月～9月）の平均気温は 25.8℃（前年度 26.8℃）

と，平年と比べて 0.2℃低かった。また，冬季（12 月～3月）の平均気温は 6.8℃

（前年度 7.1℃）と，平年と比べて 0.7℃高かった。 

○ 一方，2010（平成 22）年度の夏季（7月～9月）の平均気温は 27.9℃と，前年

度より 2.1℃，平年より 1.8℃高かった。また，冬季（12 月～3月）の平均気温は

5.9℃と，前年度より 0.9℃低く，平年より 0.3℃低かった。 

○ また，2010（平成 22）年度は，次のような記録的な猛暑厳冬の年であった。 

・日最高気温 35℃以上年間日数の歴代 1 位 

・日最低気温 25℃以上年間日数の歴代 1 位 

・8 月の月平均気温の高い歴代 1 位 

・1 月が 1986（昭和 61 ）年 1 月以来 25 年ぶりの顕著な低温 

・3 月の月平均気温が平成 6 年（1994 年）以来 17 年ぶりに平年より 1℃以上低い 

○ 関西電力㈱京都営業所管内（京都市及び周辺の市町）の月別の電灯消費量（家

庭用の電気）を，図 7に示した。2010（平成 22）年度について，11 月を除き，1

年を通して，2009（平成 21）年度の消費量より増加した。特に，気温の高かった

夏季（7月～9 月）の電灯消費量は，2009（平成 21）年度から著しく増加した。 

○ 大阪ガス㈱による市内の都市ガス（家庭用）の月別消費量を，図 8 に示した。 

2010（平成 22）年度の消費量は，2009（平成 21）年度と比較して，年間合計は，

ほぼ同値だったが，月別では，冬季から春季にかけて（1月～7 月）増加した。 

 

このように，2010（平成 22）年度の二酸化炭素排出量が増加している要因の 1 つと

して，記録的な猛暑厳冬の年であった影響が考えられる。 
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図 6  月平均気温の状況 
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図 7  関西電力株式会社京都営業所管内の月別電灯消費量（家庭用） 
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図 8  都市ガスの月別消費量（家庭用） 
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4  二酸化炭素排出量の増減要因（部門別） 

(1) 産業部門 

2010（平成 22）年度の産業部門からの二酸化炭素排出量は，94.7 万トンであり，

二酸化炭素排出量の 14.9%を占めている。図 9 に示すとおり基準（1990）年度と比

べると 99.9 万トン（51.3%）減少し，前年度と比べると 4.9 万トン（5.5%）増加し

ている。 
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図 9-1  二酸化炭素排出量（産業部門） 
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図 9-2  二酸化炭素排出量（産業部門，電気の排出係数固定） 
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○ エネルギー源別の構成比をみると，石油類が 1990（平成 2）年には 55.2%を占

めていたが，2010（平成 22）年度には 18.3%と減少している。一方，発熱量当

たりの二酸化炭素排出量がより少ない燃料である都市ガスは，13.2%から 25.9%

へと増加し，燃料の転換が排出量減少の要因の一つである。 
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図 10  二酸化炭素排出量のエネルギー別構成比の推移（産業部門） 

 

○ 産業部門からの二酸化炭素排出量の推移は，図 11 に示すとおり，製造品出荷

額等の推移とほぼ同様の傾向を示している。 
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図 11 二酸化炭素排出量（産業部門，電気の排出係数固定）及び製造品出荷額の推移 
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○ 産業部門における，製造品出荷額単位当たりの二酸化炭素排出量（電気の排出係

数固定）の対基準年比推移は，図 12 に示すとおりである。2003（平成 15）年度ま

では横ばいであったが，その後減少し，2010（平成 22）年度では，約 2 割削減され

ている。 
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図 12 製造品出荷額単位当たりの二酸化炭素排出量（二酸化炭素排出量／製造品出荷額） 

（産業部門，電気の排出係数固定，対基準年比） 

 (2) 運輸部門 

2010（平成 22）年度の運輸部門からの二酸化炭素排出量は 158.4 万トン（自動車

143.5 万トン，鉄道 14.9 万トン）であり，二酸化炭素排出量の 24.9%を占めている。 

○ 図 13 に示すとおり 1996（平成 8）年の 217 万トンをピークに減少傾向を示し，

基準年（1990 年）と比べると 39 万トン（19.7%）減少しているが，前年と比べ

ると 5万トン（3.1%）増加している。
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    図 13 二酸化炭素排出量（運輸部門） 
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○ 運輸部門からの二酸化炭素排出量の約 9 割を占める自動車（原動機付自転車

を含む。）の保有台数の推移は，図 14 に示すとおりである。 

○ 全体としては，1990（平成 2）年度と比べると，2005（平成 17）年度の 84 万

1 千台をピークにここ近年は減少傾向にある。その傾向は，四輪車の保有台数の

推移とほぼ一致しており，二輪車については，大きな変化はみられない。 

760 

770 

780 

790 

800 

810 

820 

830 

840 

850 

200 

400 

600 

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

合
計

保
有

台
数

（
千

台
）

四
輪

・
二

輪
保

有
台

数
（千

台
）

年度

合計 四輪計 二輪計

 

図 14 自動車（原動機付自転車含む）保有台数の推移 

 ○ 車種構成別の自動車保有台数の推移をみると，図 15 に示すとおり，小型乗用

車（二輪以外の乗用車で排気量 660～2000cc のもの）が減少し，普通乗用車（排

気量 2000cc を超す乗用車）及び軽自動車（660cc 以下の自動車）が増加している。
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図 15 車種構成別自動車保有台数の推移 

二輪：総排気量 125cc を超える二輪車 

原付：原動機付自転車（排気量 125cc までのもので，ミニカーを含む） 

17



○ 自動車燃料別の二酸化炭素排出量は，図 16 に示すとおり各燃料とも 1996（平

成 8）年頃をピークに減少傾向を示している。ガソリンの減少については，保

有台数の推移（図 15）にみられる軽自動車の増加や，自動車の平均燃費の向上

（図 17）によるものと考えられる。また，軽油については，貨物車の保有台数

の減少や輸送効率の向上によるものと考えられる。 
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図 16 自動車燃料別の二酸化炭素排出量 
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図 17 全国のガソリン乗用車の燃費の推移 

 

販売モード燃費：その年に販売された全乗用車の平均公称燃費 

保有モード燃費：国内で保有されている全乗用車の平均公称燃費 

（社団法人自動車工業会調べ） 
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(3) 民生・家庭部門 

2010（平成 22）年度の民生・家庭部門からの二酸化炭素排出量は，161.5 万ト

ンであり，二酸化炭素排出量の 25.4%を占めている。また，民生・家庭部門から

の二酸化炭素排出量の約 6 割が，電気の使用に伴う排出量である。 

 

○ 図 18-1 に示すとおり，基準（1990）年度と比べると 16.8 万トン（11.6%）

増加し，前年度と比べると 15.2 万トン（10.4%）増加している。 
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図 18-1 二酸化炭素排出量（民生・家庭部門） 

○ 図 18-2 に示すとおり，電気の排出係数の変動の影響を除くために電気の排

出係数を固定した場合は，2000（平成 12）年度からほぼ横ばいである。 
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 図 18-2 二酸化炭素排出量（民生・家庭部門，電気の排出係数固定） 
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○ 図 19 に示すとおり，民生・家庭部門における電気の使用量が基準年度から

39.5％増加しており，その削減を図ることが重要である。 

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

140 

150 

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

二
酸

化
炭

素
排

出
量

等
（基

準
年

＝
１

０
０

）

年度

二酸化炭素排出量（家庭） 電気使用量（家庭） 排出係数
 

図 19 二酸化炭素排出量（民生・家庭部門）等の推移（対基準年比） 

○ 民生・家庭部門からの電気消費量について，人口と世帯の推移と比べると，

図 20 に示すとおり，世帯数の増加が，電気消費量の増加の１つの要因と考え

られる。 

○ 世帯あたりの電気消費量は，基準年度から 1～2 割程度増加した後，あまり

変化しておらず，各家庭において冷暖房やテレビの使用を控えるなどの省エネ

に一層取り組むことが重要である。 
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図 20 電気消費量（民生・家庭部門）等の推移 
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○ 民生・家庭部門からの二酸化炭素排出量（電気の排出係数を固定）の推移は，

図21に示すとおり，住宅の課税床面積の推移と同様に増加傾向を示している。 
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※「住宅」は，専用住宅，併用住宅，アパート，農漁家等の付属家を含む。 

図 21 二酸化炭素排出量（民生・家庭部門，電気の排出係数固定）及び住宅の課税床面積 

 

○ 民生・家庭部門における，住宅の課税床面積単位当たりの二酸化炭素排出量

（電気の排出係数固定）の対基準年比推移は，図 22 に示すとおりである。1995

（平成 7）年度までは増加傾向にあったが，その後減少し，2010（平成 22）年

度では，約 1 割削減されている。 
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図 22 住宅の課税床面積単位当たりの二酸化炭素排出量（二酸化炭素排出量／住宅の課税床面積） 

（民生・家庭部門，電気の排出係数固定，対基準年比） 
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○ 1 世帯当たりの二酸化炭素排出量（民生・家庭部門からの二酸化炭素排出量

／世帯数）の全国比較を，図 23 に示した。全国では 3.21 トン／世帯に対して，

京都市では 2.37 トン／世帯と，本市のほうが 0.84 トン／世帯小さく，また，

基準（1990）年度に対する増加率も低かった。（全国：3.6%増，京都市：9.2%

減） 
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  図 23 世帯当たりの二酸化炭素排出量（民生・家庭部門）（全国比較） 

(4) 民生・業務部門 

2010（平成 22）年度の民生・業務部門からの二酸化炭素排出量は 199.7 万トンで

あり，二酸化炭素排出量の 31.4%を占めている。 

○ 図 24-1 に示すとおり，基準（1990）年度と比べると 29.9 万トン（17.6%）増

加し，前年度と比べると 15.6 万トン（8.5%）増加している。 
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図 24-1 二酸化炭素排出量（民生・業務部門） 
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○ 図 24-2 に示すとおり，電気の排出係数の変動の影響を除くために電気の排

出係数を固定した場合は，2000（平成 12）年度からほぼ横ばいである。 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

1
9

9
0

1
9

9
1

1
9

9
2

1
9

9
3

1
9

9
4

1
9

9
5

1
9

9
6

1
9

9
7

1
9

9
8

1
9

9
9

2
0

0
0

2
0

0
1

2
0

0
2

2
0

0
3

2
0

0
4

2
0

0
5

2
0

0
6

2
0

0
7

2
0

0
8

2
0

0
9

2
0

1
0

二
酸

化
炭

素
排

出
量

（万
ト

ン
-Ｃ

Ｏ
２

）

電気 都市ガス 石油類
 

図 24-2 二酸化炭素排出量（民生・業務部門，電気の排出係数固定） 

○ 図 25 に示すとおり，民生・業務部門における電気の使用量が基準年度から

35.6%増加しており，その削減を図ることが重要である。 
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        図 25 二酸化炭素排出量（民生・業務部門）等の推移（対基準年比） 

 

○ 民生・業務部門の二酸化炭素排出量（電気の排出係数を固定）及び民生・業

務部門に該当する業種の市内総生産の推移について図 26 に示す。両者につい

て，概ね同様の傾向がみられる。 
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 ※ 市内総生産（業務）のデータについては，1996 年度以前の連続したデータがなく，また 2010

年度実績は未確定 

図 26  二酸化炭素排出量（民生・業務部門，電気の排出係数固定）及び市内総生産（業務）の推移 

 

○ 民生・業務部門における，民生・業務部門に該当する業種の市内総生産単位

当たりの二酸化炭素排出量（電気の排出係数固定）の対基準年比推移は，図 27

に示すとおりである。1999（平成 11）年度まで増加し，その後減少，2010（平

成 22）年度では，ほぼ 1996（平成 8）年度の水準に戻っている。 
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図 27 市内総生産単位当たりの二酸化炭素排出量（二酸化炭素排出量／市内総生産） 

（民生・業務部門，電気の排出係数固定，対基準年比） 

 

○ 民生・業務部門からの二酸化炭素排出量（電気の排出係数を固定）の推移は，

図 28 に示すとおり，店舗その他の課税床面積の推移と同様に増加傾向を示し

ている。 
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※「店舗その他」は，店舗，銀行，百貨店，事務所，劇場，映画館，公衆浴場，市場，土蔵等の合計 

図 28 二酸化炭素排出量（民生・業務部門，電気の排出係数固定）及び店舗等課税床面積 

 

○ 民生・業務部門における，店舗その他の課税床面積単位当たりの二酸化炭素

排出量（電気の排出係数固定）の対基準年比推移は，図 29 に示すとおりであ

る。基準年度からは，ほぼ横ばいで推移している。 
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図29 店舗その他課税床面積単位当たりの二酸化炭素排出量（二酸化炭素排出量／店舗その他課税床面積） 

（民生・業務部門，電気の排出係数固定，対基準年比） 

 

 

 

 

25



 

(5) 廃棄物部門 

2010（平成 22）年度の廃棄物部門からの二酸化炭素排出量は，図 30 に示すとお

り 21.5 万トンであり，二酸化炭素排出量の 3.4%を占めている。 

○ 基準（1990）年度と比べると 4.3 万トン（16.6%）減少し，前年度と比べると

2.8 万トン（14.7%）増加している。 

○ 廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量は，ごみ焼却量の推移と一致しており，

2000（平成 12）年度の 39.2 万トンをピークに減少傾向を示している。 

○ 産業廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量については，1998（平成 10）年度の

13.6 万トンをピークに減少傾向を示し，2003（平成 15）年度に急激に減少した。 

○ これは，ダイオキシン類対策特別措置法が 2002（平成 14）年度から規制強化

されたことから，基準に適合しない産業廃棄物焼却炉が廃止されたことによるも

のである。 
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図 30 二酸化炭素排出量（廃棄物部門） 

 

 

 

 

○ プラスチックの焼却に伴う二酸化炭素排出量については，図 31 に示すとおり，

2000（平成 12）年度をピークに一旦減少し，2003（平成 15）年度以降再び緩や
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かに増加したが，2008（平成 20）年度には前年度比で 16.2%減と大きく減少し

ている。これは，2007（平成 19）年 10 月から全市拡大されたプラスチック製

容器包装分別収集の通年化が実施されたことによるものである。 

○ 合成繊維の焼却に伴う二酸化炭素排出量は，2～3万トン程度で推移している。 
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図 31 一般廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量等 
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5  その他の温室効果ガス排出量 

(1) 代替フロンの算定方法について 

2007（平成 19）年度の温室効果ガス排出量の算定に当たっては，国において業務

用冷凍空調機器及び家庭用エアコンから漏れ出す代替フロン排出量の算定方法を

基準年にさかのぼって見直しがなされた。 

そこで，本市においても昨年度に，国に準じ，代替フロン排出量を基準年にさか

のぼって見直している。 

 

(2) その他の温室効果ガス排出量について 

二酸化炭素以外のその他の温室効果ガス排出量は，2010（平成 22）年度は 35.8

万トンと，温室効果ガス総排出量の 5.3%を占めている。 

 

○ 図 32 に示すとおり基準年の排出量（メタン，一酸化二窒素については 1990

（平成 2）年度，代替フロン等（ハイドロフルオロカーボン類（HFCs），パーフ

ルオロカーボン類（PFCs），六ふっ化硫黄（SF6））については 1995（平成 7）年

度の排出量を合計した量。47.1 万トン）と比べて，11.3 万トン減少している。 

○ 2010（平成 22）年度の排出量について，温室効果ガス別にみると，パーフル

オロカーボン類（PFCs）は工業用洗浄剤としての使用が減少したことにより，

基準年の 27.4 万トン（代替フロン等の 82.6%）から 2.7 万トン（同 9.2%）に減

少した。 

○ ハイドロフルオロカーボン類（HFCs）は，業務用冷凍空調機器及び家庭用エ

アコンから漏れ出す分を排出量に組み込んだことにより，2.9 万トン（同 8.8%）

から 22.5 万トン（同 87.1%）に増加した。 
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図 32 その他の温室効果ガス排出量 
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第 2章 地球温暖化対策の実施状況及び評価 

1 地球温暖化対策条例及び地球温暖化対策計画＜2011～2020＞の実施状況 

(1) 地球温暖化対策条例 

ア 概要 

地球温暖化対策に特化した全国初の条例「京都市地球温暖化対策条例（2004

（平成 16）年 12 月制定）」の改正について，「地球温暖化対策推進委員会（京

都市環境審議会の部会）」で審議し，2010（平成 22）年 7 月に答申を受けた。

この答申を踏まえた改正条例案は，9 月の京都市会において全会一致で可決

され，2011（平成 23）年 4 月から，市民，事業者，環境保全活動団体の皆様

と京都市が一体となった，新たな目標の実現に向けた取組が始まっている。 

改正条例の特徴①「先駆的な削減目標を条例で明記」 

2030（平成 42）年度までに 1990（平成 2）年度比 40%削減 

2020（平成 32）年度までに 1990（平成 2）年度比 25%削減 

改正条例の特徴②「低炭素社会の実現に向けた新たな取組を規定」 

■ 京都市の施策 

カーシェアリングの普及促進，地域産木材の利用促進，食の地産地消の

促進，環境産業の育成・振興，地球温暖化対策を推進する人材の育成など 

■ 市民・事業者の取組 

エコ通勤の促進，エコカーの選択・カーシェアリングの利用，食の地産

地消，「DO YOU KYOTO? デー」を中心とする環境によい取組の実践など 

■ 特定事業者の取組 

事業者排出量削減計画書制度【義務】の拡充（総合的な評価制度の導入

と低評価事業者への追加削減対策の指導），環境マネジメントシステムの導

入【義務】，新車購入時におけるエコカーの選択【義務】 

■ 自動車販売店の取組 

自動車環境性能情報の説明【義務】，エコカーの販売実績の報告・公表【義務】 

■ 特定建築物（※）などの建築主による取組 

地域産木材の利用【義務】，再生可能エネルギー利用設備の設置【義務】，

建築環境総合性能評価システム（CASBEE 京都）に基づく評価及び評価結果

の広告などへの表示【義務】，建築物及び敷地の緑化【義務】 

（※）延べ床面積 2000m2以上の大規模建築物（新築・増築） 

改正条例の特徴③「京都府地球温暖化対策条例との連携・整合」 

■ 府・市条例における削減目標の共有 

■ 特定事業者の排出量削減計画書・報告書制度など主な規定の共同化 
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 （ウ）特定事業者の環境マネジメントシステム導入状況 

   特定事業者から提出された平成 23 年度の環境マネジメントシステム導  

入報告書を集計した結果，101 者の特定事業者が導入済となっている。   

なお，未導入の特定事業者は，平成 25 年度末までに導入することとしてい

る。 

 

 （エ）特定事業者のエコカー購入状況 

   特定事業者から提出された平成 23 年度の新車購入等報告書を集計した  

結果，新たに自動車を購入等した 66 者のうち 52 者が 50％以上のエコカー  

購入割合を達成している。特定事業者が新たに購入等した全体の台数に  

対するエコカーの割合は約 64％であった。 

 

ウ 平成 23年度の自動車販売事業者の新車販売実績報告書 

 本市内において自動車の販売を業とする者（自動車販売事業者）は，自動

車環境情報を説明しエコカーの提供に努めるとともに，エコカーの販売実績

を記載した報告書を提出することとしている。  

                         <条例第 25条第 1 項，第 2項,第 3 項> 

 自動車販売事業者から提出された平成 23 年度の新車販売実績報告書の集

計結果は以下のとおりであった。 

（ア） 販売台数 

  新車の全販売台数は約 4 万 8 千台であり，そのうちエコカーの販売台数 

 は約 3万 1千台で全販売台数に占めるエコカー販売割合は約65％であった。 

（イ） 平均燃費 

  ガソリン，軽油及び液化石油ガスを燃料とする自動車の平均燃費は， 

 18.8km/l であり，そのうちエコカーの平均燃費は 21.1km/l であった。 

 

表 6 平成 23 年度の新車販売実績 

全販売台数 

（台） 

エコカー 

販売台数
（台） 

エコカー 

販売割合 

（％） 

ガソリン，軽油，液化石油ガスを燃料とする自動車  

全体平均燃費 

（km/l） 

エコカー平均燃費 

（km/l） 

47,691 30,857 64.7 18.8 21.1 
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表 1 特定事業者数及び温室効果ガス計画排出量 

単位：万トン－CO2 

区分 

 

事業者数 

（者） 

 

基準年度 

排出量 

注１ 

 

2011(平成

23)年度 

（第 1 年度） 

計画排出量 

2012(平成

24)年度 

（第 2 年度） 

計画排出量 

2013(平成

25)年度 

（第 3 年度） 

計画排出量 

計画－基準 

増減量 

注２ 

 

計画－基準 

増減率

（%） 

 

産業 37 45.5 44.0 43.3 42.4 -2.3 -5.0 

運輸 25 37.8 37.3 37.2 37.0 -0.7 -1.8 

業務 84 102.0 100.0 99.0 97.9 -3.1 -3.0 

合計 146 185.3 181.3 179.4 177.3 -6.0 -3.2 

注 1：基準年度排出量は，原則 2008（平成 20）～2010（平成 22）年度の３ヵ年平均値を採用し，

事由がある場合のみ 2010（平成 22）年度単年度の実績値である。 

注 2：計画‐基準増減量は基準年度排出量に対し，2011（平成 23）～2013（平成 25）年度計画

排出量の 3 ヵ年平均値を比較した増減量を示す。 

注：各項目による排出量の合計は四捨五入のため，合計欄の値とは一致しない。 

 

■ 総合評価結果 

146 者の特定事業者等（特定事業者以外の事業者１者含む）から事業者

排出量削減計画書の提出があり，本市が総合評価を実施した結果，部門別

の評価の内訳は以下のとおりであった。 

表 2 評価毎の事業者数 一覧        （単位：者） 

 S 評価 A 評価 B 評価 C 評価 D 評価 合計 

業務部門 2 57 7 18 0 84 

産業部門 5 27 1 4 0 37 

運輸部門 0 24 0 1 0 25 

合計 7 108 8 23 0 146 
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評価基準に基づく評価の結果，以下の７事業者が「Ｓ評価」だった。 

表 3 「Ｓ評価」事業者 一覧 

事業者名 
排出量計画 

削減率 
特に優れた取組等 

宝酒造（株） -2.0%  環境学習の実施 

三洋化成工業（株） -2.2%  ボイラーの燃料転換 

日本たばこ産業（株） -2.1%  ボイラー効率の向上化 

積水化学工業（株） -44.6%  高効率空調機器の導入 

ローム（株） -2.2%  空調機器の温度・圧力・流量

の最適化 

京都ステーションセンター（株） -5.0%  高効率空調機器の導入 

日本生命保険相互会社 -4.0%  空調効率の向上化 

※Ｓ評価となる基準：①排出量計画削減率：目標削減率の２倍以上 

②原単位増減率：1%／年以上 

③重点対策実施率：100%以上 ①～③の全てを満たすこと 

 

 （イ）平成 23年度の特定事業者の事業者排出量削減報告書等 

  ■ 温室効果ガス排出量 

   特定事業者（146 者）から提出された平成 23 年度の削減報告書を集計し

た結果，温室効果ガス総排出量は約 176 万トンで，特定事業者が自ら計画

した削減目標を約 3.0%上回って達成している。 

 部門別でも，産業部門においては，削減目標に対し約 4.3%，運輸部門に

おいては約 1.6%，業務部門においては約 3.6%それぞれ上回っており，全

ての部門において削減目標を達成している。 
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部門 

事業者数 

（者） 

平成 23 年度 温室効果ガス排出量 （参考） 

目標値 実績排出量 

実績－目標値 

増減率（％） 

基準年度 

排出量注 

平成 23 年度 

－基準年度 

増減率(%) 

合計 146 181.2 175.7 ▲3.0 185.8 ▲5.4 

 

産業部門 36 43.8 42.0 ▲4.3 45.3 ▲7.5 

運輸部門 25 37.3 36.7 ▲1.6 37.8 ▲2.9 

業務部門 85 100.6 97.0 ▲3.6 102.7 ▲5.5 

 

 

      温室効果ガス排出量削減に対する取組として，多くの事業者によって， 

  排出量削減のために節電をはじめとした多様な省エネルギーの取組が実施 

  された。 

 

 

部門 主な取組内容 

産業部門 

空調設備 
適正な運転管理 

高効率機器への更新 

照明設備 
不要な照明の間引き 

ＬＥＤ照明等への切り替え 

生産性 生産工程や生産体制の改善 

運輸部門 
自動車運送事業 

エコカーの導入 

エコドライブ等の適正な運転管理 

鉄道事業 高効率車両の導入 

業務部門 

空調設備 
適正な運転管理 

高効率機器への更新 

照明設備 
不要な照明の間引き 

ＬＥＤ照明等への切り替え 

 

 

表 4 平成 23年度の温室効果ガス排出実績 （単位：万トン－CO2） 

注：基準年度排出量は，原則平成 20～平成 22 年度の３か年平均値を採用し， 

    事由がある場合のみ平成 22 年度単年度の実績値である。 

 

表 5 部門別の主な温室効果ガス排出量削減取組内容 
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 （ウ）特定事業者の環境マネジメントシステム導入状況 

   特定事業者から提出された平成 23 年度の環境マネジメントシステム導  

入報告書を集計した結果，101 者の特定事業者が導入済となっている。   

なお，未導入の特定事業者は，平成 25 年度末までに導入することとしてい

る。 

 

 （エ）特定事業者のエコカー購入状況 

   特定事業者から提出された平成 23 年度の新車購入等報告書を集計した  

結果，新たに自動車を購入等した 66 者のうち 52 者が 50％以上のエコカー  

購入割合を達成している。特定事業者が新たに購入等した全体の台数に  

対するエコカーの割合は約 64％であった。 

 

ウ 平成 23年度の自動車販売事業者の新車販売実績報告書 

 本市内において自動車の販売を業とする者（自動車販売事業者）は，自動

車環境情報を説明しエコカーの提供に努めるとともに，エコカーの販売実績

を記載した報告書を提出することとしている。  

                         <条例第 25条第 1 項，第 2項,第 3 項> 

 自動車販売事業者から提出された平成 23 年度の新車販売実績報告書の集

計結果は以下のとおりであった。 

（ア） 販売台数 

  新車の全販売台数は約 4 万 8 千台であり，そのうちエコカーの販売台数 

 は約 3万 1千台で全販売台数に占めるエコカー販売割合は約65％であった。 

（イ） 平均燃費 

  ガソリン，軽油及び液化石油ガスを燃料とする自動車の平均燃費は， 

 18.8km/l であり，そのうちエコカーの平均燃費は 21.1km/l であった。 

 

表 6 平成 23 年度の新車販売実績 

全販売台数 

（台） 

エコカー 

販売台数
（台） 

エコカー 

販売割合 

（％） 

ガソリン，軽油，液化石油ガスを燃料とする自動車  

全体平均燃費 

（km/l） 

エコカー平均燃費 

（km/l） 

47,691 30,857 64.7 18.8 21.1 
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（参考 2）特定事業者・自動車販売事業者におけるエコカーの定義 

（参考 1）特定事業者の該当要件 

 次に掲げる要件のいずれかに該当した者を「特定事業者」としている。 

  ①原油に換算して年間 1,500 キロリットル以上のエネルギーを使用するもの。 

  ②自動車や鉄道で大規模に運送事業を営む事業者 

   （トラック又はバス 100 台以上，タクシー150 台以上，鉄道車両 150 両以上） 

  ③その他に一定要件以上の温室効果ガスを発生させる事業者 

   （二酸化炭素換算で，年間 3,000 トン以上） 

 エコカーとは，以下の各号のいずれかに該当するものをいう。 
  ① 温室効果ガスを排出しない自動車 
   ・電気自動車 
   ・燃料電池自動車 
  ② 温室効果ガスの排出の量が相当程度少ない自動車 
     ・プラグインハイブリッド自動車 
   ・天然ガス自動車 
   ・ガソリン自動車：平成 22年度燃費基準 25%向上達成車 等 
   ・軽油自動車：平成 17 年度燃費基準 25％向上達成車 等 

   ・液化石油ガス自動車：平成 22 年度燃費基準達成車 

 

（参考 3）自動車販売事業者における新車の定義 

 新車とは，自動車検査証の交付を受けたことがない普通自動車，小型自動車及び軽自動車 

 のうち，型式の指定を受けたものであって，次の各号のいずれかに該当するもの（二輪の 

 自動車及び被けん引自動車を除きます。）をいう。 

  ① 人の運送の用に供する自動車で，乗車定員が 10 人以下のもの 

  ② 貨物の運送の用に供する自動車で，車両総重量が 3．5トン以下のもの 
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(2) 地球温暖化対策計画＜2011～2020＞ 

 ア 概要 

2011（平成 23）年 3 月に，改正条例に基づく新たな行動計画である「京

都市地球温暖化対策計画（2011-2020）－地球にやさしいまち・経済・ライ

フスタイルを目指して－」を策定した。この新計画は，改正条例に掲げた

2030（平成 42）年度の目標達成に向けた前半 10 年間（2011（平成 23）年

度から 2020（平成 32）年度）における本市の地球温暖化対策の具体的施策

を明らかにするものである。 

新計画の特徴①「6つの社会像の提示」 

低炭素社会の実現に向けては，これまでの大量生産・大量消費・大量廃

棄を前提とした社会経済システムを転換していくことが不可欠であり，そ

のためには市民や事業者が広く共感でき，共有することができる社会像を

提示し，それに向けた政策を進めていくことが重要である。このため，京

都の特性を考慮した 6 つの観点から，条例の削減目標年次である 2030（平

成 42）年度の低炭素社会像を提示している。 

   人と公共交通優先の歩いて楽しいまち 

   森を再生し「木の文化」を大切にするまち 

   エネルギー創出・地域循環のまち 

   環境にやさしいライフスタイル 

   環境にやさしい経済活動 

   ごみの減量 

新計画の特徴②「削減効果指標による施策の進行管理」 

「太陽光発電設備の発電出力」などの削減効果の算定に結びつく「削減

効果指標」を設定しており，それぞれの指標について 2020（平成 32）年度

の目標値を定めている。削減効果指標を毎年度把握することで，数値目標

との乖離が大きなものについては施策を強化するなど，的確かつ具体的な

対応を図っていく。 

新計画の特徴③「3つの戦略プロジェクト」 

上述の社会像を実現するために，「まち」「経済」「暮らし」という 3 つの

観点から重点的に推進する施策群を，「戦略プロジェクト」として位置付け

ている。 

  歩くまち・低炭素都市づくりプロジェクト 

  グリーン・エコノミー創出プロジェクト 

  エコライフ・コミュニティ創出プロジェクト 
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イ 計画の進捗状況等 

計画に掲げた取組の 2011（平成 23）年度の取組について，進捗管理方法及

びその進捗状況は次のとおり。 

（ア）進捗管理方法 

  ○点検・評価の頻度 年に 2回（上半期及び下半期） 

  ○進捗の評価項目 ・進捗区分，進捗状況 

            ・削減評価指標及び進捗指標 

            ・予算額及び決算額 

 （イ）進捗区分による把握 

   取組の進捗について，表7のとおり4項目に区分し進捗状況を把握する。 

表 7 進捗区分別の基準 

区  分 説  明 
進捗区分の判断基準例（事業の性質別） 

施設整備の場合 計画策定の場合 事業実施の場合 

実施済み 

又は本格実施中 
実施済み又は実施中 

建設工事着工～竣工

前 

審議会等での審議

開始 
実施～ 

実施前最終段階 

方針・内容等がほぼ固

まり，実施の一歩手前

にある 

基本設計 

実施設計 

審議会構成や諮問

事項の確定後審議

開始前 

実施内容・時期の

決定～実施前 

企画構想段階 
実施内容等について

検討中 

基本構想 

基本計画 

庁内プロジェク

ト，検討会議など

での具体的な検討

開始 

地元とのワークシ

ョップ，庁内プロ

ジェクトなどで具

体的な検討開始 

着 手 前 検討を始めていない 検討開始前 検討開始前 検討開始前 

 

計画に掲げている 108 の具体的取組において，実施済み又は本格実施中は

78，実施前最終段階は 5，企画構想段階は 15，着手前は 10 となっている。 

 

 

 

  計画に掲げた低炭素社会像ごとの進捗状況は，次のとおりである。 

 なお，取組ごとのロードマップに対応する進捗状況の詳細等は，「資料編」

に掲げるとおりである。 

 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

78 5 15 1078 5 15 1078 5 15 1078 5 15 10

（75） （1） （19） （13）108108108108
計計計計

(H23年度上半期)
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社会像１ 人と公共交通優先の歩いて楽しいまち 

 

 25 の具体的取組が掲げられており，うち【市内共通乗車券の創設】，【パー

クアンドライドの通年実施】，【駐車場施策の見直し】や【自転車利用環境の

整備】などの 17 取組が＜実施済み又は本格実施中＞である。 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像１１１１．．．．人人人人とととと公共交通優先公共交通優先公共交通優先公共交通優先のののの歩歩歩歩いていていていて楽楽楽楽しいまち 25 17 0 6 2しいまち 25 17 0 6 2しいまち 25 17 0 6 2しいまち 25 17 0 6 2

１１１１．「．「．「．「既存公共交通既存公共交通既存公共交通既存公共交通」」」」のののの取組 7 5 0 1 1取組 7 5 0 1 1取組 7 5 0 1 1取組 7 5 0 1 1

（１）公共交通利便性向上施策 7 5 0 1 1

２２２２．「．「．「．「まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり」」」」のののの取組 10 5 0 5 0取組 10 5 0 5 0取組 10 5 0 5 0取組 10 5 0 5 0

（１）「歩くまち・京都」を支える歩行空間の充実 2 0 0 2 0

（２）未来の公共交通の充実 1 0 0 1 0

（３）自動車交通の効率化と適正化 6 4 0 2 0

（４）歩行者と共存可能な自転車利用環境の整備 1 1 0 0 0

３３３３．「．「．「．「ライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル」」」」のののの取組 4 4 0 0 0取組 4 4 0 0 0取組 4 4 0 0 0取組 4 4 0 0 0

（１）「『歩くまち・京都』憲章」の普及・啓発 1 1 0 0 0

（２）「スローライフ京都」大作戦(プロジェクト) 3 3 0 0 0

４４４４．．．．エコカーへのエコカーへのエコカーへのエコカーへの転換 4 3 0 0 1転換 4 3 0 0 1転換 4 3 0 0 1転換 4 3 0 0 1

（１）インフラ整備の推進 1 0 0 0 1

（２）事業者・販売店を通じた転換促進 3 3 0 0 0
 

社会像２ 森を再生し「木の文化」を大切にするまち 

 

 25 の具体的取組が掲げられており，うち【「CASBEE 京都」による環境性能

の評価が高い建築物の普及促進】や【「平成の京町家」の普及促進】などの

18 取組が＜実施済み又は本格実施中＞である。

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像２２２２．．．．森森森森をををを再生再生再生再生しししし「「「「木木木木のののの文化文化文化文化」」」」をををを大切大切大切大切にするまち 25 18 3 1 3にするまち 25 18 3 1 3にするまち 25 18 3 1 3にするまち 25 18 3 1 3

１１１１．．．．地域産木材地域産木材地域産木材地域産木材のののの活用 10 7 1 1 1活用 10 7 1 1 1活用 10 7 1 1 1活用 10 7 1 1 1

（１）建築物の地域産木材利用 5 4 1 0 0

（２）間伐材や木質ペレットなどの利用 3 3 0 0 0

（３）木材利用者への情報提供 2 0 0 1 1

２２２２．．．．森林森林森林森林のののの適切適切適切適切なななな保全 7 6 1 0 0保全 7 6 1 0 0保全 7 6 1 0 0保全 7 6 1 0 0

（１）森林整備 3 3 0 0 0

（２）林業の振興 2 2 0 0 0

（３）森づくりへの市民参加 2 1 1 0 0

３３３３．．．．水水水水とととと緑緑緑緑とととと風風風風をををを生生生生かしたまちづくり 8 5 1 0 2かしたまちづくり 8 5 1 0 2かしたまちづくり 8 5 1 0 2かしたまちづくり 8 5 1 0 2

（１）市街地の緑化 4 2 1 0 1

（２）ヒートアイランド対策 4 3 0 0 1  
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社会像３ エネルギー創出・地域循環のまち 

 

 15 の具体的取組が掲げられており，【使用済てんぷら油から精製したバイ

オディーゼル燃料の利用拡大】など 9 取組が，＜実施済み又は本格実施中＞

である。 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像３３３３．．．．エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー創出創出創出創出・・・・地域循環地域循環地域循環地域循環のまち 15 9 1 4 1のまち 15 9 1 4 1のまち 15 9 1 4 1のまち 15 9 1 4 1

１１１１．．．．再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの導入拡大 13 8 1 3 1導入拡大 13 8 1 3 1導入拡大 13 8 1 3 1導入拡大 13 8 1 3 1

（１）事業活動における活用 4 3 1 0 0

（２）市民生活における活用 4 2 0 1 1

（３）公共部門における活用 5 3 0 2 0

２２２２．．．．地域地域地域地域におけるエネルギーマネジメント 2 1 0 1 0におけるエネルギーマネジメント 2 1 0 1 0におけるエネルギーマネジメント 2 1 0 1 0におけるエネルギーマネジメント 2 1 0 1 0

（１）スマート・コミュニティの構築 2 1 0 1 0

（再掲を含む）

 

 

社会像４ 環境にやさしいライフスタイル 

 

20 の具体的取組が掲げられており，【京朝スタイルの普及】，【農林水産物の

地産地消と「京の時待ち食」の普及・推進による環境に配慮した食生活の普

及】や【エコ学区，エコ商店街，エコ大学など新たな「エコ・コミュニティ」

の創設】など 17 取組が，＜実施済み又は本格実施中＞である。 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像４４４４．．．．環境環境環境環境にやさしいライフスタイル 20 17 0 1 2にやさしいライフスタイル 20 17 0 1 2にやさしいライフスタイル 20 17 0 1 2にやさしいライフスタイル 20 17 0 1 2

１１１１．．．．エコエコエコエコ生活生活生活生活のののの普及促進 10 10 0 0 0普及促進 10 10 0 0 0普及促進 10 10 0 0 0普及促進 10 10 0 0 0

（１）エコを楽しく格好よく 5 5 0 0 0

（２）エコで健康に 2 2 0 0 0

（３）エコを学ぶ 3 3 0 0 0

２２２２．．．．地域地域地域地域コミュニティにおけるエココミュニティにおけるエココミュニティにおけるエココミュニティにおけるエコ活動活動活動活動のののの促進 3 3 0 0 0促進 3 3 0 0 0促進 3 3 0 0 0促進 3 3 0 0 0

（１）地域ぐるみのエコ活動の促進 3 3 0 0 0

３３３３．．．．環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした住宅住宅住宅住宅のののの普及促進 7 4 0 1 2普及促進 7 4 0 1 2普及促進 7 4 0 1 2普及促進 7 4 0 1 2

（１）住宅の低炭素化の推進 4 3 0 1 0

（２）エネルギー使用量の「見える化」の推進 3 1 0 0 2

（再掲を含む）
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社会像５ 環境にやさしい経済活動 

 

18 の具体的取組が掲げられており，【京都府・経済界との連携による「京都

産業育成コンソーシアム」の設立】，【DO YOU KYOTO?クレジット制度の創設】

や【環境に配慮した観光の推進】など 13 取組が，＜実施済み又は本格実施中

＞である。 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像５５５５．．．．環境環境環境環境にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい経済活動 18 13 1 2 2経済活動 18 13 1 2 2経済活動 18 13 1 2 2経済活動 18 13 1 2 2

１１１１．．．．環境産業環境産業環境産業環境産業のののの振興振興振興振興・・・・育成 6 4 0 1 1育成 6 4 0 1 1育成 6 4 0 1 1育成 6 4 0 1 1

（１）産学公連携による環境技術の開発 3 3 0 0 0

（２）事業拡大支援 3 1 0 1 1

２２２２．．．．企業企業企業企業におけるにおけるにおけるにおける低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化のののの促進 7 6 0 0 1促進 7 6 0 0 1促進 7 6 0 0 1促進 7 6 0 0 1

（１）中小事業者における低炭素化の促進 5 4 0 0 1

（２）大規模事業者における低炭素化の促進 2 2 0 0 0

３３３３．．．．環境価値環境価値環境価値環境価値のののの創出創出創出創出・・・・循環 5 3 1 1 0循環 5 3 1 1 0循環 5 3 1 1 0循環 5 3 1 1 0

（１）環境価値の創出の仕組みづくり 2 2 0 0 0

（２）環境価値の需要拡大 3 1 1 1 0

（再掲を含む）

 

 

社会像６ ごみの減量 

 

15 の具体的取組を掲げており，【レジ袋削減協定の拡大】や【使用済てんぷ

ら油などの回収拠点拡大】など13取組が＜実施済み又は本格実施中＞である。 

総数総数総数総数
実施済実施済実施済実施済みみみみ又又又又はははは
本格実施中本格実施中本格実施中本格実施中

実施前実施前実施前実施前
最終段階最終段階最終段階最終段階

企画構想企画構想企画構想企画構想
段階段階段階段階

着手前着手前着手前着手前

社会像社会像社会像社会像６６６６．．．．ごみのごみのごみのごみの減量 15 13 0 2 0減量 15 13 0 2 0減量 15 13 0 2 0減量 15 13 0 2 0

１１１１．．．．そもそもごみをそもそもごみをそもそもごみをそもそもごみを出出出出さない 7 7 0 0 0さない 7 7 0 0 0さない 7 7 0 0 0さない 7 7 0 0 0

（１）すぐにごみになるものを「買わない・つくらない」 3 3 0 0 0

（２）事業所などから出るごみを減らす 3 3 0 0 0

（３）わかりやすい情報提供と環境学習機会の拡大 1 1 0 0 0

２２２２．．．．ごみはごみはごみはごみは資源資源資源資源，，，，可能可能可能可能なななな限限限限りリサイクル 6 6 0 0 0りリサイクル 6 6 0 0 0りリサイクル 6 6 0 0 0りリサイクル 6 6 0 0 0

（１）徹底した分別によるリサイクルの推進 3 3 0 0 0

（２）地域力を生かした地域密着型の取組の推進 2 2 0 0 0

（３）「学生のまち，観光のまち」ならではの取組の推進 1 1 0 0 0

３３３３．．．．ごみはごみはごみはごみは安全安全安全安全にににに処理処理処理処理してしてしてして最大限活用 2 0 0 2 0最大限活用 2 0 0 2 0最大限活用 2 0 0 2 0最大限活用 2 0 0 2 0

（１）ごみからのエネルギー回収の最大化 1 0 0 1 0

（２）環境負荷を低減するごみの適正処理 1 0 0 1 0

（再掲を含む）
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社会像 ＮＯ． 取組
進捗
区分

1 2 京都駅南口駅前広場の整備 Ｃ
1 8 東大路通の自動車抑制と歩道拡幅 Ｃ
1 9 四条通の歩道拡幅と公共交通優先化 Ｃ
1 10 新しい公共交通システム（ＬＲＴ，ＢＲＴ）の導入検討 Ｃ
1 14 ロードプライシングの検討 Ｃ
6 108 ごみ処理施設の経済性に配慮した整備・運営 Ｃ
1 7 交通情報通信システムの開発 Ｄ

緑地保全 2 48 鴨川を幹とした風の道づくり Ｄ
公共施設へ

の導入 3,6 60 南部クリーンセンター第2工場建替え時におけるバイオガス化施設の併設 Ｃ

1 16 カーシェアリングの更なる普及 Ｃ
2 34 地域産木材ストック情報システムの整備 Ｃ
3 55 市民協働発電制度の実施 Ｃ
3 58 小水力発電の導入の推進 Ｃ

3 62
らくなん進都，岡崎地域等における新たなエネルギーマネジメントシステムの
構築

Ｃ

4 77 省エネ住まいアドバイザー制度の創設 Ｃ

5 84
低炭素社会の実現を先導する環境知恵産業（環境エネルギー関連産業）の
ブランド化

Ｃ

5 95 京都市役所総排出量削減推進制度の創設 Ｃ

1 22
共同住宅，民間駐車場，商業施設などへの充電設備・水素ステーションの設
置に対するインセンティブの付与の検討

Ｄ

2 35 ウッドマイレージなどの評価 Ｄ
4 80 既存住宅の環境配慮性能を表示する制度のあり方の検討 Ｄ
4 79 省エネラベル制度の拡充の検討 Ｄ
5 85 カーボン・フットプリントの活用による環境価値の「見える化」の促進 Ｄ
5 90 ノンフロン製品（業務用冷蔵・冷凍機器など）の普及促進 Ｄ
2 46 市民などとの協働による民有地緑化の推進 Ｄ
3 56 新築住宅への再生可能エネルギーの導入義務化の検討 Ｄ

先進的な
新規取組
の実施

ソフト

義務付け
など

類型

都市基盤
整備

ハード

既存
取組の拡充

（ウ）取組の性質別の進捗区分による進捗管理 

   取組には，その性質によって進捗しやすいもの，進捗しにくいものがあ

る。こうした取組の性質に着目し，進捗区分ごとに進捗度合を整理したも

のが次表である。なお，取組ごとの状況は「資料編」に掲げるとおりであ

る。 

計 A B C D Aの割合

都市基盤整備 14 7 6 1 50.0%
緑地保全 8 7 1 87.5%
公共施設への導入 6 5 1 83.3%

先進的な新規取組の実施 30 18 1 8 3 60.0%
既存取組の拡充 9 9 100.0%
普及啓発・環境教育 22 18 1 3 81.8%
助成・融資 8 8 100.0%
義務付けなど 11 6 3 2 54.5%

108 78 5 15 10 72.2%

ハード

ソフト

 

 

 

（参考）「企画構想段階」又は「着手前」の取組 

 

 

 

 

進捗区分 

A：実施済み又は本格実施中，B：実施前最終段階，C：企画構想段階，D：着手前 
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（エ）削減効果指標による進捗管理 

  削減効果指標から算定できる削減量は，表 8に示すとおりであり，合計

で 90.5 千トン－CO2となった。 

表 8 削減効果指標の推移と削減量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運輸 市内自家用車保有台数 万台 51.6 →
50.850.850.850.8
(51.2)

34.034.034.034.0
(19.3)

76.8 44.3%76.8 44.3%76.8 44.3%76.8 44.3%

運輸 自動車燃費【販売ベース】 km/L 16.9 →
18.718.718.718.7
(18.1)

5.35.35.35.3
(3.8)

258.3 2.1%258.3 2.1%258.3 2.1%258.3 2.1%

運輸
電気自動車及びプラグインハイ
ブリッド車の普及台数

台 8 →
130130130130
(43)

0.150.150.150.15
(0.05)

59.8 0.2%59.8 0.2%59.8 0.2%59.8 0.2%

39.539.539.539.5
(23.1)

394.8 10.0%394.8 10.0%394.8 10.0%394.8 10.0%

業務
CASBEE京都評価届出件数
【非住宅】

件 － → － － 2.7 －－ 2.7 －－ 2.7 －－ 2.7 －

産業
業務

地域産木質ペレット利用量 トン － →
80808080

(5.91)
0.100.100.100.10
(0.01)

4.4 2.3%4.4 2.3%4.4 2.3%4.4 2.3%

全部門 森林面積【天然生林＋育成林】 ha 29,100 →
30,01730,01730,01730,017
(29,640)

4.54.54.54.5
(2.7)

5.0 90.8%5.0 90.8%5.0 90.8%5.0 90.8%

業務
新規省エネ法基準達成建築物
数【非住宅】

件 － →
93939393
(86)

0.300.300.300.30
(0.30)

5.0 6.0%5.0 6.0%5.0 6.0%5.0 6.0%

4.94.94.94.9
(3.0)

17.1 28.9%17.1 28.9%17.1 28.9%17.1 28.9%

産業
家庭
業務

太陽光発電設備の発電出力 千kW 8.2 →
13.613.613.613.6
(10.0)

4.24.24.24.2
(2.9)

45.0 9.4%45.0 9.4%45.0 9.4%45.0 9.4%

全部門
その他再生可能エネルギーの
導入量

TJ 500 → － － 30.2 －－ 30.2 －－ 30.2 －－ 30.2 －

4.24.24.24.2
(2.9)

75.2 5.6%75.2 5.6%75.2 5.6%75.2 5.6%

家庭
高効率家電製品の普及台数
【エアコン，冷蔵庫】

万台 － → 11.1 0.01 107.0 －0.01 107.0 －0.01 107.0 －0.01 107.0 －

運輸 エコドライバーズ宣言者数 万人 1.3 →
7.17.17.17.1
(5.1)

14.014.014.014.0
(9.7)

47.5 29.5%47.5 29.5%47.5 29.5%47.5 29.5%

全部門
エコ学区における削減量測定の
予定世帯数

世帯 － → － － 0.3 －－ 0.3 －－ 0.3 －－ 0.3 －

家庭 長期優良住宅認定件数 件 － →
853853853853
(424)

0.260.260.260.26
(0.1)

6.8 3.8%6.8 3.8%6.8 3.8%6.8 3.8%

家庭
CASBEE京都評価届出件数
【住宅】

件 － → － － 0.5 －－ 0.5 －－ 0.5 －－ 0.5 －

家庭
新規省エネ法基準達成建築物
数【住宅】

件 － →
67676767
(11)

0.020.020.020.02
(0)

3.7 0.5%3.7 0.5%3.7 0.5%3.7 0.5%

14.314.314.314.3
(9.8)

165.8 8.6%165.8 8.6%165.8 8.6%165.8 8.6%

産業 万トンCO２ 53.2 →
51.251.251.251.2
(48.0)

20.120.120.120.1
(51.7)

53.2 37.8%53.2 37.8%53.2 37.8%53.2 37.8%

業務 万トンCO2 100.3 →
101.5101.5101.5101.5
(98.8)

-12.3-12.3-12.3-12.3
(14.8)(14.8)(14.8)(14.8)

100.3 -12.3%100.3 -12.3%100.3 -12.3%100.3 -12.3%

家庭
業務

高効率給湯機器の普及台数 万台 3.8 → 4.8 0.43 48.6 0.9%0.43 48.6 0.9%0.43 48.6 0.9%0.43 48.6 0.9%

全部門 クレジット化された削減量 万トンCO2 － → － － 10.0 －－ 10.0 －－ 10.0 －－ 10.0 －
8.28.28.28.2

(66.5)
212.1 3.9%212.1 3.9%212.1 3.9%212.1 3.9%

廃棄物
市処理施設における
廃プラスチックの受入量

万トン
（ごみ量）

5.3 →
4.64.64.64.6
(4.7)

19.319.319.319.3
(14.6)

72.2 26.8%72.2 26.8%72.2 26.8%72.2 26.8%

19.319.319.319.3
(14.6)

72.2 26.8%72.2 26.8%72.2 26.8%72.2 26.8%

合計合計合計合計
90.590.590.590.5

(120.0)
937.2 9.7%937.2 9.7%937.2 9.7%937.2 9.7%

１．歩くまち ・・・ 人と公共交通優先の歩いて楽しいまち
２．木の文化 ・・・ 森を再生し「木の文化」を大切にするまち
３．エネルギー ・・・ エネルギー創出・地域循環のまち
４．ライフスタイル ・・・ 環境にやさしいライフスタイル
５．経済活動 ・・・ 環境にやさしい経済活動
６．ごみ ・・・ ごみの減量

社会像 部門 削減効果指標
削減量削減量削減量削減量

（（（（千千千千トンCOトンCOトンCOトンCO2222））））

削減見込量削減見込量削減見込量削減見込量

（（（（千千千千トンCOトンCOトンCOトンCO2222））））
進捗割合進捗割合進捗割合進捗割合

単位
2008(平成20)年度

基準値
→

2010（平成22）年度実績値
(前年度実績値）

 １．歩くまち

合計

 ２．木の文化

合計

 ３．エネルギー

合計

 ４．ライフスタイル

合計

 ５．経済活動

特定事業者制度報告書に
おける総排出量

合計

 ６．ごみ

合計
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（オ）予算額及び決算額による進捗管理 

   地球温暖化対策計画に掲げた取組に関する 2011（平成 23）年度の予算は，

総額 3,309 百万円あり，そのうち 1,073 百万円が国費である。また，2012

（平成 24）年度の予算は，4,707 百万円であり,そのうち約 855 百万円が国

費である。 

うちうちうちうち国費国費国費国費 うちうちうちうち国費国費国費国費

3,309.11 1,072.51 4,706.94 854.563,309.11 1,072.51 4,706.94 854.563,309.11 1,072.51 4,706.94 854.563,309.11 1,072.51 4,706.94 854.56

2012（2012（2012（2012（平成24平成24平成24平成24））））年度年度年度年度

（百万円）

2011（2011（2011（2011（平成23平成23平成23平成23））））年度年度年度年度

 

 ※ 合計は，再掲取組など予算の重複があるため合わない場合がある。 

※ 本計画における予算の把握は，その事業のみ（さらには事業の中でも地

球温暖化対策に関する取組のみ）で行われるのが理想であるが，同一の予

算の枠組内で複数の取組を予定しているものもあり，事業別に算定できな

い例がある。その場合，予算枠組の総額を把握することとした。 

※ 本計画の初年度に当たる 2011（平成 23）年度の取組に係る決算は，2013

（平成 25）年度に行われるため，記載していない。 
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2 2011（平成 23）年度の主な地球温暖化対策について 

(1) 社会像ごとの主な取組 

社会像１ 人と公共交通優先の歩いて楽しいまち 

① 既存公共交通の利便性向上 

■駅等のバリアフリー化の推進  

高齢者や障害のある方をはじめ，すべての人が安心・安全で円滑に移動で

きるまちづくりを実現するため，交通バリアフリー化を推進している。 

   平成 24 年 3 月には，交通バリアフリーの更なる推進を図るため，平成 32

年度を目標年次とする「「歩くまち・京都」交通バリアフリー全体構想」を策

定した。平成 24 年度は，この構想に基づき，太秦地区及び大宮地区の，地区

内のバリアフリー化に関する基本方針やバリアフリー化を図る施設及び経路

の事業実施概要を定めた「移動等円滑化基本構想」を策定する。 

   ■パークアンドライドの広域展開と観光地交通対策の実施                      

近隣自治体，駐車場事業者，民間企業等との連携の下，マイカーから公共

交通に乗り換えて目的地まで移動する取組であるパークアンドライドを通年

で実施している。また，春秋の観光シーズンには，観光地周辺の渋滞緩和と

公共交通の利用促進を図っており，平成 24 年秋の紅葉のシーズンには，阪神

高速道路鴨川西出入口と上鳥羽出入口に通年型「パークアンドライド駐車場」

を開設したのをはじめ，これまでで最大規模となる 47 駐車場 5,683 台の駐車

スペースを提供する広域的なパークアンドライドを実施している。 

② 歩行者優先のまちづくり 

■四条通の歩道拡幅と公共交通優先化                    

暮らす人も，訪れる人も「京都に住んでいてよかった」，「京都に来てよか

った」と誰もが“歩(ほ)・歩(ほ)・笑(え)み”を浮かべるまち京都であり続

けるため，人と公共交通優先の「歩いて楽しいまちづくり」を推進している。 

こうしたまちづくりの象徴的事業である四条通（烏丸通～川端通までの区

間）の整備については，公共交通が優先して走れる道路とするとともに，歩

道を拡幅する計画を進めている。 
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平成 24 年 1 月には,学識経験者や市会議員，関係行政機関などで構成され

た京都市都市計画審議会での承認を得て，四条通の整備を都市計画決定した。

今後，四条通の詳細な設計等を実施したうえで，工事に着手する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 東大路通の自動車抑制と歩道拡幅                            

東大路通（東山三条～東福寺）において，歩行者が安心・安全で快適に歩

くことのできる空間を創出するため，「『歩いて楽しい東大路』歩行空間創出

事業」を進めている。平成 22 年 7 月に「歩いて楽しい東大路をつくる会」を

開催してから議論，検討を重ね，平成 24 年 8 月に，「歩いて楽しい東大路」

の実現に向けた課題解決のための考え方や整備の基本方針等を定めた「東大

路通整備構想」を策定している。 

現在の道路幅員の中で，歩行者が安心・安全，そして快適に通行すること

のできる空間の確保を最優先にして，車線数の減少等も含めた道路空間の再

構成を検討し，「環境」，「景観」，「地域コミュニティ」，「観光振興」等の視点

からも「歩いて楽しい東大路」を目指すことを基本方針としている。 

③ 歩いて楽しい暮らしを大切にするライフスタイルへの転換 

■「スローライフ京都」大作戦(プロジェクト)の推進                     

アンケートやマップなど双方向型のコミュニケーションツールを活用する

ことにより，一人ひとりがクルマを重視したまちと暮らしから，歩くことを

＜＜＜＜都市計画決定都市計画決定都市計画決定都市計画決定（（（（平成平成平成平成 24年年年年 1月月月月 27日日日日））））のののの主主主主なななな内容内容内容内容＞＞＞＞ 
○ 区域：四条烏丸～四条川端約1,120ｍ 
○ 車線の数：2車線 ※ 現在の４車線から車線を減少させ歩道を拡幅する。 
○ 道路幅員：22ｍ ※ 現在の車道幅は 15ｍ，歩道幅は 7ｍ（片側 3.5ｍ） 

＜＜＜＜整備整備整備整備のののの目的目的目的目的＞ ＞ ＞ ＞ 
○ 歩道拡幅により，安心・安全な歩行空間を確保し，バスを待つ空間を拡大する。 
○ バスの乗降をしやすく，バスと鉄道の乗継を便利にする。 
○ 公共交通の利便性を高め，都心の商業施設等へ行きやすくし，まちの賑わいの創出を図る。 
＜＜＜＜整備内容整備内容整備内容整備内容＞ ＞ ＞ ＞ 
○ バス停：分散しているバス停を西行き，東行きとも四条河原町と四条高倉にまとめます。複数
台が同時に停車できる長さで，歩道から張り出したテラス型とする。 

○ 駐停車スペース：タクシー利用者の乗 
降や荷物の積卸ができるスペースを設けま 
す。 
○ 歩道拡幅：現在の片側 3.5ｍの歩道を， 
5.25ｍ（1.75ｍ増）に拡幅することを基本 
とする。 
 ※ 歩道幅は，バス停部や交差点付近 

など，必要に応じて増減する。 
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中心としたまちと暮らしに転換するための施策として，全国で初めて，大規

模なモビリティ･マネジメントを体系的に実施する，「スローライフ京都」大

作戦(プロジェクト)を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ エコカーへの転換 

走行時に二酸化炭素を排出しない環境にやさしい電気自動車の普及促進を

目指し，様々な取組を行っている。 

◆ 事業者向け EV＆エコドライブ試乗会を実施 

平成 24 年 2 月 23 日，京都三菱自動車販売㈱特設会場で，京都に事業所を

構える事業者の皆様に，市販されている主な電気自動車を試乗体験していた

だいた。あわせて，エコドライブのアドバイス等ができるスマートフォン用

アプリの体験等をしていただいた。 

◆ 「歩くまち・京都」をデザインした軽商業電気自動車の登場 

   平成 24 年 2 月 25 日から，ヤマト運輸㈱の EV 軽商業電気自動車 15 台（さ

らに 13 台追加）が，京都のまちなかの集配業務に導入されている。 

◆ 京都 EV エコドライブラリーの実施 

平成 24 年 3 月，京都府と共同して，京都 EV エコドライブラリー実行委員

会のもと，京都 EV エコドライブラリーを開催した。電気自動車 20 台が京都

府庁を出発して観光スポットを巡り，ゴールの京都市役所を目指した。電費

順による点数に観光スポットでの点数を加えた総合得点で競った。 

「「「「スローライフスローライフスローライフスローライフ京都京都京都京都」」」」大作戦大作戦大作戦大作戦
プロジェクト

 平成 23 年度 平成 23 年度 平成 23 年度 平成 23 年度のののの主主主主なななな実施内容 実施内容 実施内容 実施内容     
１ １ １ １ 市民市民市民市民しんぶんしんぶんしんぶんしんぶん（（（（市内約 61 万世帯市内約 61 万世帯市内約 61 万世帯市内約 61 万世帯にににに配布配布配布配布））））へのへのへのへの掲載 掲載 掲載 掲載 

12 月 1日号，8 月 15日号     
２ アンケートを２ アンケートを２ アンケートを２ アンケートを活用活用活用活用したしたしたした情報提供          情報提供          情報提供          情報提供          

   「スローライフ京都」大作戦
プロジェクト

アンケート（対象数：20,135 人） 
3 ＫＢＳ3 ＫＢＳ3 ＫＢＳ3 ＫＢＳ京都京都京都京都ラジオをラジオをラジオをラジオを活用活用活用活用したしたしたした情報発信    情報発信    情報発信    情報発信     

「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」番組内に「歩くまち・京都タイム」コーナーを設置し，
全 13 週 65 回放送（9月 5日～12月 2日，月曜～金曜） 

４ ４ ４ ４ 環境副読本(中学生用及環境副読本(中学生用及環境副読本(中学生用及環境副読本(中学生用及びびびび小学 5年生用)小学 5年生用)小学 5年生用)小学 5年生用)にににに動機付動機付動機付動機付けけけけ情報情報情報情報をををを記載記載記載記載しししし，，，，学校教育学校教育学校教育学校教育でででで活用 活用 活用 活用  
 ・中学生用 約 11,000 人／年 
・小学５年生用 約 12,000 人／年 

５ ５ ５ ５ 子子子子どもどもどもども版環境家計簿版環境家計簿版環境家計簿版環境家計簿をををを活用活用活用活用したしたしたした憲章憲章憲章憲章のののの普及啓発 普及啓発 普及啓発 普及啓発 
６ ６ ６ ６ 敬老乗車証交付手続時敬老乗車証交付手続時敬老乗車証交付手続時敬老乗車証交付手続時におけるにおけるにおけるにおける情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 
７ ７ ７ ７ 自動車運転免許更新者自動車運転免許更新者自動車運転免許更新者自動車運転免許更新者へへへへ講習受講時講習受講時講習受講時講習受講時におけるにおけるにおけるにおける情報提供 情報提供 情報提供 情報提供 
８ ８ ８ ８ 「「「「公共交通公共交通公共交通公共交通でまわるでまわるでまわるでまわる京都観光京都観光京都観光京都観光マップマップマップマップ」」」」のののの配布 配布 配布 配布 
９ ９ ９ ９ 地域地域地域地域やややや大学大学大学大学，，，，企業等企業等企業等企業等とととと連携連携連携連携したモビリティ・マネジメントのしたモビリティ・マネジメントのしたモビリティ・マネジメントのしたモビリティ・マネジメントの実施 実施 実施 実施 
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社会像２ 森を再生し「木の文化」を大切にするまち 

① 地域産木材の活用 

■ 特定建築物への地域産木材の利用義務化            

   建築物において地域産木材の利用を促進することは，木材の需要を喚起し，

二酸化炭素の吸収などの効用をもたらす森林の保全，整備につながる。 

そこで，平成 24 年 4 月から，「京都市地球温暖化対策条例」に基づき，特

定建築物（床面積の合計が 2,000 ㎡以上の新築又は増築建築物）の建築主に

対して，その特定建築物に，京都市域産材である「みやこ杣(そま)木(ぎ)」

及び「みやこ杣(そま)木(ぎ)製品」，又は京都府内産木材であるウッドマイレ

ージ CO2 認証木材などの地域産木材を一定量以上利用することを義務付けて

いる。 

   ■  木質ペレットの利用促進                    

間伐材などから生産される木質ペレットのエネルギー利用促進は，二酸化

炭素の吸収などの効用をもたらす森林の保全，整備につながる。そこで，木

質ペレット利用を促進するため，木質ペレットボイラーやストーブの導入助

成を行っている。平成 23 年度には，ボイラー2 台，ストーブ 43 台の導入に

対して助成を行いました。また，開発野菜種子配布センターに木質ペレット

ボイラーを導入するなど，公共施設への率先導入も進めている。 

②  森林の適切な保全 

■ 三山森林景観保全・再生ガイドラインの推進                

市街地を取り囲む三方の山々の美しい景観を守り続けるため，平成 23 年 5

月に，その指針となる「三山森林景観保全・再生ガイドライン」を策定した。

同年 11 月には，三山の現状と課題，森林が持つ価値，森林景観の保全・再生

のための基本的な考え方などを，多くの方々に知っていただき，協働による

森林景観づくりを推進していくため，シンポジウム「三山におけるこれから

の森林景観づくり」を開催した。 

   平成 24 年度は，同ガイドラインの基本方針の一つである，「協働による森

林景観づくり」を推進するための具体的な取組として，小倉山周辺で自主的
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な森林保全活動に取り組んでおられる地域組織や地元の寺院等の方々と意見

交換会を開催し，小倉山の森林再生事業に着手した。 

③ 水と緑と風を生かしたまちづくり 

■ 市街地の緑化                        

   屋上緑化・壁面緑化や樹木植栽は，建築物の省エネや二酸化炭素吸収源確

保につながる。そこで，次のような取組を進めている。 

◆ 特定緑化建築物への緑化の義務化 

平成 24 年 4 月から，「京都市地球温暖化対策条例」に基づき，緑化重点地

区内で敷地面積が 1,000 ㎡以上の新築又は改築を行う建築主に対して，その

建築物及びその敷地への，一定面積以上の緑化施設の設置を義務付けている。 

◆ 京(みやこ)のまちなか緑化助成事業 

   市民や事業者の皆様が建築物の屋上・壁面や，庭・駐車場等の道路に面す

る敷地において，新たに緑化を行う際の整備費用などに対して助成を行って

いる。平成 23 年度は，屋上緑化 3 件，壁面緑化 2 件，地上緑化 16 件に助成

している。 

社会像３ エネルギー創出・地域循環のまち 

① 再生可能エネルギーの導入拡大 

■ 住宅用太陽エネルギー利用設備の導入に対する補助       

市民の皆様の太陽エネルギーの利用拡大を促進するため，平成 24 年度は，

住宅用の「太陽光発電システム」の設置について，前年度に比べて助成件数

を大幅に増やして実施している。また，太陽熱を集めて給湯や暖房のエネル

ギーに活用できる「太陽熱利用システム」や，蓄えた電気を夜間や非常時に

活用できる「蓄電システム」の設置助成も新たに開始している。 

■ 特定建築物への再生可能エネルギー利用設備設置の義務化                

   建築物への再生可能エネルギー利用設備の設置を促進することは，その建

築物における事業活動等に伴い使用されるエネルギーの低炭素化につながる。

そこで，平成 24 年 4 月から，「京都市地球温暖化対策条例」に基づき，特定

建築物（床面積の合計が 2,000 ㎡以上の新築又は増築建築物）の建築主に対
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して，その特定建築物又はその敷地に，一定量以上のエネルギーを利用する

ことができる再生可能エネルギー利用設備※の設置を義務付けている。 

※ 再生可能エネルギー利用設備とは，次の設備をいう。 

   ◆太陽光発電設備 ◆太陽熱利用設備 ◆バイオマス利用設備 

 ◆風力発電設備  ◆水力発電設備  ◆地熱発電設備 など 

■ 大規模太陽光（メガソーラー）発電所の誘致          

原子力発電に依存しない安心安全なエネルギー社会の早期実現に向け，再

生可能エネルギーの飛躍的な利用拡大を図るため，水垂埋立処分地への大規

模太陽光（メガソーラー）発電所の誘致を進めた。 

平成 24 年 3 月には，大規模太陽光（メガソーラー）発電所を設置する民間

事業者を選定し，「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する

特別措置法」の施行日である同年 7 月 1 日に，出力 2.1MW の大規模太陽光発

電所１基の運転を，同法施行後，全国で初めて開始し，さらに，同年 9 月 1

日から，同出力の大規模太陽光発電所１基が運転を開始している。 

これらによる発電力量は，2 基合計で，一般家庭約 1,000 世帯分の消費電

力量に相当する約 420 万 kWh／年となる見込みである。  

② 地域におけるエネルギーマネジメント（「スマートコミュニティの構築」 

平成 22 年度から，学識者・民間企業・研究機関・本市などにより構成される

「スマートシティ京都研究会」を設置し，「スマートコミュニティ」の構築のた

めに重要である 3 つの視点，①エネルギーの最適化（再生可能エネルギーの導

入とエネルギーの「見える化」），②交通の最適化，③エコ行動への転換，の実

現を目指し，次の 3地域を検討地域として調査・研究を行っている。 

◆  岡崎地域分科会 

多くの文化財や歴史的建造物，交流施設が集積した京都のシンボル的存在

であり年間 500 万人を超える人々の交流の場である岡崎地域において，京都

会館や京都市動物園などへの次世代エネルギー導入等による，魅力的な「文

化観光」エリア実現を検討している。 

◆ らくなん進都分科会 
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「南部創造」のまちづくりの先導地区として位置づけられている「らくな

ん進都」において，環境にやさしいバスの循環や高機能性化学研究開発拠点

の整備などによる，スマートコミュニティの構築を検討している。 

◆  職住共存地域分科会 

田の字地区などの都心部において，市街地におけるコミュニティを活用し

た「都心再生」をテーマとし，太陽光発電と燃料電池を活用したエネルギー

の融通や負荷低減等による，スマートコミュニティの構築を検討している。 

社会像４ 環境にやさしいライフスタイル 

① エコ生活の普及促進 

■ 京(みやこ)エコロジーセンターを中心とするエコ学習の展開と人材育成  

    京 (みやこ )エコロジーセンター（伏見区深草池ノ内 13， URL 

http://www.miyako-eco.jp）は，平成 9 年 12 月に開催された気候変動枠組条

約第 3 回締約国会議（COP3）を記念して，平成 14 年に設置された。開館以来

10 年にわたり，多くの市民の皆様に地球温暖化防止やごみ減量に取り組む，

環境学習と環境保全活動の拠点として活用されている。 

■ DO YOU KYOTO？デー（環境に良いことをする日）                    

   「DO YOU KYOTO？（環境にいいことをしていますか？）」を合言葉に，「京

都議定書」が発効した 2月 16 日を記念し，毎月 16 日を「DO YOU KYOTO?デー」

と定め，市民や事業者の皆様とともに環境にやさしい取組を実施している。 

◆ ライトダウン：登録 110 団体 ◆ 京灯ディナー：実施 25 店舗 

◆ ノーマイカーデー：登録 101 団体   【平成 24 年 10 月末現在】    

② コミュ二ティにおけるエコ活動の推進 

■ 低炭素のモデル地区「エコ学区」事業                     

家庭・地域からの二酸化炭素排出量の一層の削減を図るため，先進的な取

組を実践するモデルとなる学区を各区役所・支所に１学区ずつ選定し，２年

間にわたり省エネの推進，環境学習や地域実験に積極的に取り組んでいる。

平成 23 年度には次のような取組を進めた。 
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◆ くらしの匠とエコ・ライフコミュニティづくり事業 

家庭全体の電気消費量を「見える化」するため，参加される家庭に省エ

ネナビを設置し，環境ボランティアの指導のもとで，省エネ等に関して学

習し，意見交換会を開催している。（南区九条学区・西京区松尾学区） 

◆ うちエコ診断事業と省エネ学習会 

環境・エネルギーの専門家である「うちエコ診断員」が，事前のアンケ

ートをもとに各家庭の省エネを戸別診断し，各家庭の現状とライフスタイ

ルに応じた二酸化炭素の削減方法を提案している。（左京区松ヶ崎学区・中

京区朱雀第四学区・山科区・下京区有隣学区・伏見区下鳥羽学区） 

◆ 地域実験事業 

    無料衣服交換会の開催や間伐材を活用したエコ工作などの省エネ・省資

源やライフスタイルの転換につながる取組を，地域からの提案をもとに実

施し，二酸化炭素排出量の削減効果と課題を検証している。（北区紫竹学

区・上京区春日学区・東山区今熊野学区・右京区梅津学区・西京区境谷学

区・伏見区藤城学区・伏見区春日野学区） 

③ 環境に配慮した住宅の普及促進 

■ 既存住宅に対する省エネ改修の支援拡大の検討               

平成 23 年度から，住宅の省エネルギー性能を向上させる工事や効率性の高

い省エネ設備の設置などを行う皆様を対象とした「エコリフォーム融資」を

開始している。平成 24 年度からは，融資件数を拡大するとともに，融資限度

額の増額，融資利率の通年固定化及び対象使途の拡大を行っている。 

■ 住宅の省エネ改修に関する相談を行える環境の整備                    

住宅に関するあらゆる情報を市民の皆様に提供する「京都市すまい体験館」

（住所：南区東九条南烏丸町 35－6，URL http://www.kyoto-sumai.jp/）に

おける取組の 1 つとして，住宅の省エネ改修を含む様々な悩みに対して無料

でアドバイスを行う「すまいよろず相談」を行っている。特に専門的な知識

が必要な相談については，専門家が相談に応じる「専門相談（予約制）」を行

っている。 
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社会像 5 環境にやさしい経済活動 

① 環境産業の振興・育成 

■ 京都府・経済界との連携による「京都産業エコ・エネルギー推進機構」

の設立 

平成 24 年 7 月，京都産業育成コンソーシアム第 3 回ステアリングコミッテ

ィ（平成 24 年 5 月開催。構成 4 団体（府，市，京都商工会議所，京都工業会）

トップが出席）における協議を踏まえ，オール京都体制でエコ・エネルギー

産業の推進を図るプラットフォームとして「京都産業エコ・エネルギー推進

機構」（URL http://www.kyoto-eco.jp/）を設立した。 

② 企業における低炭素化の促進 

■ 事業者排出量削減計画書制度                 

平成 23 年度から，「京都市地球温暖化対策条例」に基づく，特定事業者（大

規模に温室効果ガスを排出する事業者）に対する義務制度を拡充している。   

同条例に基づく義務として特定事業者から提出された，温室効果ガス排出

量の削減措置や削減目標等を記載した排出量削減計画書及び削減実績をまと

めた排出量削減報告書を，本市が総合評価し，その結果を同計画書及び同報

告書と併せて公表する制度を実施している。また，環境マネジメントシステ

ムの導入などを新たに義務付けている。 

■ 中小事業者 ‐省エネ・節電‐ 総合サポート事業                    

   中小事業者の省エネ・節電を支援するため，次の 3事業で構成される「中

小事業者‐省エネ・節電‐総合サポート事業」を実施している。 

 
平成 24 年度事業概要 平成 24 年度事業概要 平成 24 年度事業概要 平成 24 年度事業概要 
【【【【省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・節電節電節電節電アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー】 】 】 】 
        中小事業者を対象に，省エネ・節電アドバイザーが事業所を訪問し，省エネ及び節電
の取組の「気づき」や「きっかけ」を与え，きめ細やかな支援を行う。 

【【【【省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・節電診断節電診断節電診断節電診断】 】 】 】 
        省エネ及び節電に関心を持ち，省エネ・節電設備の導入に意欲的な中小事業者に対し，
省エネ及び節電に関する専門家を派遣し，具体的なエネルギー使用状況などを調査・診
断し，改善に向けた対策の提案を行う。    

【【【【省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・節電設備導入補助節電設備導入補助節電設備導入補助節電設備導入補助】 】 】 】 
        省エネ・節電診断の提案に基づき，省エネ・節電設備を導入する中小事業者に対して，
その施工にかかる費用の 3分の 1（上限 150 万円）を補助する。    
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③ 環境価値の創出・循環 

■ DO YOU KYOTO？クレジット制度               

平成 23 年 8 月から，市内のイベント実施者や特定事業者のＣＯ２クレジッ

ト（排出権）購入資金が，中小事業者やコミュニティの二酸化炭素排出量削

減を促進するための奨励金に活用されるという，京都発「地産地消」モデル

「DO YOU KYOTO?クレジット制度」を運用している。約 160 トン分の二酸化炭

素削減が認証（同年度末現在）され，一部はカーボン・オフセットに活用さ

れている。 

社会像 6 ごみの減量 

① そもそもごみを出さない 

■ チェーンストアなどへの事業系廃棄物の減量計画書制度の対象拡大                    

本市では，従来から，事業者が排出するごみの減量を推進するため，「京都

市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例」に基づき，事業の用に供する

部分の床面積が 1,000 ㎡以上の大規模建築物の所有者に対して，毎年，事業

ごみの減量の方策等に関する減量計画書の提出を義務付けている。 

   これに加え，平成 23 年 4 月には，同条例を改正し，事業ごみの組成割合が

高い食品廃棄物を多く取り扱うチェーンストア等の食品関連事業者の中で，

市内にある店舗その他の事業所の床面積の合計が 3,000 ㎡以上の事業者にも

減量計画書を提出いただくよう制度を拡大した。 

     対象の事業者に対しては，本市職員が対象事業者の本部等を訪問し，事業

ごみの減量及び分別・再資源化等に関する指導や助言を行っている。 

■ KYOTO エコマネー                    

   市民の皆様一人ひとりのごみ減量に対する関心を高め，使い捨てが当たり

前の生活から「ものを大切にする」ライフスタイルへの転換を図るため，「ご

みを減らす行動」をしていただくと，地域通貨として「エコマネー」を提供

する仕組み「KYOTO エコマネー」という仕組みを設けている。 

平成 23 年度は，参加店舗においてマイボトルで飲み物を購入すると 1 ポイ

ントのエコマネーがもらえる取組を行い，平成 24 年度は，マイボトルでの取
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組に加え，参加店舗にリユース（再使用）できる衣料品を 1kg の持ち込むと

1 ポイントのエコマネーがもらえる取組を実施した。 

② ごみは資源，可能な限りリサイクル 

■ 移動式資源回収モデル事業の実施                 

   ごみのリサイクルをより一層進めるため，公共施設等で古紙，古着などの

資源物の拠点回収を行っている。これに加え，平成 23 年度から新たに，市民

の皆様から「出し方に困る」との意見のある塗料・溶剤，薬品類などのごみ

と，従来から回収している資源物を，日ごとに場所を変えて回収する「移 

動式資源回収モデル事業」を実施している。 

回 収 品 目   全23品目 

移動式資源回収移動式資源回収移動式資源回収移動式資源回収モデルモデルモデルモデル限定品目限定品目限定品目限定品目    拠点等で資源回収中の品目 

(1) (1) (1) (1) 石油類石油類石油類石油類    
(2) (2) (2) (2) 医薬品医薬品医薬品医薬品・・・・農薬農薬農薬農薬    
(3) (3) (3) (3) 化学薬品化学薬品化学薬品化学薬品・・・・塗料塗料塗料塗料・ワックス・・ワックス・・ワックス・・ワックス・絵絵絵絵のののの具具具具    
(4) (4) (4) (4) 洗浄剤洗浄剤洗浄剤洗浄剤    
(5) (5) (5) (5) 中身中身中身中身のののの入入入入ったカセットボンベ・スプレーったカセットボンベ・スプレーったカセットボンベ・スプレーったカセットボンベ・スプレー缶缶缶缶    
(6) (6) (6) (6) せんせんせんせん定枝定枝定枝定枝    
(7) (7) (7) (7) 陶磁器製陶磁器製陶磁器製陶磁器製のののの食器食器食器食器    

(8)  てんぷら油  (16) ボタン電池 
(9)  蛍光管    (17) 充電式電池 
(10) 乾電池    (18) 小型家電 
(11) リユースびん (19) 記憶媒体類 
(12) 紙パック     (20) 刃物類 
(13) 古紙類       (21) インクカートリッジ 
(14) 雑紙         (22) 水銀体温計・水銀血圧計 
(15) 古着類       (23) 使い捨てライター 

■ イベント等のエコ化の推進        

多くの人が集まるイベントは，まちに活気をもたらす大切なものである一方

で，ごみの大量発生など，環境に大きな負荷を与える。そこで，イベントから

出るごみの中で，その大半を占める屋台や飲食ブースから出る紙コップや紙皿

の使い捨て容器を削減するため，洗って繰り返し使うことのできる「リユース

食器」の導入を進めている。 

この取組の 1 つとして，イベント会場にリユース食器を持ち込み，実際に来

場者や出店者に使ってもらう「お試しキャラバン」を展開し，リユース食器の

効果や魅力を PR している。平成 23 年度には次のイベントで実施した。 

 ◆ 京都特 B 級グルメフェスティバル 

日程： 11 月 5 日（土）～6日（日） 

会場： 岡崎都市公園 

主催： 京都特 B 級グルメフェスティバル実行委員会 

リユース食器使用数 ： 約 1 万 4 千枚・個 

◆ 京都市中央卸売市場第一市場「鍋まつり」 

日程： 11 月 23 日（祝） 

会場： 京都市中央卸売市場第一市場 
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主催： 京都市中央卸売市場協会，京都市 

リユース食器使用数 ： 約 3 万 3 千枚・個 

(2) 国際的な取組 

 ① ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 

平成 21 年から「京都議定書」が採択された国立京都国際会館において，

地球環境の保全に著しく貢献した方を顕彰し，その功績を永く後世にた

たえている。京都議定書発効の日である 2 月 16 日前後に，殿堂入り者の

表彰式を実施している。 

   【殿堂入り者】 

第１回 

平成21年 

グロ・ハルレム・ブルントラント 氏 （1939 年生）ノルウェー 

真鍋 淑郎 氏 （1931 年生）アメリカ 

ワンガリ・マータイ 氏 （1940 年生）ケニヤ 

第２回 

平成22年 

エリノア・オストロム 氏 （1933 年生）アメリカ 

シグミ・シンゲ・ワンチュク 陛下 （1955 年生）ブータン 

原田 正純 氏 （1934 年生）日本 

第３回 

平成23年 

クラウス・テプファー 氏 （1938 年生）ドイツ 

レスター・Ｒ・ブラウン 氏 （1934 年生）アメリカ 

   

② ＩＣＬＥＩ(イクレイ)※との連携 

京都市では，「京都議定書」誕生の地としての誇りと責任のもと，ＩＣ

ＬＥＩと連携して本市の取組を世界に発信している。平成 23 年度には，

世界の自治体が協力して取り組む地球温暖化対策の報告書である

「carbonn(カーボン) 都市気候レジストリ年間報告書 2011」に京都市の取

組成果が掲載され，同報告書は，気候変動枠組条約第 17 回締約国会議に

提出されている。平成 24 年 2 月からは，東アジア地域理事会の日本代表

の理事を務め，「リオ＋２０」（同年 6 月開催）関連事業等において本市の

取組を発表している。 
※ 持続可能性をめざす自治体協議会。持続可能な開発を公約した自治体で構

成された国際連合組織で，2012 年 9 月現在，世界 83 カ国から 1,000 を超える

さまざまな規模の自治体が参加している。 
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3  率先的取組の推進（京都市役所 CO2削減率先実行計画の取組状況） 

本市は，市内において最も温室効果ガス排出量が多い特定事業者として，

京都市役所の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減を図るため，「京都市

役所 CO2 削減率先実行計画」に基づき取組を進めている。 

 

計画期間 平成 23 年度～平成 32 年度 

削減目標 温室効果ガス排出量を平成 16 年度比 25％削減 

削減目標を設

定する事務事

業の区分 

事務系 事業系，市民サービス系に属さない，その他全ての事務事業 

事業系 廃棄物処理事業，市場運営事業，上下水道事業 

市民サービス系 
交通事業，文教施設，学校・園，運動・公園等施設，福祉施設， 

保健衛生施設など 

（1）平成 23 年度における京都市役所からの温室効果ガス総排出量 

平成 23 年度における京都市役所からの温室効果ガス総排出量は，418,563

トンで，基準年度に比べて 88,314 トン（17.4%）減少している。 

また，前年度に比べて 14,107 トン（3.3%）減少している。 

 

 

基準年度 前年度 目標年度

基準年度比較 前年度比較

▲88,314 ▲14,107 377,018

▲17.4% ▲3.3% ▲25.6%

▲88,262 ▲11,465 400,110

▲16.8% ▲2.6% ▲23.8%

▲2,016 ▲1,174 15,989

▲10.9% ▲6.7% ▲13.5%

▲86,038 ▲6,733 253,064

▲23.3% ▲2.3% ▲31.6%

▲208 ▲3,558 131,057

▲0.2% ▲2.5% ▲4.0%

52 2,642 23,092

0.3% 17.3% 129.1%

52 2,642 21,344

0.3% 17.3% 119.3%

1,748

―
― ―

ごみ発電 17,892 15,302 17,944

バイオガス発電 ― ― ―

市民サービス系 136,473 139,823 136,265

削減効果量 17,892 15,302 17,944

事務系 18,479 17,637 16,463

事業系 369,817 290,512 283,779

総排出量
（削減効果量差引後） 506,877 432,670 418,563

部門別排出量計
（削減効果量差引前）

524,769 447,972 436,507

　

年度
当年度

平成16年度 平成22年度 平成23年度 平成32年度

 

 

 

表 9 温室効果ガスの総排出量及び部門別排出量 （単位：トン‐CO2） 

京都市役所 CO2削減率先実行計画の概要 
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（2）部門別排出量 

部門別排出量について，事務系部門はエネルギーの種類別に区分し，事業

系及び市民サービス系部門は，事務事業を分野ごとに区分し，取り組んでい

る。各部門の排出量は次のとおり。 

ア 事務系部門 

平成 23 年度における事務系部門からの温室効果ガス排出量は， 

16,463 トンであり，基準年度に比べて 2,016 トン（10.9%）減少，前年度に

比べて 1,174 トン（6.7%）減少した。 

＜基準年度からの主な減少要因＞ 

環境マネジメントシステムの認証取得・運用等の省エネ・省資源の取組推進  

＜前年度からの主な減少要因＞ 

平成 23 年度からの夏季及び冬季の「オール市役所で率先実行する節電対

策」（以下，「節電対策」という。）等の実施 

 

 

基準年度 前年度 目標年度

基準年度比較 前年度比較

▲2,016 ▲1,174 15,989

▲10.9% ▲6.7% ▲13.5%

▲2,098 ▲1,264 13,940

▲12.8% ▲8.2% ▲14.6%

82 90 2,049

3.8% 4.2% ▲4.6%

施設の利用 16,332 15,498 14,234

自動車等の走行 2,147 2,139 2,229

年度
当年度

平成16年度 平成22年度 平成23年度

合計排出量 18,479 17,637 16,463

平成32年度

 

 

イ 事業系部門 

平成 23 年度における事業系部門からの温室効果ガス排出量は， 

283,779 トンであり，基準年度に比べて 86,038 トン（23.3%）減少，前年度

に比べて 6,733 トン（2.3%）減少した。 

＜基準年度からの主な減少要因＞ 

クリーンセンターで焼却するごみ量及びこれに含まれるプラスチック量の減少

（家庭ごみ有料指定袋制の導入，プラスチック製容器包装の分別収集全

市拡大及び業者収集ごみ透明袋制の導入等による。） 

＜前年度からの主な減少要因＞ 

節電対策等の実施 

（単位：トン‐CO2） 表 10 事務系部門からの温室効果ガス排出量 
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ウ 市民サービス系部門 

平成 23 年度における市民サービス系部門からの温室効果ガス排出量は，

136,265 トンであり，基準年度に比べて 208 トン（0.2％）減少， 

  前年度に比べて 3,558 トン（2.5%）減少した。 

＜前年度からの主な減少要因＞ 

節電対策等の実施 

 
 
 

基準年度 前年度 目標年度

基準年度比較 前年度比較

▲208 ▲3,558 131,057

▲0.2% ▲2.5% ▲4.0%

1,887 ▲1,636 71,168

2.7% ▲2.2% 0.7%

2,219 ▲769 19,813

11.5% ▲3.5% 2.9%

▲604 ▲704 13,508

▲4.0% ▲4.7% ▲9.8%

278 ▲120 9,467

2.9% ▲1.2% ▲2.4%

▲3,211 ▲224 13,680

▲18.4% ▲1.6% ▲21.5%

▲777 ▲105 3,421

▲17.4% ▲2.8% ▲23.2%
保健衛生施設 4,456 3,784 3,679

運動・公園等施設 9,703 10,101 9,981

福祉施設 17,425 14,438 14,214

19,261 22,249 21,480

文教施設 14,981 15,081 14,377

合計排出量 136,473 139,823 136,265

交通事業 70,647 74,170 72,534

学校・幼稚園

年度
当年度

平成16年度 平成22年度 平成23年度 平成32年度

 

 

 

 

（単位：トン‐CO2） 表 11 事業系部門からの温室効果ガス排出量 

（単位：トン‐CO2） 表 12 市民サービス系部門からの温室効果ガス排出量 

基準年度 前年度 目標年度

基準年度比較 前年度比較

▲86,038 ▲6,733 253,064

▲23.3% ▲2.3% ▲31.6%

▲67,613 ▲2,840 132,560

▲29.0% ▲1.7% ▲43.2%

▲385 ▲110 7,739

▲4.4% ▲1.3% ▲12.4%

▲18,040 ▲3,783 112,765

▲14.1% ▲3.3% ▲11.6%

8,836 8,561 8,451

上下水道事業 127,622 113,365 109,582

合計排出量 369,817 290,512 283,779

廃棄物処理事業 233,359 168,586 165,746

市場運営事業

年度
当年度

平成16年度 平成22年度 平成23年度 平成32年度
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（3）京都市役所 CO2削減率先実行計画の取組状況 

計画においては，「全部門に係る取組」，「事務系部門の取組」，「事業系部門

の取組」，「市民サービス系部門の取組」にわけて，取り組む具体的事項を掲

げている。 

ア 全部門に係る取組 

 平成 23 年度における全部門に係る取組については，市役所本庁舎への

省エネナビの導入や，LED 照明への更新等を行った。また，「京都市役

所グリーン調達推進方針」を改正した。 

 一方で，エネルギー使用の合理化の推進については，今後，早期に標

準マニュアル策定を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 事務系部門の取組 

 平成 23 年度における事務系部門の取組については，夏季及び冬季の節電

対策を節電要請期間以外も継続して実施したほか，一部の道路照明灯をセ

ラミックメタルハライドランプとし，省エネ化に努めた。  

 

 

 

 
 

平成23年度実施状況

ア エネルギー使用の合理化の推進 エネルギー管理の標準マニュアル策定の検討

イ
執務室単位での電力の見える化
の推進

省エネナビを平成23年9月に10所属に導入

ウ
環境マネジメントシステムの
推進及び導入

環境マネジメントシステム導入済施設において，推進

エ グリーン購入の推進 平成24年3月「京都市役所グリーン調達推進方針」の改正

オ 環境配慮契約の推進
環境配慮契約に基づく電力入札（契約課担当：266施設）
の実施

カ
「DO YOU KYOTO？デー」等に
おける取組の推進

庁内放送等による呼びかけの継続実施

キ
庁舎照明のLED照明など
高効率照明への更新

市本庁舎廊下（2階～4階）の一部ＬＥＤ照明への更新

ク 公用車へのエコカー導入
京都市公用車購入等に係る車種選定要綱に基づき，
エコカー導入の促進

ケ エコドライブの実践
京都市自動車環境対策計画に基づき実施
（エコドライブ推進事業所登録数　6事業所（平成23年度末）

コ イベントのエコ化の推進
平成23年度 京都市認定エコイベント登録件数84イベント（うち市主催イベント
24）

サ 環境にやさしい公共建築物の整備
左京総合庁舎等の9施設に太陽光発電設置，木質ペレットボイラー・ストーブを4
施設に設置

シ 公共事業における環境への配慮
京都市公共事業コスト構造改善プログラム（H20.6)に基づき，施策を継続実施
中

取組

表 13 全部門に係る取組の進捗状況 

表 14 事務系部門の進捗状況 

平成23年度実施状況

ア
施設の利用に伴うエネルギー
使用削減

節電取組を年間を通じて実施

イ
通勤や出張等に係る自動車等の
走行によるエネルギー使用削減

「DO YOU KYOTO?デー」等における呼びかけの実施

ウ 道路照明灯の省エネ化
水銀灯の更新・新設分，合わせて260灯について，セラミックメタルハライドラン
プで設置

取組

60



 

ウ 事業系部門の取組 

平成 23 年度における事業系部門の取組については，ごみの減量・リサイ

クルの推進や市場におけるエネルギー使用量削減の啓発活動の実施，上下

水道事業における設備の更新，運転の効率化，下水汚泥の有効利用等の取

組を行った。 

また，メガソーラー発電設備の導入の検討も行った。 

 

平成23年度実施状況

ア

（ア）
京都市循環型社会推進基本計画（2009－2020）を平成22年3月に策定し，
様々な取組を実施
平成23年度ごみの市受入量：48.9万トン

（イ） ・発注仕様書作成に向けた調査，検討

（ウ）
・平成９年から，バイオディーゼル燃料化事業を開始
・H23年度製造量：1,300,686リットル
・現在は，ごみ収集車137台及び市バス93台で利用

（エ） ・実証実験のプラント建設工事及び試運転

（オ）
平成24年6月より，生ごみを多く排出する事業所における発生場所での小規
模バイオガス化技術の実証，実用化に向けた事業化可能性調査を開始

（カ） 条例制定及びガイドライン策定について検討中

（キ） ・センター改修基本設計・実施設計

イ
（ア） 中央卸売市場第一市場

○ 省エネルギーに配慮した構造・機器の導入 雨水タンクの設置（水産加工配送センター：平成23年4月～）

○
京の食文化普及啓発施設（京の食文化ミュー
ジアム・あじわい館）における地域産木材の使
用

（平成24年12月に開館）

○ 啓発活動の実施 ポスター掲示による節電取組の呼びかけの継続実施
（イ）

○ 省エネルギーの推進 大面積の懸肉室において，業務終了直後に空調を停止し，省エネを推進
○ リサイクルの推進 廃棄物の分別収集を徹底し，リサイクルを推進
○ 啓発活動の実施 市，関係団体による節水・節電対策会議等で啓発活動を実施

ウ
（ア）

○ 新規施設の建設及び更新における対策の推進

送水ポンプ更新時の容量見直し
洛西中継ポンプ場の送水ポンプについて，現状の水需要に見合った水量で容
量を計算するとともに，最適な運転パターンも含めて検討し，更新

新山科浄水場脱水機設備の休止
石田水環境保全センターへの汚泥圧送設備を設計中。また，専用汚泥圧送管
を施工中

給水区域再編に伴う施設規模適正化によるエ
ネルギー使用量減少

平成24年2月から平成25年6月にかけて給水区域切替作業を実施。平成24年
3月末現在，全22回の作業のうち，2回を実施済み

設備更新時における高効率機器の積極的な採
用

洛西中継ポンプ場の電気設備類について，高効率機器を選定し，更新

メガソーラー発電導入の取組 新山科及び松ケ崎浄水場への太陽光発電設備の導入可能性を検討
○ 既存施設における対策の推進

再生可能エネルギー（浄水場の太陽光発電）
の活用継続

市内3浄水場において，出力約20kWの太陽光発電設備を継続運用

設備運転方法の効率化 送水ポンプの運転パターンの見直し，送水圧力の見直し等の実施
（イ）

○ 新規施設の建設及び更新における対策の推進

エネルギー効率の高い機器の採用

合成樹脂製汚泥かき寄せ機（8基），インレットベーン式ブロア（3台），超微細
気泡散気装置（2池），高効率撹拌機（12台）運用開始
合成樹脂製汚泥かき寄せ機（2基），高効率撹拌機（4台），高効率脱水機（3
基），高効率濃縮機（2基）導入に向けた工事実施

ポンプ用電動機等のインバータ制御化 返送汚泥ポンプのインバータ制御化（4台）。
メガソーラー発電導入の取組 鳥羽水環境保全センターへの導入に向けて実施設計を開始

○ 既存施設における対策の推進
汚泥集約化に伴う稼動施設の変更 汚泥集約化に伴う稼働施設の変更工事を実施
下水汚泥（バイオガス）の有効利用 消化ガスを汚泥焼却炉及びボイラに使用（約230万Nm3/年間）
焼却設備の運転計画見直し 流動焼却炉の高温焼却継続運用によるＮ2Ｏ削減
ブロア制御方式の見直しによる効率的な制御 各施設の特性に応じた，効率的な適正運転の実施
照明の消灯，照明器具のセンサー化，タイマー
制御化への改良

老朽化に伴う更新工事に併せて人感センサー６箇所やタイマー２箇所の増設

水環境保全センターにおける環境マネジメント
システムの活用

マネジメントシステムの継続運用による，総電力使用量の削減取組の実施

取組

ごみの減量・リサイクルの推進

南部クリーンセンター第２工場建替え時におけるバ
イオガス化施設の併設

使用済てんぷら油から精製したバイオディーゼル燃
料の利用

上下水道事業
水道事業

中央卸売市場第二市場

廃棄物処理事業

下水道事業

市場運営事業

「都市油田の発掘」技術の実用化に向けた実証研
究の推進

小規模低コストバイオガス化技術に関する調査・検
討

容器包装材の削減に関する条例の制定及び取組
の推進
東余熱利用センターにおける木質ペレットボイラー
の導入

表 15 事業系部門の進捗状況 
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エ 市民サービス系部門の取組 

平成 23 年度における事業系部門の取組については，市バス車両における

軽油とバイオディーゼル混合燃料の使用や，学校等における「KES 学校

版」 ・「こどもエコライフチャレンジ」の実施，デマンド測定器の活用な

ど，従来から実施している取組を継続して実施した。 

また，環境に配慮した防災機能強化型体育館の整備の検討や，長寿命化

と環境配慮の効率的な推進を行う学校の対象の決定など，施設改修に伴う

検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年度実施状況

ア
（ア）

○ 環境にやさしいバスの導入推進 平成２４年３月にハイブリッドバス7両導入
○ エコドライブの実施 業務マニュアルに基づき，日常的に実施

○ 混合燃料の使用 横大路営業所の市バス車両93両で使用
○ アイドリング・ストップの徹底 業務マニュアルに基づき，日常的に実施

（イ）

○
ブレーキ時の電力回生（発電）率の向
上

今後，モーターの制御装置とブレーキ装置の改修を計画しており，これに合わせて電力回生
率の向上を図る

○ 駅舎の省エネ改修 冷凍機１台を省電力タイプに更新し，省エネ化
○ 駅施設等の省エネ化 ２駅の照明設備を省電力タイプに更新し，省エネ化

イ

○ 整備内容の調査・検討，整備計画の検討

○
全小中学校及び総合支援学校（249校）において，KES学校版の取得に向けた取組を行い，
全校が認定取得
全小学校（170校）でこどもエコライフチャレンジの実施

○
・平成18年度に，電力監視測定器を全学校園に設置
（平成23年度実績）
・実績最大需要電力値が機器設置以前と比較して，3.4%（約1400万円）削減

○

・平成19年度にシステム運用開始
（23年度実績）
・統廃合校の物品の所管換　延べ44校園　280点
・学校間での賃借・所管換　　延べ10校　　　46点

○ 232校園で実施

○ 対象校（第１・２グループ）の決定，基本計画策定

○ 老朽化している機器から順次更新中
ウ　その他の施設

文教施設 節電取組の継続実施
運動・公園施設 節電取組の継続実施
福祉施設 節電取組の継続実施
保健衛生施設 節電取組の継続実施

取組

学校施設の長寿命化と環境配慮の効率的
な推進
空調機更新事業の推進

自動車運送（市バス）事業

学校・幼稚園

高速鉄道（地下鉄）事業

交通事業

環境に配慮した防災機能強化型体育館の
整備

「ＫＥＳ学校版」・「こどもエコライフチャレン
ジ」の推進

デマンド（需要電力）測定器の活用

学校物品有効活用システムの運用

屋上緑化・壁面緑化（緑のカーテン）の推進

表16 市民サービス系部門の進捗状況 
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オ 進捗指標の実績 

計画においては，取組の進捗を把握する進捗指標を設定している。 

平成 23 年度の進捗指標の実績は，以下のとおりである。 

 

 

 

表 17 進捗指標の実績 

※1 施設の統合による減 

※2 集計上の施設区分の変更による減 

部門 No 進捗指標 単位 平成22年度 平成23年度
削減率

（H22比）
平成32年度

目標

環境マネジメントシステムの
導入（ISO14001）

（事業所） 7 8

環境マネジメントシステムの
導入（KYOMS）

（事業所） 17 17

環境マネジメントシステムの
導入（KES）

（事業所） 52 50※1

環境マネジメントシステムの
導入
（京都市上下水道局下水道
事業環境マネジメントシステ
ム）

（事業所） 6 6

環境マネジメントシステムの
導入（学校版KES）

（学校数）

260
（全ての小学

校，中学校，総
合支援学校）

253
（全ての小学

校，中学校，総
合支援学校）

消耗品（％） 81.40% 80% 80%
備品（％） 88.30% 94% 85%

3 新車購入時のエコカー選択
※条例に基づく
制度開始前

31.90% 50％以上

4
エコドライブ推進事業者への
登録事業所数

（事業所） 3 6
公用車を利用する全

ての事業所

5 エコイベント登録数 （件） 15
84

（うち市主催

イベント24）

100件（H27年度）

6

公共建築物への再生可能エ
ネルギー利用設備の導入に
よる効果量

（t-CO2） 290 290 440

電気（千kWh） 30,119 27,812 ▲7.7% 27,287
ガス（千m3） 1,824 1,626 ▲10.9% 1,620

8
市処理施設におけるプラス
チックの焼却量

万トン 4.6 4.6 2.6

電気（千kWh） 21,359 20,823 ▲2.5% 19,309

ガス（千m3） 414 451 8.9% 375

10
上下水道事業における電気
の使用量

（千kWh） 149,385 146,457 ▲2.0% 134,219

電気（千kWh） 103,641 99,161 ▲4.3% 99,346
軽油（L） 6,200 7,400 19.4% 6,016

電気（千kWh） 40,211 38,348 ▲4.6% 36,337
ガス（千m3） 3,342 3,295 ▲1.4% 2,819

電気（千kWh） 28,375 26,669 ▲6.0% 25,628
ガス（千m3） 2,155 2,114 ▲1.9% 1,896
ガソリン（L） 7,774 8,094 4.2% 6,025

軽油（L） 1,331 36※2 ▲97.2% 1,254

電気（千kWh） 16,086 16,125 0.2% 15,604
ガス（千m3） 1,746 1,687 ▲3.4% 1,557

ガソリン（L） 14,969 5,925※2 ▲60.4% 13,786

軽油（L） 1,103 0※2 ▲100% 1,016

電気（千kWh） 18,624 18,217 ▲2.2% 16,836
ガス（千m3） 2,940 2,883 ▲1.9% 2,658

ガソリン（千L） 331 351 6.0% 339
軽油（L） 34,105 28,032 ▲17.8% 30,831

電気（千kWh） 2,894 2,896 0.1% 2,617

ガス（千m3） 1,192 1,146 ▲3.9% 1,077
ガソリン（L） 6,877 6,760 ▲1.7% 6,217

軽油（L） 674 695 3.2% 609

運動・公園等施設における電
気，ガス，自動車燃料の使用
量

交通事業における電気・軽油
の使用量

12

2 グリーン購入の推進

14

市場運営事業における電気
及びガスの使用量

全て

7
事務系部門における電気及
びガスの使用量

9

保健衛 生施 設に おけ る電
気，ガス，自動車燃料の使用
量

15
福祉施設における電気，ガ
ス，自動車燃料の使用量

文教施設における電気，ガ
ス，自動車燃料の使用量

11

学校・幼稚園における電気・
ガスの使用量

全部門

事務系
部門

事業系
部門

市民
サービス
系部門

13

16

1
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４ 京都市環境審議会及び地球温暖化対策推進委員会の評価等 

   全般について 

○ 地球温暖化対策計画は，東日本大震災の前に策定された事業計画で

あり，強化・見直しを行う必要があるのではないか。 

○ 京都市がどうするかは，国の動向にとらわれずに検討すればよく，

削減目標を下げずに省エネの余地を見つけて取り組んでいけばよい。 

   電気の排出係数について 

○ 電気の排出係数で換算してしまうと，発電の方式によってすごく排

出量の計算結果が変わってしまう。算定の手法の中に，ガスとか電気，

あるいはガソリンについて，実際どれだけ使ったかを見ていく必要が

あるのではないか。 

○ 産業，家庭等の部門における，電力使用による排出量を把握するた

めには，直接排出（発電や熱の生産に伴う温室効果ガス排出量を，そ

の電力や熱の生産者からの排出とみなす考え方。）での計算が必要。 

○ CO２排出量は，「活動量 × エネルギー消費効率 × 炭素集約

度」という式により求められる。各要素によって取組主体が異なるた

め，要素ごとに主体や対策を分類して取り組んではどうか。 

○ 電気の排出係数は固定して CO２を算定しなければ，市民・事業者の

削減努力が表れてこない。 

  削減効果指標について 

○ 取組を実施してどの程度効果があるのかを評価することが大切で

ある。そのためには削減効果指標が有効であるが，社会像ごとに項目

数に差があるのでもう少し項目数を増やせないか検討してほしい。 

○ 事業ごとに削減効果を算出するのは難しい。簡易な計算で継続的に

数字を把握できる指標がないため，やむを得ず設定している指標など

もある。各削減効果指標については，今後，進捗管理の指標として適

切なものか，検討する必要がある。 

  再生可能エネルギー・自立分散型エネルギーについて 

○ 計画目標の達成のためには，電源構成のあり方を自ら変えていくと

いう積極的な新たな対策を行うことが必要であり，自らが再生可能エ
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ネルギー導入の事業を行うことで，京都市域の電力構成を変えること

ができる。京都市地球温暖化対策計画＜2011～2020＞について，電源

構成に対するアプローチという面では非常に弱いので，さらに検討強

化する必要がある。 

○ 特定建築物への再生可能エネルギー設置義務については，固定買い

取り制度の実施により経済的負担もなくなる。建築用途によって義務

量を設けるなどの手法も含めて，強化を検討してほしい。 

  節電・省エネについて 

○  節電を振り返ってみた場合，かなりの部分省エネのポテンシャル

があったということなので，例えば，一般市民がどういうふうにライ

フスタイルを転換させるのかということも含めて，具体的な施策立案

に検証結果を入れ込んでいってはいかがか。 

○ 産業用と，民生の家庭用と商業用について，どの部門にどれだけの

節電可能性があるのか，具体的に知らないと対策も立てられないので，

ぜひ細かく出してもらいたい。 

○ 業務部門で排出量が増加しているのは，課税床面積の増加に加え，

営業時間の延長の影響もあるだろう。 

○ 業務部門での削減余地は大きいと思われるので，対策を新しく行っ

ていく必要がある。 

 

 
【参考】地球温暖化対策推進委員会等について 

2009（平成 21）年 8 月，京都市は，環境保全の見地から調査・審議する京都

市環境審議会のもと，学識，市民・環境保全活動団体，事業者団体，関係行政機

関の委員で構成される「地球温暖化対策推進委員会」を設置した。 

同委員会では，本市の温室効果ガス排出量の削減目標の達成を確実なものとす

るため，地球温暖化対策に関する中長期的な目標や，「未来の低炭素社会像」「新

地球温暖化対策計画における施策」「施策の削減効果と進捗指標」「地球温暖化対

策の進捗状況」などについて，技術水準の向上や社会経済情勢の変化を踏まえた，

活発な議論が公開で行われている。 
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構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

★
市

内
公

共
交

通
の

乗
降

客
数

(単
年

度
値

)
2
0
0
9
年

度
：
5
2
0
.5

百
万

人
2
0
1
0
年

度
：

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
観

光
ピ

ー
ク

期
の

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
の

実
施 ○

東
山

地
区

，
嵐

山
地

区
に

お
け

る
交

通
対

策

イ
進

捗
状

況

○
タ

イ
ム

ズ
桃

山
六

地
蔵

住
宅

博
パ

ー
ク

＆
ラ

イ
ド
の

実
施

（
平

成
2
2
年

1
0
月

～
）

○
タ

イ
ム

ズ
西

大
路

御
池

駅
前

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
の

実
施

（
平

成
2
3
年

4
月

～
）

○
タ

イ
ム

ズ
京

阪
六

地
蔵

駅
前

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
の

実
施

（
平

成
2
3
年

7
月

～
）

○
タ

イ
ム

ズ
地

下
鉄

十
条

駅
前

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
の

実
施

（
平

成
２

３
年

１
０
月

～
）

○
東

山
シ

ャ
ト
ル

バ
ス

の
運

行
及

び
五

条
坂

北
行

停
留

所
の

三
分

設
（
2
3
年

1
1
月

1
9
・
2
0
・
2
3
・

2
6
・
2
7
日

の
限

定
実

施
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0

0

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

対
応

策
の

実
施

イ
進

捗
状

況
・
雲

ヶ
畑

地
域

に
お

け
る

生
活

交
通

を
確

保
す

る
た

め
の

，
地

元
住

民
と

の
協

議
の

継
続

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
,8

0
0
(0

)（
「
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」
公

共
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
連

携
強

化
」
の

一
部

を
充

当
）

0

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

シ
ス

テ
ム

開
発

イ
進

捗
状

況

○
Ｅ

Ｖ
バ

ス
車

内
に

お
け

る
情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
の

開
発

の
た

め
の

民
間

企
業

と
の

共
同

実
験

の
検

討

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
○

工
事

着
手

イ
進

捗
状

況

○
歩

行
空

間
創

出
推

進
会

議
の

設
置

に
つ

い
て

関
係

者
と

の
協

議
○

「
東

大
路

通
歩

行
空

間
創

出
推

進
会

議
」
の

開
催

（
3
月

）
○

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
歩

い
て

楽
し

い
東

大
路

」
の

開
催

（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
,0

0
0
(0

)
3
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

市
内

中
心

部
及

び
観

光
地

へ
の

自
動

車
流

入
の

抑
制

を
図

る
た

め
，

近
隣

自
治

体
と

の
連

携
に

よ
る

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
を

広
域

的
に

展
開

す
る

と
と

も
に

，
観

光
シ

ー
ズ

ン
を

中
心

に
，

京
都

府
警

な
ど

と
連

携
し

，
嵐

山
地

区
及

び
東

山
地

区
に

お
け

る
臨

時
交

通
対

策
を

含
め

た
交

通
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
，

歩
行

者
の

安
全

・
快

適
性

の
確

保
と

交
通

の
円

滑
化

を
図

り
ま

す
。

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
の

広
域

展
開

と
観

光
地

交
通

対
策

の
実

施

公
共

交
通

利
便

性
向

上
施

策

１
．

「
既

存
公

共
交

通
」
の

取
組

（
既

存
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
）

5

公
共

交
通

利
便

性
向

上
施

策

「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」

を
支

え
る

歩
行

空
間

の
充

実

7 86

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

１
．

「
既

存
公

共
交

通
」
の

取
組

（
既

存
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
）

１
．

「
既

存
公

共
交

通
」
の

取
組

（
既

存
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
）

公
共

交
通

利
便

性
向

上
施

策

交
通

情
報

通
信

シ
ス

テ
ム

の
開

発

東
大

路
通

の
自

動
車

抑
制

と
歩

道
拡

幅

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

■
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 ■

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

多
く
の

市
民

，
観

光
客

が
訪

れ
る

東
大

路
通

な
ど

に
お

い
て

，
歩

行
空

間
の

拡
大

と
交

通
安

全
性

の
向

上
及

び
自

動
車

交
通

の
抑

制
を

図
り
ま

す
。

公
共

交
通

不
便

地
域

の
対

応
策

に
関

す
る

検
討

モ
デ

ル
地

域
に

お
い

て
，

地
域

住
民

，
交

通
事

業
者

，
行

政
が

連
携

を
図

り
な

が
ら

，
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

，
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
な

ど
を

通
じ

て
，

生
活

交
通

の
維

持
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く
り
な

ど
，

公
共

交
通

不
便

地
域

の
あ

り
方

を
検

討
し

ま
す

。

バ
ス

車
内

に
お

け
る

目
的

地
到

着
予

定
時

刻
案

内
，

乗
継

ぎ
案

内
な

ど
の

交
通

情
報

や
目

的
地

周
辺

の
最

新
の

観
光

情
報

を
提

供
し

，
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

ま
す

。

6
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
○

工
事

着
手

イ
進

捗
状

況

○
「
歩

い
て

楽
し

い
ま

ち
な

か
戦

略
」
推

進
会

議
の

開
催

（
7
月

，
1
0
月

，
1
月

）
○

四
条

通
の

都
市

計
画

決
定

に
向

け
た

法
定

説
明

会
の

開
催

（
9

月
）

○
四

条
通

の
都

市
計

画
案

の
縦

覧
，

意
見

書
の

募
集

（
1
0
月

）
○

四
条

通
の

都
市

計
画

決
定

（
1

月
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
6
,0

0
0
(4

,5
6
2
)

【
内

，
繰

越
分

7
,0

0
0
】

3
9
,7

0
0
(1

,7
8
2
)

【
内

，
繰

越
分

7
,7

0
0
】

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
ら

く
な

ん
進

都
に

お
け

る
新

し
い

バ
ス

シ
ス

テ
ム

の
検

討
・
導

入
○

Ｌ
Ｒ

Ｔ
の

検
討

イ
進

捗
状

況
○

未
来

の
公

共
交

通
推

進
会

議
の

開
催

（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
,0

0
0
(0

)（
「
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」
総

合
交

通
戦

略
の

推
進

」
の

一
部

を
充

当
）

1
0
,0

0
0
（
0
）
（
「
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」
総

合
交

通
戦

略
の

推
進

」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
通

年
実

施
の

充
実

イ
進

捗
状

況

○
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド
の

通
年

実
施 ○

京
う

ら
ら

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
の

実
施

〔
4
月

）
○

ハ
ッ

ピ
ー

・
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

の
実

施
（
1
2
月

）
○

京
都

都
市

圏
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド
連

絡
協

議
会

の
開

催
（
9
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
4
,4

0
0
(2

,4
0
0
)（

「
観

光
地

等
交

通
対

策
（
「
歩

い
て

こ
そ

京
都

」
魅

力
満

喫
大

作
戦

」
の

一
部

を
充

当
）

2
8
,7

0
0
(6

,7
0
0
)（

「
観

光
地

等
交

通
対

策
（
「
歩

い
て

こ
そ

京
都

」
魅

力
満

喫
大

作
戦

」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
駐

車
場

条
例

の
改

正
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

平
成

2
3
年

5
月

1
日

か
ら

施
行

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」

を
支

え
る

歩
行

空
間

の
充

実

9 1
0

1
1

1
2

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化 自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化

★
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド
通

年
実

施
箇

所
の

収
容

台
数

（
累

積
値

）
2
0
1
0
年

度
：

2
0
1
1
年

度
：
3
,5

7
7
台

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 ■

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 ■

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

高
い

速
達

性
と

定
時

性
，

需
要

に
見

合
っ

た
輸

送
力

を
併

せ
持

つ
L
R
T
（
次

世
代

型
路

面
電

車
）

や
B
R
T
（
バ

ス
高

速
輸

送
シ

ス
テ

ム
）
な

ど
の

新
し

い
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

実
現

に
向

け
検

討
し

ま
す

。

郊
外

駅
周

辺
の

駐
車

場
に

ク
ル

マ
を

と
め

，
公

共
交

通
に

乗
り
換

え
る

こ
と

に
よ

り
，

都
心

地
域

に
流

入
す

る
自

動
車

を
減

ら
す

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
を

通
年

で
実

施
し

ま
す

。

駐
車

需
要

に
応

じ
た

駐
車

施
設

の
適

正
な

配
置

を
図

る
と

と
も

に
，

歩
く
こ

と
を

中
心

と
し

た
ま

ち
と

暮
ら

し
の

実
現

に
寄

与
す

る
よ

う
自

動
車

流
入

の
抑

制
を

図
り
ま

す
。

未
来

の
公

共
交

通
の

充
実

パ
ー

ク
ア

ン
ド
ラ

イ
ド
の

通
年

実
施 駐

車
場

施
策

の
見

直
し

四
条

通
の

歩
道

拡
幅

と
公

共
交

通
優

先
化 新

し
い

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

（
Ｌ
Ｒ

Ｔ
，

Ｂ
Ｒ

Ｔ
）
の

導
入

検
討

市
内

最
大

の
繁

華
街

で
あ

る
四

条
通

を
中

心
と

す
る

都
心

地
域

に
お

い
て

，
歩

道
拡

幅
に

よ
る

快
適

な
歩

行
空

間
の

確
保

と
マ

イ
カ

ー
か

ら
公

共
交

通
へ

の
転

換
を

図
り
ま

す
。
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
タ

ク
シ

ー
駐

停
車

マ
ナ

ー
向

上
の

取
組

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
経

営
者

向
け

セ
ミ
ナ

ー
の

実
施

（
1
0
月

，
1
2
月

）
○

駐
停

車
マ

ナ
ー

向
上

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

1
6
,0

0
0
(4

,5
6
2
)【

内
，

繰
越

分
7
,0

0
0
】
（
「
「
歩

い
て

楽
し

い
ま

ち
な

か
戦

略
」
の

推
進

」
の

一
部

を
充

当
）

3
9
,7

0
0
(1

,7
8
2
)【

内
，

繰
越

分
7
,7

0
0
】
 （

「
「
歩

い
て

楽
し

い
ま

ち
な

か
戦

略
」
の

推
進

」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討

イ
進

捗
状

況
○

未
来

の
公

共
交

通
推

進
会

議
の

開
催

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

6
,0

0
0
(0

)（
「
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」
総

合
交

通
戦

略
の

推
進

」
の

一
部

を
充

当
）

1
0
,0

0
0
（
0
）
（
「
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
」

総
合

交
通

戦
略

の
推

進
」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討

イ
進

捗
状

況

○
髙

島
屋

京
都

支
店

で
の

1
0
0

円
循

環
バ

ス
乗

車
券

の
配

布
○

商
業

施
設

等
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

公
共

交
通

利
用

促
進

策
に

対
し

，
付

置
義

務
台

数
引

き
下

げ
規

定
を

創
設

。
（
現

在
，

４
施

設
か

ら
適

用
に

つ
い

て
相

談
を

受
け

て
い

る
。

）
○

自
家

用
車

か
ら

公
共

交
通

機
関

へ
の

利
用

転
換

を
促

進
す

る
た

め
，

公
共

交
通

利
用

促
進

策
の

充
実

に
向

け
検

討
。

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,8

0
0
(0

)
0
(0

)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

カ
ー

シ
ェ

ア
リ
ン

グ
事

業
の

実
施

を
通

じ
て

，
普

及
の

た
め

の
課

題
の

抽
出

，
把

握

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,1

0
0
(0

)
8
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

1
3

1
4

1
5

1
6

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化 自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化 自
動

車
交

通
の

効
率

化
と

適
正

化

★
公

共
交

通
利

用
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
行

う
商

業
施

設
な

ど
の

数
（
累

積
値

）
2
0
1
1
年

度
：
4
件

（
相

談
）

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 ■

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 ■

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

特
定

の
道

路
利

用
に

対
し

て
直

接
的

に
課

金
し

，
交

通
需

要
を

管
理

す
る

方
法

で
あ

る
ロ

ー
ド
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
の

導
入

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。

商
業

施
設

な
ど

に
お

い
て

，
公

共
交

通
利

用
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
進

め
る

た
め

の
制

度
の

創
設

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

複
数

の
会

員
が

自
動

車
を

共
同

利
用

す
る

カ
ー

シ
ェ

ア
リ
ン

グ
の

更
な

る
普

及
に

よ
り
，

自
動

車
の

保
有

台
数

と
走

行
距

離
の

減
少

を
図

り
ま

す
。

タ
ク

シ
ー

駐
停

車
マ

ナ
ー

の
向

上
や

大
量

の
空

車
タ

ク
シ

ー
走

行
に

よ
る

環
境

負
荷

低
減

に
向

け
た

具
体

策
を

検
討

し
ま

す
。

交
通

条
件

の
公

平
化

の
検

討 カ
ー

シ
ェ

ア
リ
ン

グ
の

更
な

る
普

及タ
ク

シ
ー

交
通

の
位

置
付

け
の

明
確

化
と

効
果

的
な

活
用

の
検

討

ロ
ー

ド
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
の

検
討
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
自

転
車

等
駐

車
場

の
整

備
○

自
転

車
通

行
環

境
の

整
備

イ
進

捗
状

況

○
自

転
車

等
駐

車
場

の
整

備
・
京

都
市

民
間

自
転

車
等

駐
車

場
整

備
助

成
金

制
度

の
活

用
に

よ
る

整
備

　
1
2
箇

所
7
9
7
台

・
無

料
駐

輪
場

の
有

料
化

再
整

備 　
1
箇

所
2
8
6
台

（
平

成
2
4
年

4
月

供
用

開
始

）
・
道

路
占

用
に

よ
る

整
備

　
１
箇

所
1
4
1
台

（
平

成
2
4
年

3
月

供
用

開
始

）

○
自

転
車

通
行

環
境

の
整

備
・
自

転
車

通
行

環
境

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
案

）
の

作
成

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
8
,0

0
0
（
0
）

1
1
4
,0

0
0
（
3
9
,4

5
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

た
普

及
啓

発
の

推
進

　
・
「
京

都
地

下
鉄

ま
つ

り
」
（
５
月

）
　

・
左

京
ふ

れ
あ

い
ま

つ
り
（
７
月

）
　

・
醍

醐
ふ

れ
あ

い
プ

ラ
ザ

（
９
月

）
　

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
１
２
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

3
6
,0

0
0
(2

1
,4

0
0
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

5
5
,5

2
0
(4

0
,6

4
5
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

３
．

「
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
の

取
組

（
歩

い
て

楽
し

い
暮

ら
し

を
大

切
に

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
）

「
『
歩

く
ま

ち
・
京

都
』

憲
章

」
の

普
及

・
啓

発

1
7

1
8

２
．

「
ま

ち
づ

く
り
」
の

取
組

（
歩

行
者

優
先

の
ま

ち
づ

く
り
）

★
自

転
車

事
故

件
数

（
単

年
度

値
）

2
0
0
9
年

度
：
2
,2

8
7
件

2
0
1
0
年

度
：
2
,1

9
8
件

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

★
本

市
関

連
の

自
転

車
等

駐
車

場
の

収
容

台
数

（
累

積
値

）
2
0
1
0
年

度
：
4
2
,2

2
2
台

2
0
1
1
年

度
：
4
4
,3

5
2
台

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

啓
発

グ
ッ

ズ
な

ど
の

配
布

，
ア

ナ
ウ

ン
ス

や
イ

メ
ー

ジ
映

像
の

放
送

な
ど

に
よ

り
，

学
校

，
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
，

イ
ベ

ン
ト
，

商
業

施
設

な
ど

に
お

け
る

継
続

的
な

普
及

・
啓

発
活

動
を

行
い

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

行
政

と
事

業
者

の
連

携
協

力
に

よ
る

自
転

車
等

駐
車

場
の

整
備

や
，

自
転

車
道

や
自

転
車

レ
ー

ン
ま

た
は

既
存

の
自

転
車

歩
行

者
道

等
の

改
築

な
ど

に
よ

る
通

行
環

境
の

改
善

を
図

り
ま

す
。

歩
行

者
と

共
存

可
能

な
自

転
車

利
用

環
境

の
整

備

自
転

車
利

用
環

境
の

整
備

学
校

教
育

，
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
，

イ
ベ

ン
ト
，

商
業

施
設

な
ど

で
の

普
及

・
啓

発

7
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
市

民
し

ん
ぶ

ん
区

版
（
8
月

1
5

日
号

）
で

の
挟

み
込

み
活

用
○

市
民

し
ん

ぶ
ん

全
市

版
（
1
2
月

1
日

号
）
へ

の
掲

載
○

Ｋ
Ｂ

Ｓ
京

都
ラ

ジ
オ

を
活

用
し

た
情

報
発

信
（
「
笑

福
亭

晃
瓶

の
ほ

っ
か

ほ
か

ラ
ジ

オ
」
番

組
内

に
「
歩

く
ま

ち
・
京

都
タ

イ
ム

」
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

（
9
月

5
日

～
1
2
月

2
日

，
月

曜
～

金
曜

）
○

観
光

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

（
る

る
ぶ

京
都

，
ま

っ
ぷ

る
京

都
）
へ

の
掲

載

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

3
6
,0

0
0
(2

1
,4

0
0
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

5
5
,5

2
0
(4

0
,6

4
5
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
ア

ン
ケ

ー
ト
の

実
施

（
対

象
数

：
2
0
,1

3
5
人

）
○

地
域

住
民

や
大

学
，

企
業

等
と

連
携

し
た

参
加

型
モ

ビ
リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

実
施

（
３
事

業
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

3
6
,0

0
0
(2

1
,4

0
0
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

5
5
,5

2
0
(4

0
,6

4
5
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
公

共
交

通
機

関
で

お
こ

し
や

す
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の

実
施

（
1
0

月
～

1
1
月

，
3
月

～
5
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,8

0
0
(0

)
1
,8

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

「
観

光
客

」
の

交
通

行
動

ス
タ

イ
ル

の
見

直
し

を
促

す
施

策

京
都

市
へ

の
観

光
客

を
対

象
に

，
ク

ル
マ

を
使

わ
な

い
観

光
の

優
位

性
を

伝
え

る
こ

と
に

よ
り
，

公
共

交
通

を
利

用
し

た
観

光
を

呼
び

掛
け

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」

大
作

戦
(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

1
9

2
0

2
1

３
．

「
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
の

取
組

（
歩

い
て

楽
し

い
暮

ら
し

を
大

切
に

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
）

３
．

「
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
の

取
組

（
歩

い
て

楽
し

い
暮

ら
し

を
大

切
に

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
）

３
．

「
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
の

取
組

（
歩

い
て

楽
し

い
暮

ら
し

を
大

切
に

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
）

「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」

大
作

戦
(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)

「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」

大
作

戦
(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

市
民

を
対

象
に

，
「
家

庭
」
「
学

校
」
「
職

場
」
な

ど
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

通
じ

て
，

公
共

交
通

情
報

マ
ッ

プ
の

配
布

や
ア

ン
ケ

ー
ト
，

環
境

学
習

の
一

層
の

推
進

，
エ

コ
通

勤
の

推
進

な
ど

を
実

施
し

，
交

通
行

動
ス

タ
イ

ル
の

見
直

し
を

促
し

ま
す

。

ク
ル

マ
利

用
者

に
対

し
て

，
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
や

広
報

媒
体

な
ど

を
活

用
し

た
啓

発
や

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

を
通

じ
，

自
発

的
な

交
通

行
動

の
変

化
を

促
し

ま
す

。

広
報

媒
体

な
ど

を
活

用
し

た
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

「
市

民
」
の

交
通

行
動

ス
タ

イ
ル

の
見

直
し

を
促

す
施

策
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
公

共
交

通
で

ま
わ

る
京

都
観

光
マ

ッ
プ

」
の

改
良

○
「
市

営
駐

車
場

に
お

け
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
の

継
続

実
施

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

6
,0

0
0
(2

1
,4

0
0
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

5
,5

2
0
(4

0
,6

4
5
)（

「
「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」
大

作
戦

（
モ

ビ
リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
）
」
の

一
部

を
充

当
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

対
応

策
の

実
施

イ
進

捗
状

況
○

充
電

設
備

等
の

設
置

を
促

進
す

る
た

め
，

補
助

制
度

の
創

設
も

含
め

た
有

効
な

推
進

策
の

検
討

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
義

務
制

度
の

開
始

・
計

画
期

間
中

（
H
2
3
～

2
5
年

度
）
に

取
得

す
る

新
車

の
総

台
数

に
対

す
る

エ
コ

カ
ー

の
割

合
を

5
0
％

以
上

と
す

る
こ

と
を

義
務

付
け

，
エ

コ
カ

ー
の

普
及

の
促

進

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,5

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

7
,7

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
制

度
開

始
・
顧

客
へ

の
新

車
販

売
時

に
自

動
車

環
境

情
報

の
説

明
，

エ
コ

カ
ー

販
売

促
進

及
び

，
新

車
販

売
実

績
報

告
書

の
提

出

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,5

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

7
,7

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

京
都

市
へ

の
観

光
客

を
対

象
に

，
ク

ル
マ

を
使

わ
な

い
観

光
の

優
位

性
を

伝
え

る
こ

と
に

よ
り
，

公
共

交
通

を
利

用
し

た
観

光
を

呼
び

掛
け

ま
す

。

「
観

光
客

」
の

交
通

行
動

ス
タ

イ
ル

の
見

直
し

を
促

す
施

策

「
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
京

都
」

大
作

戦
(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
)

３
．

「
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

」
の

取
組

（
歩

い
て

楽
し

い
暮

ら
し

を
大

切
に

す
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
へ

の
転

換
）

事
業

者
・

販
売

店
を

通
じ

た
転

換
促

進

条
例

に
基

づ
く
特

定
事

業
者

に
対

し
て

，
事

業
用

の
自

動
車

を
購

入
（
リ
ー

ス
を

含
む

）
す

る
際

に
，

一
定

割
合

以
上

を
エ

コ
カ

ー
と

す
る

こ
と

を
義

務
付

け
ま

す
。

自
動

車
販

売
事

業
者

に
対

し
て

，
エ

コ
カ

ー
の

販
売

実
績

を
報

告
す

る
こ

と
を

義
務

付
け

ま
す

。

４
．

エ
コ

カ
ー

へ
の

転
換

2
2

2
3

2
4

2
1

４
．

エ
コ

カ
ー

へ
の

転
換

４
．

エ
コ

カ
ー

へ
の

転
換

事
業

者
・

販
売

店
を

通
じ

た
転

換
促

進

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
推

進

★
Ｅ

Ｖ
用

充
電

設
備

設
置

数
（
累

積
値

）
2
0
1
0
年

度
：
1
0
6
基

2
0
1
1
年

度
：
 1

3
6
基

（
H
2
3
年

1
2

月
8
日

現
在

）
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

◎
電

気
自

動
車

及
び

プ
ラ

グ
イ

ン
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
車

の
普

及
台

数
（
累

積
値

）
2
0
0
9
年

度
：
4
3
台

2
0
1
0
年

度
：
1
3
0
台

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

民
間

事
業

者
な

ど
に

よ
る

充
電

設
備

や
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
設

置
に

対
し

て
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
与

え
る

制
度

の
創

設
や

，
新

築
建

築
物

へ
の

充
電

設
備

の
導

入
を

進
め

る
仕

組
み

を
検

討
し

，
エ

コ
カ

ー
の

普
及

に
向

け
た

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

■
着

手
前

共
同

住
宅

，
民

間
駐

車
場

，
商

業
施

設
な

ど
へ

の
充

電
設

備
・
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
設

置
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
付

与
の

検
討

特
定

事
業

者
へ

の
導

入
義

務
化

自
動

車
販

売
店

に
対

す
る

エ
コ

カ
ー

販
売

実
績

報
告

の
義

務
化

7
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
１

．
人

と
公

共
交

通
優

先
の

歩
い

て
楽

し
い

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

年
度

：
削

減
効

果
指

標
★

年
度

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
（
E
V
バ

ス
の

実
証

実
験

）
○

導
入

（
E
V
バ

ス
の

実
用

化
の

検
証

）

イ
進

捗
状

況

（
E
V
バ

ス
の

実
証

実
験

）
○

途
中

充
電

の
た

め
の

停
車

に
伴

う
乗

客
の

意
識

調
査

と
途

中
充

電
を

踏
ま

え
た

電
動

バ
ス

の
走

行
距

離
の

検
証

を
行

う
た

め
の

，
E
V
バ

ス
運

行
に

関
す

る
実

証
実

験
を

実
施

。

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
,0

0
0
(6

,0
0
0
)

0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
バ

ス
の

導
入

イ
進

捗
状

況
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
バ

ス
7
両

導
入

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
3
0
,9

6
7
(2

8
,3

9
5
)

9
7
3
,5

3
3
(1

2
3
,1

6
9
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

2
5

４
．

エ
コ

カ
ー

へ
の

転
換

事
業

者
・

販
売

店
を

通
じ

た
転

換
促

進

電
動

バ
ス

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
バ

ス
な

ど
の

導
入

促
進

次
世

代
E
V
（
電

動
）
バ

ス
の

実
証

実
験

な
ど

を
踏

ま
え

た
E
V
バ

ス
の

実
用

化
を

進
め

る
と

と
も

に
，

環
境

に
や

さ
し

い
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
バ

ス
の

導
入

を
推

進
し

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階 □

企
画

構
想

段
階

□
着

手
前

7
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．
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化
」
を
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整
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N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
義

務
化

の
詳

細
に

つ
い

て
，

建
築

関
連

団
体

と
意

見
交

換
○

京
都

市
地

球
温

暖
化

対
策

条
例

規
則

改
正

（
3
月

）
・
木

材
利

用
の

基
準

に
つ

い
て

策
定

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備
な

ど
○

環
境

共
生

を
主

眼
と

し
た

市
営

住
宅

整
備

指
針

に
基

づ
く

施
設

整
備

イ
進

捗
状

況

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

の
改

訂
（
6
月

）
○

施
設

所
管

局
へ

の
技

術
的

支
援

の
実

施
○

市
営

住
宅

建
設

の
基

本
計

画
の

策
定

推
進

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
8
,3

3
2
(1

0
,3

9
5
)

4
0
,2

6
7
(2

0
,7

6
5
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備
な

ど
○

環
境

共
生

を
主

眼
と

し
た

市
営

住
宅

整
備

指
針

に
基

づ
く

施
設

整
備

イ
進

捗
状

況
7
施

設
，
約

1
3
6
m

3
利

用

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
C
A
S
B
E
E
京

都
の

策
定

○
認

証
制

度
の

創
設

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
C
A
S
B
E
E
京

都
（
新

築
）
の

運
用

，
届

出
書

類
の

審
査

（
4
月

～
）

○
C
A
S
B
E
E
京

都
(既

存
，
改

修
)

の
策

定
業

務
，
C
A
S
B
E
E
京

都
の

普
及

啓
発

に
か

か
る

検
討

（
6

月
～

）
○

C
A
S
B
E
E
京

都
(既

存
，
改

修
)

の
策

定
完

了
（
3
月

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
3
,0

0
0
(0

)
1
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

◎
C
A
S
B
E
E
京

都
評

価
届

出
件

数
【
非

住
宅

】
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
0
件

2
0
1
1
年

度
：
4
1
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
公

共
施

設
に

お
け

る
地

域
産

木
材

利
用

量
(単

年
度

)
2
0
1
1
年

度
：
1
3
6
ｍ

3
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

2
8

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

建
築

物
の

地
域

産
木

材
利

用

建
築

物
の

地
域

産
木

材
利

用

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

京
都

ら
し

い
環

境
配

慮
建

築
物

を
適

切
に

評
価

，
誘

導
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
「
C
A
S
B
E
E
京

都
」
の

表
示

を
推

奨
（
延

床
面

積
2
,0

0
0
m

2
以

上
の

特
定

建
築

物
は

義
務

化
）
し

，
環

境
性

能
の

高
い

建
築

物
の

普
及

を
図

り
ま

す
。
さ

ら
に

，
既

存
建

築
物

の
評

価
シ

ス
テ

ム
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

「
C
A
S
B
E
E
京

都
」
に

よ
る

環
境

性
能

の
評

価
が

高
い

建
築

物
の

普
及

促
進

公
共

施
設

へ
の

地
域

産
木

材
の

率
先

利
用

2
7

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

京
都

市
が

整
備

す
る

公
共

建
築

物
な

ど
の

公
共

施
設

に
お

い
て

，
地

域
産

木
材

を
積

極
的

に
利

用
し

ま
す

。

2
6

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

建
築

物
の

地
域

産
木

材
利

用

特
定

建
築

物
へ

の
地

域
産

木
材

の
利

用
義

務
化

条
例

に
基

づ
く
特

定
建

築
物

（
延

床
面

積
2
,0

0
0
m

2
以

上
の

新
増

築
建

築
物

）
の

建
築

主
に

対
し

地
域

産
木

材
の

利
用

を
義

務
付

け
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

■
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
特

定
建

築
物

に
お

け
る

地
域

産
木

材
利

用
量

()
2
0
1
0
年

度
：
制

度
開

始
前

2
0
1
1
年

度
：
制

度
開

始
前

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

7
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．
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ち
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N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
市

民
と

と
も

に
創

造
す

る
景

観
づ

く
り
に

関
す

る
仕

組
み

の
整

備
や

デ
ザ

イ
ン

基
準

の
更

な
る

充
実

，
遠

景
デ

ザ
イ

ン
保

全
区

域
の

見
直

し
な

ど
，
更

に
進

化
し

た
景

観
政

策
を

施
行

（
4
月

）
○

景
観

重
要

建
造

物
及

び
歴

史
的

風
致

形
成

建
造

物
の

指
定

：
1
7
件

（
2
4
年

3
月

末
現

在
）

○
歴

史
的

な
町

並
み

の
保

全
・

再
生

に
係

る
補

助
：
6
6
件

（
2
4

年
3
月

末
現

在
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
2
9
,3

2
0
（
4
7
,2

9
0
）

1
2
7
,1

6
0
(4

7
,2

9
0
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
平

成
の

京
町

家
普

及
促

進
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
平

成
の

京
町

家
認

定
制

度
の

実
施

○
平

成
の

京
町

家
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

と
連

携
し

た
普

及
啓

発
事

業
の

実
施

○
平

成
の

京
町

家
普

及
啓

発
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成

○
設

計
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

作
成

事
業

の
実

施
（
設

計
事

例
集

・
認

定
基

準
の

解
説

書
作

成
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
8
,0

0
0
(4

,5
0
0
)

3
7
,3

0
0
(6

,7
5
0
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
木

質
ペ

レ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
等

普
及

促
進

事
業

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
木

質
ペ

レ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
等

普
及

促
進

事
業

実
施

（
6
月

～
）

○
木

質
ペ

レ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
4
3

台
，
木

質
ペ

レ
ッ

ト
ボ

イ
ラ

ー
2
台

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
9
,0

0
0
(1

9
,0

0
0
)

3
5
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

2
9

3
0

3
1

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

建
築

物
の

地
域

産
木

材
利

用

建
築

物
の

地
域

産
木

材
利

用

間
伐

材
や

木
質

ペ
レ

ッ
ト
な

ど
の

利
用

「
平

成
の

京
町

家
」
の

普
及

促
進

木
質

ペ
レ

ッ
ト
を

燃
料

と
す

る
ス

ト
ー

ブ
，
ボ

イ
ラ

ー
，
吸

収
式

冷
温

水
器

を
普

及
推

進
す

る
た

め
，
導

入
支

援
策

を
実

施
し

ま
す

。

木
質

ペ
レ

ッ
ト

ス
ト
ー

ブ
・
ボ

イ
ラ

ー
・
吸

収
式

冷
温

水
器

の
普

及
推

進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
平

成
の

京
町

家
認

定
戸

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
2
件

2
0
1
1
年

度
：
1
5
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

歴
史

ま
ち

づ
く
り
の

推
進

，
京

町
家

な
ど

の
保

全
・
再

生
・
活

用
を

促
進

す
る

た
め

の
情

報
の

受
発

信
の

仕
組

み
な

ど
様

々
な

保
全

・
活

用
策

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
，
既

存
建

築
物

の
有

効
活

用
を

図
る

と
と

も
に

，
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
デ

ザ
イ

ン
規

制
や

時
代

を
リ
ー

ド
す

る
質

の
高

い
デ

ザ
イ

ン
の

誘
導

な
ど

，
長

く
親

し
ま

れ
る

建
築

物
に

よ
る

市
街

地
景

観
の

形
成

を
推

進
し

ま
す

。

伝
統

的
な

京
町

家
の

知
恵

と
現

代
的

な
環

境
技

術
が

融
合

し
た

京
都

型
環

境
配

慮
住

宅
で

あ
る

「
平

成
の

京
町

家
」
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

低
炭

素
景

観
の

保
全

・
創

造

7
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N
o

方
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施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備
　
な

ど

イ
進

捗
状

況

○
職

員
用

名
札

を
1
1
1
枚

作
成

（
6
月

）
○

市
民

啓
発

用
木

製
品

（
木

製
定

規
等

）
の

作
成

（
5
回

）
○

ペ
レ

ッ
ト
ボ

イ
ラ

ー
（
温

室
用

ヒ
ー

タ
ー

）
1
箇

所
導

入

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
,5

0
0
(3

,5
0
0
)

0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備
　
な

ど

イ
進

捗
状

況
○

ペ
レ

ッ
ト
炊

き
吸

収
式

冷
温

水
発

生
器

（
3
5
.3

Ｋ
ｗ

×
1
基

）
の

設
置

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

木
質

資
源

利
用

促
進

事
業

：
ペ

レ
ッ

ト
の

原
料

と
な

る
間

伐
材

の
搬

入
実

施
（
7
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
5
,0

0
0
(0

)
5
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

3
3

3
2

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

間
伐

材
や

木
質

ペ
レ

ッ
ト
な

ど
の

利
用

木
質

ペ
レ

ッ
ト

な
ど

の
公

共
建

築
物

へ
の

率
先

利
用

京
都

市
及

び
関

係
機

関
に

お
い

て
，
木

質
ペ

レ
ッ

ト
及

び
地

域
産

木
材

を
使

っ
た

物
品

を
積

極
的

に
利

用
し

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

間
伐

材
や

木
質

ペ
レ

ッ
ト
な

ど
の

利
用

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
木

質
ペ

レ
ッ

ト
原

料
用

間
伐

材
供

給
助

成
件

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
:0

m
3

2
0
1
1
年

度
：
1
,0

0
0
m

3
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

◎
地

域
産

木
質

ペ
レ

ッ
ト
利

用
量

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
8
0
ト
ン

2
0
1
1
年

度
：
3
4
0
ト
ン

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

木
質

ペ
レ

ッ
ト
原

料
用

の
間

伐
材

の
供

給
に

対
す

る
助

成
制

度
を

創
設

し
，
間

伐
材

の
需

要
拡

大
と

森
林

の
適

切
な

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

間
伐

材
の

供
給

に
対

す
る

助
成

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
２

．
森

を
再

生
し

「
木

の
文

化
」
を

大
切

に
す

る
ま

ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
○

地
域

産
材

普
及

供
給

体
制

整
備

事
業

イ
進

捗
状

況

○
「
木

の
文

化
を

具
現

化
す

る
推

進
委

員
会

」
開

催
（
2
回

）
○

「
地

域
産

材
ス

ト
ッ

ク
情

報
シ

ス
テ

ム
検

討
委

員
会

」
開

催
（
3

回
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
,0

0
0
(0

)
2
,6

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
森

林
整

備
事

業
の

推
進

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
森

の
力

活
性

・
利

用
対

策
～

地
球

温
暖

化
防

止
森

林
吸

収
源

対
策

～
：
間

伐
及

び
作

業
路

整
備

を
実

施
（
4
月

～
）

○
森

林
バ

イ
オ

マ
ス

活
用

推
進

事
業

：
間

伐
及

び
作

業
路

整
備

を
実

施
（
4
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
8
0
,9

0
0
（
0
）

6
1
,8

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
森

林
景

観
づ

く
り
の

推
進

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
京

都
市

三
山

森
林

景
観

保
全

・
再

生
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」
の

策
定

（
5
月

）
○

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
三

山
に

お
け

る
こ

れ
か

ら
の

森
林

景
観

づ
く
り
」
の

開
催

（
1
1
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,0

0
0
(0

)
1
1
,0

0
0
（
5
0
0
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
林

業
担

い
手

対
策

事
業

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
林

業
労

働
者

共
済

事
業

（
林

業
労

働
者

の
退

職
金

等
制

度
へ

の
加

入
助

成
）
の

実
施

○
緑

の
担

い
手

育
成

事
業

（
林

業
労

働
者

の
社

会
保

険
制

度
へ

の
加

入
助

成
）
の

実
施

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
2
,6

5
6
（
０
）

1
3
,0

8
5
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

3
4

3
8

3
5

3
6

3
7

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

１
．
地

域
産

木
材

の
活

用

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

木
材

利
用

者
へ

の
情

報
提

供

木
材

利
用

者
へ

の
情

報
提

供

森
林

整
備

森
林

整
備

森
林

整
備

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
林

業
労

働
者

長
期

就
労

日
数

() 2
0
1
0
年

度
：
1
1
,6

2
7
日

2
0
1
1
年

度
：
1
2
,0

1
5
日

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

◎
森

林
面

積
（
天

然
生

林
，
育

成
林

）
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
3
0
,0

1
7
ha

2
0
1
1
年

度
：
3
0
,5

6
5
ha

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

木
材

の
産

地
か

ら
消

費
地

ま
で

の
輸

送
距

離
か

ら
算

出
さ

れ
る

木
材

輸
送

に
伴

う
二

酸
化

炭
素

排
出

量
（
ウ

ッ
ド
マ

イ
レ

ー
ジ

）
を

評
価

し
ま

す
。
さ

ら
に

木
質

ペ
レ

ッ
ト
を

含
め

，
木

材
の

生
産

か
ら

流
通

消
費

ま
で

を
市

民
に

見
え

る
形

で
評

価
し

，
情

報
発

信
す

る
方

法
を

検
討

し
ま

す
。

森
林

整
備

事
業

な
ど

に
よ

る
健

全
な

森
林

づ
く
り
，
と

り
わ

け
間

伐
の

必
要

な
森

林
や

放
置

さ
れ

た
森

林
の

整
備

の
推

進
と

森
林

認
証

制
度

の
普

及
に

努
め

る
と

と
も

に
，
長

伐
期

林
，
複

層
林

，
広

葉
樹

林
な

ど
多

様
な

森
林

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

三
山

の
森

林
景

観
を

保
全

・
再

生
す

る
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

，
市

民
や

事
業

者
と

の
協

働
に

よ
る

森
林

景
観

づ
く
り
を

推
進

し
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

林
業

労
働

者
の

社
会

保
障

制
度

や
技

術
研

修
制

度
の

充
実

，
森

林
組

合
な

ど
に

お
け

る
森

林
整

備
班

の
養

成
を

行
う
こ

と
に

よ
り
，
林

業
の

担
い

手
を

確
保

し
，

森
林

整
備

に
必

要
な

体
制

の
整

備
を

図
り
ま

す
。

三
林

森
林

景
観

保
全

・
再

生
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
推

進

森
林

整
備

の
担

い
手

と
な

る
人

材
の

育
成

・
確

保

地
域

産
木

材
ス

ト
ッ

ク
情

報
シ

ス
テ

ム
の

整
備

京
都

市
地

域
産

木
材

の
利

用
促

進
を

図
る

た
め

に
，
木

材
業

界
と

連
携

し
，
工

務
店

が
必

要
と

す
る

木
材

に
つ

い
て

，
供

給
状

況
が

分
か

る
ス

ト
ッ

ク
情

報
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
ま

す
。

ウ
ッ

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

な
ど

の
評

価

健
全

で
多

様
な

森
林

の
育

成

7
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
２

．
森

を
再

生
し

「
木

の
文

化
」
を

大
切

に
す

る
ま

ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
地

域
産

材
を

安
定

し
て

供
給

で
き

る
体

制
の

構
築

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

森
林

総
合

整
備

事
業

：
植

林
，
保

育
及

び
作

業
路

整
備

の
実

施
（
4
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
8
9
,9

7
2
（
０
）

9
2
,2

0
1
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
密

度
の

高
い

林
内

路
網

の
整

備
，
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
森

林
総

合
整

備
事

業
：
植

林
，
保

育
及

び
作

業
路

整
備

の
実

施
（
4
月

～
）

○
高

性
能

機
械

1
台

導
入

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
8
9
,9

7
2
（
0
）
(再

掲
)

1
0
0
,2

0
1
（
0
）

※
う
ち

9
2
,2

0
1
は

再
掲

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
伝

統
文

化
の

森
推

進
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
京

都
伝

統
文

化
の

森
推

進
協

議
会

の
活

動
：
市

民
参

画
イ

ベ
ン

ト
実

施
（
5
月

，
1
0
月

，
1
2
月

，
3

月
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
9
3
0
(0

)
3
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
生

態
系

保
全

型
の

森
づ

く
り
シ

ス
テ

ム
の

構
築

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

森
林

の
現

状
等

に
係

る
市

民
へ

の
普

及
啓

発
：
森

林
ウ

ォ
ー

ク
の

実
施

（
7
月

，
1
2
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
義

務
化

の
詳

細
に

つ
い

て
，

建
築

関
連

団
体

と
意

見
交

換
○

京
都

市
地

球
温

暖
化

対
策

条
例

規
則

改
正

（
3
月

）
・
緑

化
基

準
に

つ
い

て
策

定

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

4
3

3
9

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

4
0

4
1

4
2

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

２
．
森

林
の

適
切

な
保

全

市
街

地
の

緑
化

◎
森

林
面

積
（
天

然
生

林
，
育

成
林

）
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
3
0
,0

1
7
ha

2
0
1
1
年

度
：
3
0
,5

6
5
ha

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

地
域

産
材

を
安

定
供

給
で

き
る

体
制

づ
く
り
を

目
指

し
て

，
伐

採
，

造
林

，
保

育
を

一
体

的
，
計

画
的

，
効

率
的

に
行

う
施

業
の

集
約

化
を

推
進

し
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

林
業

経
営

の
効

率
化

と
低

コ
ス

ト
化

の
推

進

林
業

の
生

産
性

を
高

め
，
経

営
の

効
率

化
を

図
る

た
め

，
密

度
の

高
い

林
内

路
網

の
整

備
と

，
地

形
・
立

地
に

適
し

た
高

性
能

林
業

機
械

の
導

入
を

進
め

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

市
街

地
周

辺
三

山
な

ど
の

里
山

や
京

北
合

併
記

念
の

森
を

中
心

に
，
市

民
な

ど
の

参
画

に
よ

る
森

林
の

保
全

・
整

備
な

ど
の

活
動

を
展

開
し

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
森

づ
く
り
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

者
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
4
団

体
2
0
1
1
年

度
：
1
5
団

体
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

市
民

・
事

業
者

・
大

学
参

画
に

よ
る

生
態

系
保

全
型

の
森

づ
く
り
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
，
豊

か
な

農
林

資
源

を
活

用
し

た
環

境
学

習
な

ど
に

活
用

す
る

森
林

整
備

を
行

い
，
そ

の
シ

ス
テ

ム
を

民
有

林
全

体
に

推
進

し
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

■
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
環

境
学

習
活

動
の

実
施

回
数

（
単

年
度

値
）

2
0
1
0
年

度
：
0
回

2
0
1
1
年

度
：
２
回

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

森
づ

く
り
へ

の
市

民
参

加林
業

の
振

興 林
業

の
振

興 森
づ

く
り
へ

の
市

民
参

加

森
づ

く
り
サ

ポ
ー

タ
ー

の
拡

充施
業

集
約

化
の

推
進

特
定

緑
化

建
築

物
へ

の
緑

化
義

務
化

条
例

に
基

づ
く
特

定
緑

化
建

築
物

（
敷

地
面

積
1
,0

0
0
m

2
以

上
の

新
築

・
改

築
建

築
物

）
に

つ
い

て
，
建

築
物

及
び

敷
地

の
緑

化
を

義
務

付
け

る
こ

と
に

よ
り
，
市

街
地

の
緑

化
を

推
進

し
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

■
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

里
山

な
ど

森
林

を
活

用
し

た
環

境
学

習
事

業
の

展
開

★
特

定
緑

化
建

築
物

数
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
制

度
実

施
前

2
0
1
1
年

度
：
制

度
実

施
前

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

8
0



取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
２

．
森

を
再

生
し

「
木

の
文

化
」
を

大
切

に
す

る
ま

ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

市
営

住
宅

建
設

の
基

本
計

画
の

策
定

作
業

の
推

進
。

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
8
,3

3
2
(1

0
,3

9
5
)

4
0
,2

6
7
(2

0
,7

6
5
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
2
施

設
，
約

1
3
6
m

2
の

緑
化

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
緑

の
ま

ち
な

か
緑

化
助

成
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
屋

上
緑

化
：
3
件

，
3
0
㎡

，
助

成
2
3
7
千

円
○

壁
面

緑
化

：
2
件

，
3
7
㎡

，
助

成
1
8
5
千

円
○

地
上

緑
化

：
1
6
件

，
2
3
6
㎡

，
助

成
9
9
9
千

円

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
,0

0
0
(0

)
5
,7

6
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

中
心

部
に

お
け

る
緑

化
義

務
化

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
総

合
体

験
型

市
民

農
園

付
帯

設
備

（
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
，
バ

イ
オ

ト
イ

レ
等

）
の

設
置

（
6
月

～
9
月

）
○

総
合

体
験

型
市

民
農

園
開

園
（
9
月

）
○

入
園

者
募

集
説

明
会

（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,0

1
0
(0

)
1
0
,5

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

4
4

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

市
街

地
の

緑
化

公
共

施
設

の
緑

化
の

推
進

京
都

市
が

整
備

す
る

公
共

建
築

物
な

ど
の

公
共

施
設

に
お

い
て

，
緑

化
を

積
極

的
に

推
進

し
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

4
5

4
6

4
7

4
8

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

市
街

地
の

緑
化

市
街

地
の

緑
化

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策 ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策

市
民

な
ど

と
の

協
働

に
よ

る
民

有
地

緑
化

の
推

進

緑
が

少
な

く
，
緑

化
余

地
も

少
な

い
中

心
市

街
地

に
お

い
て

，
緑

化
を

義
務

化
す

る
こ

と
に

よ
り
，

民
有

地
緑

化
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

★
市

民
農

園
区

画
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
3
9
6
3
区

画
2
0
1
1
年

度
：
4
1
5
3
区

画
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

鴨
川

を
幹

と
し

た
風

の
道

づ
く

り

河
川

を
幹

と
し

て
，
緑

の
適

切
な

配
置

に
よ

り
郊

外
か

ら
清

涼
な

風
を

都
市

に
送

り
込

む
，
「
風

の
道

」
を

形
成

す
る

こ
と

に
よ

り
，
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
の

緩
和

を
推

進
し

ま
す

。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

市
民

農
園

の
整

備
な

ど
に

よ
る

農
地

の
有

効
活

用

地
域

主
導

の
市

民
農

園
モ

デ
ル

と
な

る
総

合
体

験
型

市
民

農
園

を
整

備
し

，
市

民
が

参
加

で
き

る
環

境
に

や
さ

し
い

都
市

型
農

業
を

振
興

し
ま

す
。

屋
上

緑
化

・
壁

面
緑

化
に

対
す

る
助

成
の

充
実

住
宅

や
事

業
所

な
ど

の
民

有
地

に
お

け
る

緑
化

に
対

し
て

助
成

す
る

こ
と

に
よ

り
，
民

有
地

緑
化

の
推

進
を

図
り
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
緑

の
ま

ち
な

か
緑

化
助

成
件

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
5
件

2
0
1
1
年

度
：
2
1
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

8
1



取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
２

．
森

を
再

生
し

「
木

の
文

化
」
を

大
切

に
す

る
ま

ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
道

路
の

森
づ

く
り
」

　
御

池
通

（
天

神
川

～
西

大
路

通
）
：
ケ

ヤ
キ

4
9
本

，
サ

ル
ス

ベ
リ
4
本

（
1
.4

 k
m

）
植

栽

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
6
,0

0
0
（
0
）

3
4
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

京
都

駅
に

て
「
D
O
 Y

O
U

K
Y
O
T
O
？

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
『
打

ち
水

』
（
7
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
上

下
水

道
局

本
庁

前
及

び
下

水
道

部
管

路
管

理
セ

ン
タ

ー
・
支

所
5
営

業
所

に
て

一
斉

打
ち

水
大

作
戦

２
０
１
１
実

施
（
8
月

）
○

可
動

式
の

ド
ラ

イ
型

ミ
ス

ト
装

置 2
台

を
，
通

常
は

動
物

園
に

設
置

し
（
5
月

7
日

～
1
0
月

2
日

）
，
イ

ベ ン
ト
時

に
は

会
場

に
移

設
(1

0
箇

所
)

○
1
0
0
箇

所
の

保
育

所
，
幼

稚
園 及

び
市

立
小

・
中

学
校

に
，
簡

易
型

ミ
ス

ト
装

置
を

モ
ニ

タ
ー

設
置

（
7
月

1
日

～
9
月

3
0
日

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
7
,0

0
0
(0

)
7
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円
6
6
1
3
(0

)

★
打

ち
水

実
施

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
2

2
0
1
1
年

度
：
2

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

5
0

4
9

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

３
．
水

と
緑

と
風

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

水
を

活
用

し
た

取
組

の
推

進

水
の

気
化

熱
を

利
用

し
て

周
辺

の
気

温
を

下
げ

る
「
打

ち
水

」
の

実
施

拡
大

や
，
「
ミ
ス

ト
装

置
」
の

普
及

促
進

に
取

り
組

み
，
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
の

緩
和

に
つ

な
げ

ま
す

。

水
と

緑
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

市
街

地
周

辺
の

山
々

や
農

地
の

緑
，
中

心
市

街
地

に
お

け
る

街
路

樹
な

ど
の

緑
と

，
市

内
を

貫
流

す
る

河
川

の
軸

を
骨

格
と

し
た

水
と

緑
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前
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．
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N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
?
ク

レ
ジ

ッ
ト
」
制

度
の

創
設

（
8
月

）
○

省
エ

ネ
に

取
り
組

む
中

小
事

業
者

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

募
集

開
始

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
登

録
を

実
施

（
8
月

～
3
月

）
○

ク
レ

ジ
ッ

ト
認

証
を

実
施

し
，
ク

レ
ジ

ッ
ト
創

出
奨

励
金

を
交

付
（
2

月
～

3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
4
,2

0
0
（
0
）

1
9
,5

2
5
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
義

務
化

の
詳

細
に

つ
い

て
，

建
築

関
連

団
体

と
意

見
交

換
○

京
都

市
地

球
温

暖
化

対
策

条
例

規
則

改
正

（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し

イ
進

捗
状

況

○
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

の
開

始
（
H
2
3
～

H
2
5
年

度
）
を

H
2
3
.9

月
末

ま
で

に
提

出
を

求
め

，
計

画
期

間
中

（
H
2
3
～

2
5
年

度
）
に

取
り
組

ま
れ

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
し

た
電

力
又

は
熱

の
供

給
に

つ
い

て
，
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

か
ら

差
し

引
い

て
評

価
を

実
施

。

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,5

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
と

同
じ

7
,7

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
と

同
じ

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
補

助
（
太

陽
光

発
電

設
備

）
○

太
陽

熱
利

用
設

備
設

置
支

援
の

検
討

○
見

直
し

イ
進

捗
状

況

○
助

成
の

実
施

・
申

請
件

数
：
単

年
度

1
,5

7
1

　
　
　
　
　
　
　
（
累

計
3
,8

7
7
）
件

・
設

置
件

出
力

：
単

年
度

6
,2

0
2

　
　
　
　
　
　
　
　
（
累

計
1
4
,0

2
6
）

k
W

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
当

初
2
1
1
,1

0
0
(0

)，
9
月

補
正

1
0
0
,0

0
0
(0

)
1
9
5
,9

0
0
（
０
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

5
1

5
3

5
4

5
2

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

条
例

に
基

づ
き

，
特

定
建

築
物

の
建

築
主

に
対

し
，
太

陽
光

発
電

設
備

な
ど

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

設
備

の
設

置
を

義
務

化
し

ま
す

。

◎
ク

レ
ジ

ッ
ト
化

さ
れ

た
削

減
量

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
0
ト
ン

2
0
1
1
年

度
：
1
5
9
.6

ト
ン

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

事
業

活
動

に
お

け
る

活
用

条
例

に
基

づ
き

，
特

定
事

業
者

に
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

，
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
の

た
め

の
計

画
・
報

告
書

を
市

に
提

出
す

る
制

度
に

お
い

て
，
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
を

評
価

し
ま

す
。

国
内

ク
レ

ジ
ッ

ト
制

度
や

オ
フ

セ
ッ

ト
・

ク
レ

ジ
ッ

ト
制

度
な

ど
の

国
の

制
度

の
活

用
に

加
え

，
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
や

中
小

事
業

者
が

取
り
組

み
や

す
い

京
都

独
自

の
ク

レ
ジ

ッ
ト
制

度
を

創
設

し
，
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
量

と
い

う
環

境
価

値
を

「
見

え
る

化
」
し

，
経

済
的

に
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り
，
地

域
で

循
環

・
流

通
さ

せ
る

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

市
民

生
活

に
お

け
る

活
用

「
D
O
 Y

O
U

K
Y
O
T
O
?
ク

レ
ジ

ッ
ト
（
仮

称
）
」

制
度

の
創

設

事
業

者
排

出
量

削
減

計
画

書
制

度
に

お
け

る
評

価

事
業

活
動

に
お

け
る

活
用

特
定

建
築

物
へ

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
義

務
化

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

太
陽

光
発

電
設

備
な

ど
を

設
置

す
る

市
民

に
対

し
，
補

助
や

融
資

を
行

い
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

事
業

活
動

に
お

け
る

活
用

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

■
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

太
陽

光
発

電
設

備
及

び
太

陽
熱

利
用

設
備

の
導

入
に

対
す

る
補

助
な

ど
の

実
施

8
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．
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N
o
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取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
○

京
の

ア
ジ

ェ
ン

ダ
２
１
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

課
題

を
検

討

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
5
.8

(0
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備

イ
進

捗
状

況
○

市
営

住
宅

建
設

の
基

本
計

画
策

定
及

び
実

施
設

計
の

推
進

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
4
0
2
6
7
(2

0
7
6
5
)

0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
京

都
市

公
共

建
築

物
低

炭
素

仕
様

に
基

づ
く
施

設
整

備

イ
進

捗
状

況
1
0
施

設
，
約

1
3
0
k
W

導
入

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況

○
調

査
委

託
業

者
の

選
定

に
向

け
た

事
業

内
容

検
討

（
４
月

～
）

○
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
に

よ
る

委
託

業
務

受
託

業
者

選
定

・
委

託
契

約
締

結
（
９
月

）
○

現
地

踏
査

・
現

地
調

査
・
詳

細
地

点
調

査
・
事

業
可

能
性

検
討

・
報

告
書

作
成

（
～

３
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
,0

0
0
（
0
）

3
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
○

小
水

力
発

電
の

詳
細

設
計

に
向

け
た

内
容

の
検

討
。

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

5
7

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

5
8

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

公
共

部
門

に
お

け
る

活
用

5
5

5
6

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

小
水

力
発

電
の

導
入

の
推

進

市
民

生
活

に
お

け
る

活
用

市
民

生
活

に
お

け
る

活
用

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

公
共

部
門

に
お

け
る

活
用

市
民

な
ど

協
働

で
太

陽
光

発
電

設
備

を
設

置
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

新
築

住
宅

に
対

し
て

，
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
を

義
務

付
け

る
こ

と
を

検
討

し
ま

す
。

京
都

市
が

整
備

す
る

公
共

建
築

物
に

お
い

て
，
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
太

陽
光

，
太

陽
熱

，
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

）
を

積
極

的
に

導
入

し
ま

す
。

新
築

住
宅

へ
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

義
務

化
の

検
討

市
民

協
働

発
電

制
度

の
実

施

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
中

で
も

活
用

が
期

待
さ

れ
る

小
水

力
発

電
に

つ
い

て
，
導

入
可

能
性

調
査

を
行

う
と

と
も

に
，
新

た
な

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

の
有

効
利

用
を

図
り
ま

す
。

公
共

建
築

物
へ

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
太

陽
光

，
太

陽
熱

，
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

な
ど

）
の

率
先

導
入

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
３

．
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

・
地

域
循

環
の

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

平
成

2
3
年

度
以

前
か

ら
実

施
○

平
成

2
3
年

度
 バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
精

製
量

：
1
3
0
万

リ
ッ

ト
ル

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
（
歳

出
）
1
5
4
,5

3
4
千

円
（
歳

入
）
1
3
,0

7
7
千

円
（
歳

出
）
1
5
0
,2

2
3
千

円
（
歳

入
）
1
2
,1

7
4
千

円
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

ご
み

収
集

車
：
1
4
7
台

の
燃

料
と

し
て

活
用

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

市
バ

ス
：
9
3
両

の
燃

料
と

し
て

活
用

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
3
,7

5
4
（
0
）

1
3
,7

5
4
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
工

事
に

向
け

た
調

整
・
検

討
○

現
地

着
工

イ
進

捗
状

況

○
循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
に

係
る

地
域

計
画

の
事

後
評

価
○

最
新

の
他

都
市

事
例

調
査

○
メ

ー
カ

ー
及

び
学

識
者

か
ら

の
意

見
集

積

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,4

4
0
(0

)
2
,5

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

5
9

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

公
共

部
門

に
お

け
る

活
用

使
用

済
て

ん
ぷ

ら
油

か
ら

精
製

し
た

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

の
利

用
拡

大

使
用

済
て

ん
ぷ

ら
油

を
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
と

し
て

精
製

し
，
京

都
市

の
ご

み
収

集
車

や
市

バ
ス

の
燃

料
と

し
て

活
用

し
ま

す
。

★
回

収
拠

点
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
,5

7
7
拠

点
2
0
1
1
年

度
：
1
,6

4
7
拠

点
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
使

用
済

て
ん

ぷ
ら

油
回

収
量

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
1
9
3
,1

7
2
リ
ッ

ト
ル

2
0
1
1
年

度
：
1
9
5
,5

1
2
リ
ッ

ト
ル

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

6
0

新
た

に
建

替
え

整
備

を
行

う
第

2
工

場
で

は
，
従

来
か

ら
行

っ
て

い
る

ご
み

発
電

の
更

な
る

高
効

率
化

や
，
生

ご
み

の
バ

イ
オ

ガ
ス

化
を

行
い

，
ご

み
の

持
つ

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
の

最
大

化
を

図
り
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

公
共

部
門

に
お

け
る

活
用

南
部

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
第

2
工

場
建

替
え

時
に

お
け

る
バ

イ
オ

ガ
ス

化
施

設
の

併
設

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
３

．
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

・
地

域
循

環
の

ま
ち

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
利

用
方

法
等

の
検

討

イ
進

捗
状

況

○
下

水
汚

泥
か

ら
発

生
す

る
メ

タ
ン

ガ
ス

を
焼

却
炉

及
び

ボ
イ

ラ
ー

の
補

助
燃

料
と

し
て

利
用

○
下

水
汚

泥
か

ら
発

生
す

る
脱

水
ケ

ー
キ

を
東

部
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
で

混
焼

し
，
ご

み
発

電
に

利
用 ・
計

画
利

用
量

（
約

1
9
％

）
（
メ

タ
ン

ガ
ス

：
2
,6

4
6
,0

5
0
 N

m
3

（
2
,7

5
5
 d

s-
t）

約
8
 ％

，
脱

水
ケ

ー
キ

：
5
,6

6
4
, 
t（

3
,5

6
8
d
s-

t）
約

1
1
 ％

）
※

　
計

画
年

間
汚

泥
量

　
約

3
3
,3

7
7
 d

s-
t

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
○

推
進

イ
進

捗
状

況

○
「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

京
都

研
究

会
」
の

開
催

（
3
回

：
6
月

・
8
月

・
3

月
）

○
岡

崎
地

域
，
ら

く
な

ん
進

都
，

職
住

共
存

地
域

分
科

会
の

開
催

（
1
0
回

:岡
崎

3
回

,ら
く
な

ん
進

都
3
回

,職
住

共
存

4
回

）
○

「
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
普

及
支

援
事

業
（
経

済
産

業
省

）
」
へ

公
募

提
案

書
提

出
（
８

月
）
事

業
選

定
(1

0
月

)
○

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

京
都

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

案
作

成
(3

月
)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
,5

0
0
(0

)
1
1
,5

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

策
定

，
推

進

イ
進

捗
状

況
○

平
成

2
4
年

2
月

2
2
日

新
た

な
「
京

都
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
」
策

定

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
0
,5

0
0
(0

)
1
0
,2

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

6
1

6
2

２
．
地

域
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

6
3

ス
マ

ー
ト
・

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

１
．
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
拡

大

公
共

部
門

に
お

け
る

活
用

２
．
地

域
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ス
マ

ー
ト
・

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

下
水

汚
泥

か
ら

メ
タ

ン
ガ

ス
を

取
り
出

し
，
燃

料
と

し
て

の
有

効
利

用
を

図
り
ま

す
。

エ
コ

・
コ

ン
パ

ク
ト
な

都
市

に
向

け
た

土
地

利
用

の
促

進

新
た

な
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
策

定
し

，
地

域
ご

と
の

特
性

を
生

か
す

た
め

の
多

彩
で

個
性

的
，
か

つ
秩

序
あ

る
土

地
利

用
の

展
開

や
地

球
環

境
へ

の
負

荷
の

少
な

い
集

約
的

な
都

市
機

能
の

配
置

を
図

り
，
様

々
な

都
市

活
動

を
持

続
的

に
展

開
す

る
こ

と
の

で
き

る
都

市
を

実
現

し
ま

す
。

ら
く
な

ん
進

都
，
岡

崎
地

域
等

に
お

け
る

新
た

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ

ス
テ

ム
の

構
築

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

て
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
地

域
内

で
融

通
し

合
う
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
の

構
築

に
加

え
，
交

通
の

最
適

化
や

地
域

ぐ
る

み
の

エ
コ

行
動

の
促

進
を

含
め

た
ス

マ
ー

ト
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

研
究

を
行

い
，
実

証
を

進
め

ま
す

。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

下
水

汚
泥

（
メ

タ
ン

ガ
ス

）
の

有
効

利
用

8
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
事

業
実

施
（
京

朝
ス

タ
イ

ル
月

間
の

取
組

）
○

見
直

し
・
充

実
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
朝

講
座

の
開

設
（
９
～

１
０
月

）
○

F
a
c
e
b
o
o
k
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
朝

に
関

す
る

情
報

発
信

(７
月

～
)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,0

0
0
(0

)
1
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
○

D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
？

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
制

作
（
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,5

0
0
(0

)
5
0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況

○
実

施
中

市
民

し
ん

ぶ
ん

、
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

，
電

光
掲

示
板

に
お

い
て

実
績

あ
り
。

○
実

施
商

業
紙

へ
の

環
境

関
連

広
告

の
掲

載
及

び
京

都
市

情
報

館
へ

の
啓

発
情

報
の

掲
載

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円
0
(0

)

計
画

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
？

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
4
7
万

人
推

進
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」
関

連
事

業
へ

の
参

加
者

4
6
,6

8
6
人

，
協

力
7
6
5
社

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
？

」
ラ

ッ
ピ

ン
グ

バ
ス

の
運

行

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
5
,8

0
0
(0

)
1
3
8
0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

6
5

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

を
楽

し
く
格

好
よ

く

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
を

積
極

活
用

し
た

普
及

啓
発

印
刷

物
へ

の
掲

載
や

広
報

発
表

に
加

え
て

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

テ
レ

ビ
な

ど
，
市

民
に

深
く
浸

透
し

て
い

る
メ

デ
ィ

ア
を

積
極

活
用

し
た

普
及

啓
発

を
推

進
し

ま
す

。

6
4

6
6

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
京

灯
デ

ィ
ナ

ー
参

加
者

数
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
2
5
箇

所
2
0
1
1
年

度
：
2
4
箇

所
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
ラ

イ
ト
ダ

ウ
ン

参
加

者
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
9
9
事

業
所

2
0
1
1
年

度
：
1
0
5
事

業
所

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

★
市

民
生

活
実

感
調

査
（
省

エ
ネ

や
省

資
源

に
取

り
組

む
お

店
や

買
い

物
客

，
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

人
が

増
え

て
い

る
。
）
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
4
6
.3

%
2
0
1
1
年

度
：
5
6
.5

%
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

エ
コ

を
楽

し
く
格

好
よ

く

京
都

議
定

書
が

発
効

し
た

2
月

1
6
日

を
記

念
し

，
毎

月
1
6
日

を
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
？

デ
ー

」
と

定
め

，
こ

の
日

を
中

心
に

ラ
イ

ト
ダ

ウ
ン

や
ノ
ー

マ
イ

カ
ー

デ
ー

な
ど

，
環

境
に

や
さ

し
い

取
組

を
市

民
や

事
業

者
と

と
も

に
実

践
し

ま
す

。

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

を
楽

し
く
格

好
よ

く

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

「
太

陽
が

昇
っ

た
ら

起
き

て
，
沈

ん
だ

ら
寝

る
」
と

い
う
自

然
の

サ
イ

ク
ル

に
沿

っ
た

，
京

都
発

の
，
健

康
的

で
環

境
に

も
や

さ
し

い
朝

型
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

推
奨

す
る

取
組

で
あ

る
「
京

朝
ス

タ
イ

ル
」
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

京
朝

ス
タ

イ
ル

の
普

及

「
D
O
 Y

O
U

K
Y
O
T
O
？

デ
ー

」
に

お
け

る
取

組
の

推
進

8
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
　
※

京
都

学
生

祭
典

へ
の

支
援

は
継

続
実

施
○

実
施

イ
進

捗
状

況

○
大

学
生

を
対

象
と

し
た

エ
コ

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

開
催

。
参

加
者

3
0
名

○
学

生
祭

典
K
Y
O
-
S
E
N
S
E
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
支

援

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
4
0
(0

)
0

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
4
0
(0

)

計
画

○
検

討
　
※

京
都

学
生

祭
典

へ
の

支
援

は
継

続
実

施
○

実
施

イ
進

捗
状

況
京

都
学

生
祭

典
へ

の
支

援

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
5
,5

0
0
(0

)
5
,5

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
エ

コ
ド
ラ

イ
ブ

推
進

事
業

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

教
室

の
開

催
（
1
1
月

，
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,0

1
1
(0

)
6
,9

7
5
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
森

と
海

と
暮

ら
し

の
連

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
，

京
の

食
文

化
普

及
啓

発
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
エ

コ
ク

ッ
キ

ン
グ

の
開

催
(1

8
回

)
○

鴨
川

の
天

然
ア

ユ
の

遡
上

数
の

確
認

(2
0
,0

0
0
尾

)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
5
8
,3

7
2
(0

)の
一

部
1
4
9
,3

3
8
(0

)の
一

部
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
森

と
海

と
暮

ら
し

の
連

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
，

京
の

食
文

化
普

及
啓

発
事

業
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

地
下

鉄
駅

ナ
カ

等
に

お
い

て
直

売
所

を
開

設
し

，
「
京

の
時

待
ち

食
」
の

啓
発

を
実

施
（
4
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
6
7
,5

0
0
(1

6
7
,5

0
0
)

9
3
,3

0
0
(9

3
,3

0
0
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

★
市

民
生

活
実

感
調

査
（
省

エ
ネ

や
省

資
源

に
取

り
組

む
お

店
や

買
い

物
客

，
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

人
が

増
え

て
い

★
協

力
大

学
数

()
2
0
1
0
年

度
：
不

明
2
0
1
1
年

度
：
不

明
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
協

力
大

学
数

()
2
0
1
0
年

度
：
不

明
2
0
1
1
年

度
：
不

明
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

農
林

水
産

物
の

地
産

地
消

と
「
京

の
時

待
ち

食
」
の

普
及

・
推

進
に

よ
る

環
境

に
配

慮
し

た
食

生
活

の
普

及

「
大

学
の

ま
ち

京
都

・
学

生
の

ま
ち

京
都

」
の

学
生

の
力

を
活

用
し

た
エ

コ
活

動
の

推
進

人
口

の
約

1
割

に
当

た
る

学
生

が
在

籍
す

る
京

都
の

特
性

を
踏

ま
え

，
学

園
祭

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
京

都
市

と
の

協
働

な
ど

，
学

生
の

力
を

活
用

し
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

6
9

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

で
健

康
に

6
8

6
7

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

◎
エ

コ
ド
ラ

イ
バ

ー
ズ

宣
言

者
数

(累
積

値
)

2
0
0
9
年

度
：
5
.1

万
人

2
0
1
0
年

度
：
7
.1

万
人

2
0
1
1
年

度
：
8
.7

万
人

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
推

進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

を
楽

し
く
格

好
よ

く

旬
の

時
期

を
待

っ
て

地
元

食
材

を
食

べ
る

「
京

の
時

待
ち

食
」
の

普
及

や
，
環

境
に

配
慮

し
な

が
ら

「
買

い
物

」
・
「
料

理
」
・
「
片

づ
け

」
を

行
う
エ

コ
ク

ッ
キ

ン
グ

な
ど

の
取

組
を

通
し

て
，
食

材
の

生
産

・
輸

送
・
調

理
に

使
用

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

を
低

減
し

，
環

境
負

荷
の

小
さ

い
食

生
活

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

エ
コ

を
楽

し
く
格

好
よ

く

燃
料

消
費

量
の

少
な

い
運

転
方

法
で

あ
る

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

に
つ

い
て

，
広

く
一

般
ド
ラ

イ
バ

ー
へ

の
普

及
を

図
り
ま

す
。

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

8
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
京

都
一

周
ト
レ

イ
ル

運
営

な
ど

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
京

都
一

周
ト
レ

イ
ル

マ
ッ

プ
の

作
成

・
販

売
，
道

標
の

整
備

，
コ

ー
ス

の
維

持
補

修
（
4
月

～
）

※
全

コ
ー

ス
マ

ッ
プ

の
日

英
併

記
化

を
完

了
（
9
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
,1

0
0
(0

)
2
,6

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
自

転
車

等
駐

車
場

の
整

備
○

自
転

車
通

行
環

境
の

整
備

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
自

転
車

等
駐

車
場

の
整

備
・
京

都
市

民
間

自
転

車
等

駐
車

場
整

備
助

成
金

制
度

の
活

用
に

よ
る

整
備

　
1
2
箇

所
7
9
7
台

・
無

料
駐

輪
場

の
有

料
化

再
整

備 　
1
箇

所
2
8
6
台

（
平

成
2
4
年

4
月

供
用

開
始

）
・
道

路
占

用
に

よ
る

整
備

　
１
箇

所
1
4
1
台

（
平

成
2
4
年

3
月

供
用

開
始

）

○
自

転
車

通
行

環
境

の
整

備
・
自

転
車

通
行

環
境

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
案

）
の

作
成

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
8
,0

0
0
（
0
）

1
1
4
,0

0
0
（
3
9
,4

5
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
こ

ど
も

エ
コ

ラ
イ

フ
チ

ャ
レ

ン
ジ

推
進

事
業

　
な

ど
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
こ

ど
も

エ
コ

ラ
イ

フ
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
全

市
立

小
学

校
に

て
実

施

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
1
,2

4
7
(0

)
2
0
,3

5
6
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
コ

で
健

康
に

子
ど

も
の

夏
休

み
や

冬
休

み
な

ど
を

利
用

し
て

，
家

族
ぐ

る
み

で
省

エ
ネ

に
取

り
組

ん
で

も
ら

う
「
こ

ど
も

エ
コ

ラ
イ

フ
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
や

，
学

校
の

エ
コ

ス
ク

ー
ル

化
な

ど
の

取
組

を
通

し
て

，
将

来
を

担
う
子

ど
も

た
ち

へ
の

様
々

な
環

境
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

関
を

利
用

す
る

人
が

増
え

て
い

る
。
）
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
4
6
.3

%
2
0
1
1
年

度
：
5
6
.5

%
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
市

民
生

活
実

感
調

査
（
省

エ
ネ

や
省

資
源

に
取

り
組

む
お

店
や

買
い

物
客

，
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

人
が

増
え

て
い

る
。
）
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
4
6
.3

%
2
0
1
1
年

度
：
5
6
.5

%
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

7
0

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

で
健

康
に

歩
行

空
間

や
自

転
車

利
用

環
境

の
整

備

地
球

温
暖

化
対

策
だ

け
で

な
く
，

観
光

振
興

や
健

康
面

の
サ

ポ
ー

ト
と

い
う
観

点
か

ら
，
徒

歩
や

適
正

な
自

転
車

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

7
0

7
1

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

エ
コ

を
学

ぶ

子
ど

も
へ

の
環

境
教

育
の

推
進歩

行
空

間
や

自
転

車
利

用
環

境
の

整
備

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
エ

コ
チ

ャ
レ

実
施

学
童

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
1
,2

0
0
名

2
0
1
1
年

度
：
1
1
,1

0
0
名

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

地
球

温
暖

化
対

策
だ

け
で

な
く
，

観
光

振
興

や
健

康
面

の
サ

ポ
ー

ト
と

い
う
観

点
か

ら
，
徒

歩
や

適
正

な
自

転
車

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

8
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
こ

ど
も

エ
コ

ラ
イ

フ
チ

ャ
レ

ン
ジ

推
進

事
業

　
な

ど
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

・
市

立
朱

雀
第

四
小

学
校

エ
コ

改
修

工
事

契
約

業
者

建
築

工
事

：
京

和
産

業
(株

)
H
2
3
.7

.2
0
契

約
機

械
設

備
工

事
：
(株

)辻
村

工
業

所
H
2
3
.7

.2
1
契

約
電

気
設

備
工

事
：
(株

)鎌
電

H
2
3
.8

.1
契

約
・
屋

上
断

熱
等

改
修

工
事

の
実

施
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
配

布
・
周

知

イ
進

捗
状

況

○
「
京

都
ご

み
減

量
・
分

別
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

保
存

版
」
に

係
る

追
記

版
を

市
民

し
ん

ぶ
ん

区
版

へ
挟

み
込

み
，
全

戸
配

布
を

実
施

。
（
H
2
4
年

3
月

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
3
,5

5
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
平

成
2
3
年

度
以

前
か

ら
実

施
・
環

境
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
数

：
1
3
6
（
エ

コ
メ

イ
ト
5
5
，
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

8
1
）
名

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
5
7
,3

7
2
(0

)の
一

部
1
4
8
,3

3
8
(0

)の
一

部
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
低

炭
素

の
モ

デ
ル

地
区

「
エ

コ
学

区
」
事

業
　
な

ど
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
各

区
・
支

所
管

内
で

1
箇

所
ず

つ
計

1
4
箇

所
の

エ
コ

学
区

を
認

定
（
7
月

）
○

く
ら

し
の

匠
事

業
　
2
学

区
実

施 ○
う
ち

エ
コ

診
断

事
業

　
5
学

区
実

施
○

地
域

実
験

事
業

　
7
学

区
実

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
9
,3

0
0
(0

)
2
9
,3

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

7
1

子
ど

も
の

夏
休

み
や

冬
休

み
な

ど
を

利
用

し
て

，
家

族
ぐ

る
み

で
省

エ
ネ

に
取

り
組

ん
で

も
ら

う
「
こ

ど
も

エ
コ

ラ
イ

フ
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
や

，
学

校
の

エ
コ

ス
ク

ー
ル

化
な

ど
の

取
組

を
通

し
て

，
将

来
を

担
う
子

ど
も

た
ち

へ
の

様
々

な
環

境
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

子
ど

も
へ

の
環

境
教

育
の

推
進

エ
コ

を
学

ぶ

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

１
．
エ

コ
生

活
の

普
及

促
進

7
3

7
4

地
域

ぐ
る

み
の

エ
コ

活
動

7
2

エ
コ

を
学

ぶ エ
コ

を
学

ぶ

地
球

温
暖

対
策

の
視

点
を

盛
り

込
ん

だ
総

合
環

境
情

報
誌

を
作

成
し

，
全

戸
配

布
を

行
う
こ

と
に

よ
り
，
市

民
一

人
ひ

と
り
の

意
識

啓
発

を
図

り
ま

す
。

C
O
P
3
開

催
の

記
念

館
で

あ
る

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

エ
コ

学
習

を
展

開
す

る
こ

と
に

よ
り
，
地

球
温

暖
化

対
策

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を

図
り
ま

す
。
ま

た
，
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

し
て

，
環

境
問

題
に

主
体

的
に

取
り
組

む
市

民
を

育
て

て
い

き
ま

す
。

地
域

活
動

の
基

本
単

位
で

あ
る

学
区

や
商

店
街

を
対

象
に

，
地

球
温

暖
化

対
策

を
地

域
ぐ

る
み

で
集

中
的

に
取

り
組

む
「
エ

コ
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
を

新
た

に
創

設
す

る
と

と
も

に
，
京

都
市

の
人

口
の

約
1
割

に
相

当
す

る
学

生
の

力
を

活
用

し
た

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
削

減
の

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

★
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
来

館
者

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
6
8
,8

8
1
人

2
0
1
1
年

度
：
8
7
,4

3
4
人

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

◎
エ

コ
学

区
に

お
け

る
削

減
量

測
定

の
予

定
世

帯
数

(単
年

度
)

2
0
1
0
年

度
：
制

度
開

始
前

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

エ
コ

学
区

，
エ

コ
商

店
街

，
エ

コ
大

学
な

ど
新

た
な

「
エ

コ
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
の

創
設

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

総
合

環
境

情
報

誌
の

作
成

・
全

戸
配

布

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

す
る

エ
コ

学
習

の
展

開
と

人
材

育
成

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

２
．
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
エ

コ
活

動
の

推
進
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
各

区
環

境
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

事
業

な
ど

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
各

区
か

ら
の

事
業

提
案

を
審

査
し

，
助

成
金

を
令

達
（
5
月

）
○

市
民

活
動

団
体

と
区

役
所

が
協

働
し

て
事

業
を

実
施

（
5
月

～
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,0

0
0
（
0
）

7
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
各

区
環

境
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

事
業

な
ど

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
4
2
イ

ベ
ン

ト
実

施

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
（
0
）

7
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

実
施

　
※

エ
コ

リ
フ

ォ
ー

ム
推

進
事

業
　
な

ど
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

エ
コ

リ
フ

ォ
ー

ム
融

資
の

創
設

及
び

受
付

開
始

（
4
月

～
）

○
融

資
件

数
：
1
7
件

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
4
5
0
0
0
(0

)
1
2
0
0
0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
○

創
設

○
見

直
し

・
充

実

イ
進

捗
状

況
○

す
ま

い
よ

ろ
ず

相
談

「
環

境
」

分
野

に
お

け
る

実
験

的
な

相
談

業
務

及
び

効
果

検
証

（
4
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
0
(1

3
)

3
0
(1

3
)

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
　
※

環
境

家
計

簿
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
版

で
継

続
○

実
施

イ
進

捗
状

況

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
版

環
境

家
計

簿
）

○
①

企
業

や
グ

ル
ー

プ
単

位
で

の
取

組
を

促
進

す
る

た
め

②
お

試
し

機
能

を
追

加
し

，
気

軽
に

取
り
組

み
や

す
く
す

る
た

め
，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
版

環
境

家
計

簿
の

改
良

を
実

施
○

う
ち

エ
コ

診
断

を
低

炭
素

の
モ

デ
ル

地
区

「
エ

コ
学

区
」
事

業
の

一
部

と
し

て
実

施
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

★
省

エ
ネ

化
に

よ
る

固
定

資
産

税
減

額
対

象
数

(単
年

度
値

（
年

度
当

初
）
)

2
0
1
0
年

度
：
1
5

2
0
1
1
年

度
：
3
0

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

7
5

地
域

ぐ
る

み
の

エ
コ

活
動

各
区

に
お

け
る

エ
コ

活
動

支
援

事
業

の
推

進

３
．
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

の
普

及
促

進

住
宅

の
低

炭
素

化
の

推
進

３
．
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

の
普

及
促

進

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
見

え
る

化
の

推
進

３
．
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

の
普

及
促

進

住
宅

の
低

炭
素

化
の

推
進

２
．
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
エ

コ
活

動
の

推
進

7
6

7
7

7
8

★
省

エ
ネ

化
に

よ
る

固
定

資
産

税
減

額
対

象
数

(単
年

度
値

（
年

度
当

初
）
)

2
0
1
0
年

度
：
1
5

2
0
1
1
年

度
：
3
0

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

既
存

住
宅

に
お

け
る

省
エ

ネ
改

修
の

支
援

拡
大

の
検

討

自
ら

居
住

す
る

住
宅

の
エ

コ
リ

フ
ォ

ー
ム

を
行

う
費

用
に

つ
い

て
，
金

融
機

関
と

連
携

し
て

，
低

利
率

で
融

資
を

あ
っ

せ
ん

す
る

な
ど

，
既

存
住

宅
を

対
象

に
，
省

エ
ネ

改
修

に
対

す
る

支
援

の
拡

大
を

検
討

し
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

各
区

の
環

境
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

事
業

な
ど

，
各

区
に

お
け

る
エ

コ
活

動
支

援
事

業
を

推
進

し
ま

す
。

★
実

施
イ

ベ
ン

ト
数

(単
年

度
値

)
2
0
1
1
年

度
：
4
2
イ

ベ
ン

ト
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

省
エ

ネ
住

ま
い

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

創
設

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
省

エ
ネ

診
断

実
施

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
0

2
0
1
1
年

度
：
3
0
0

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

家
庭

に
お

け
る

省
エ

ネ
診

断
の

拡
充

省
エ

ネ
の

専
門

家
が

専
用

の
ツ

ー
ル

を
用

い
て

，
各

家
庭

の
二

酸
化

炭
素

排
出

状
況

を
「
見

え
る

化
」
し

，
削

減
余

地
の

大
き

い
も

の
に

対
し

て
集

中
的

に
対

策
の

提
案

を
行

う
な

ど
，
各

家
庭

の
様

々
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

た
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
の

対
策

を
実

施
し

，
確

実
な

二
酸

化
炭

素
削

減
を

図
り
ま

す
。

住
宅

の
省

エ
ネ

改
修

に
つ

い
て

，
技

術
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

え
る

人
材

を
養

成
す

る
と

と
も

に
，
京

都
ら

し
い

環
境

配
慮

の
方

策
も

含
め

，
市

民
が

安
心

し
て

住
宅

の
省

エ
ネ

改
修

に
関

す
る

技
術

的
な

相
談

を
行

え
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
４

．
環

境
に

や
さ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル

整
理

N
o

推
進

方
針

具
体

的
施

策
具

体
的

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
○

対
象

の
拡

大

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
※

C
A
S
B
E
E
京

都
と

住
宅

性
能

評
価

制
度

と
の

整
合

を
図

る
○

実
施

イ
進

捗
状

況
○

京
の

ア
ジ

ェ
ン

ダ
２
１
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

，
勉

強
会

の
開

催
を

検
討

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
6
(0

)
2
,0

1
3
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
検

討
※

C
A
S
B
E
E
京

都
と

住
宅

性
能

評
価

制
度

と
の

整
合

を
図

る
○

実
施

イ
進

捗
状

況
制

度
開

始
前

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

既
存

の
住

宅
に

対
し

て
，
環

境
配

慮
性

能
を

表
示

す
る

制
度

の
あ

り
方

を
検

討
し

ま
す

。
8
0

３
．
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

の
普

及
促

進

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
見

え
る

化
の

推
進

既
存

住
宅

の
環

境
配

慮
性

能
を

表
示

す
る

制
度

の
あ

り
方

の
検

討

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
見

え
る

化
の

推
進

３
．
環

境
に

配
慮

し
た

住
宅

の
普

及
促

進

7
9

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

省
エ

ネ
ラ

ベ
ル

制
度

の
拡

充
の

検
討

現
在

，
エ

ア
コ

ン
・
電

気
冷

蔵
庫

・
テ

レ
ビ

・
蛍

光
灯

照
明

器
具

・
電

気
便

座
の

5
種

類
の

家
電

製
品

を
対

象
と

し
て

い
る

省
エ

ネ
ラ

ベ
ル

制
度

の
拡

充
を

検
討

し
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

★
省

エ
ネ

ラ
ベ

ル
制

度
対

象
製

品
数

(累
積

値
)

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

◎
高

効
率

家
電

製
品

の
普

及
台

数
【
エ

ア
コ

ン
・
冷

蔵
庫

】
()

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
省

エ
ネ

化
に

よ
る

固
定

資
産

税
減

額
対

象
数

(単
年

度
値

（
年

度
当

初
）
)

2
0
1
0
年

度
：
1
5

2
0
1
1
年

度
：
3
0

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
５

．
環

境
に

や
さ

し
い

経
済

活
動

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
「
京

都
産

業
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
の

設
立

○
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

　
な

ど

イ
進

捗
状

況

○
「
京

都
産

業
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
事

務
局

の
開

設
（
4
月

）
○

「
き

ょ
う
と

産
業

人
材

育
成

情
報

サ
イ

ト
」
を

H
P
に

開
設

（
7
月

）
○

「
知

恵
産

業
支

援
施

策
ガ

イ
ド
」
を

H
P
に

開
設

（
1
月

）
○

「
人

材
育

成
・
活

用
セ

ミ
ナ

ー
」

（
1
1
月

）
，
「
知

恵
産

業
推

進
セ

ミ
ナ

ー
」
（
1
月

）
を

実
施

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
2
,8

0
0
(0

)
4
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
京

都
環

境
ﾅ

ﾉｸ
ﾗ
ｽ
ﾀ
ｰ事

業
○

京
の

環
境

み
ら

い
創

生
事

業

イ
進

捗
状

況
○

現
在

の
研

究
成

果
の

課
題

と
今

後
の

方
向

性
を

検
討

（
4
月

～
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
4
3
,5

0
0
（
5
8
0
,0

0
0
）

6
2
6
,1

0
0
（
5
6
2
,6

0
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
検

討
○

創
設

イ
進

捗
状

況

○
研

究
開

発
補

助
事

業
：
5
件

採
択

（
6
月

）
○

新
事

業
・
事

業
展

開
可

能
性

調
査

事
業

：
5
件

採
択

（
6
月

）
○

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
目

利
き

委
員

会
：
Ａ

ラ
ン

ク
認

定
8
社

（
9

月
，
3
月

）
○

オ
ス

カ
ー

認
定

審
査

委
員

会
：
認

定
8
社

（
9
月

，
2
月

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
1
2
9
,1

4
7
(0

)
1
2
4
.2

8
4
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
調

査
・
実

態
把

握
○

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

イ
進

捗
状

況

○
調

査
委

託
業

者
の

選
定

に
向

け
た

事
業

内
容

検
討

（
４
月

～
）

○
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
に

よ
る

委
託

業
務

受
託

業
者

選
定

・
委

託
契

約
締

結
（
１
１
月

）
○

試
行

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

・
環

境
産

業
マ

ッ
プ

作
成

・
委

託
業

務
完

了
（
３
月

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
2
,0

0
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

8
1

8
3

8
4

8
2

府
・
市

・
経

済
界

の
枠

組
を

超
え

た
，
「
オ

ー
ル

京
都

」
に

よ
る

体
制

を
構

築
し

，
環

境
，
医

療
・
健

康
，
映

画
・
コ

ン
テ

ン
ツ

を
は

じ
め

と
す

る
次

代
を

担
う
成

長
産

業
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

低
炭

素
社

会
の

実
現

を
先

導
す

る
環

境
知

恵
産

業
（
環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

）
の

ブ
ラ

ン
ド

化付
加

価
値

の
高

い
新

産
業

を
創

造
す

る
京

都
版

Ｓ
Ｂ

ＩR
の

推
進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

京
都

府
・
経

済
界

と
の

連
携

に
よ

る
「
京

都
産

業
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
の

設
立

産
学

公
連

携
に

よ
る

環
境

技
術

の
開

発

「
環

境
ナ

ノ
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

」
を

テ
ー

マ
に

各
種

事
業

に
取

り
組

ん
で

き
た

京
都

環
境

ナ
ノ
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

の
成

果
を

生
か

し
，
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
創

出
や

技
術

移
転

に
よ

る
事

業
化

の
促

進
を

進
め

ま
す

。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

事
業

拡
大

支
援

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

低
炭

素
社

会
の

実
現

に
先

導
的

な
役

割
を

果
た

す
京

都
の

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

の
事

業
拡

大
支

援
と

産
業

の
ブ

ラ
ン

ド
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

新
技

術
・
新

製
品

開
発

に
取

り
組

む
市

内
中

小
事

業
者

や
中

小
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
新

技
術

を
利

用
し

た
事

業
活

動
を

支
援

す
る

た
め

，
京

都
の

地
域

プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー

ム
支

援
体

制
の

強
み

を
生

か
し

た
研

究
開

発
段

階
か

ら
販

路
開

拓
ま

で
を

一
貫

し
て

支
援

す
る

仕
組

み
（
S
m

al
l

B
us

in
e
ss

 I
nn

o
v
at

io
n 

R
e
se

ar
ch

）
を

推
進

し
ま

す
。

産
学

公
連

携
に

よ
る

環
境

技
術

の
開

発

研
究

成
果

を
生

か
し

た
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

な
ど

の
育

成
・
振

興

産
学

公
連

携
に

よ
る

環
境

技
術

の
開

発

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

9
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に
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像
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．
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境
に

や
さ

し
い

経
済

活
動

整
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N
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方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
検

討
○

実
施

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
市

役
所

本
庁

舎
，
区

役
所

を
中

心
と

し
た

グ
リ
ー

ン
購

入
の

実
施 ○

京
都

市
役

所
グ

リ
ー

ン
調

達
方

針
の

改
正

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
(0

)
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
省

エ
ネ

診
断

の
提

案
に

基
づ

い
た

省
エ

ネ
設

備
導

入
を

行
う

事
業

者
を

対
象

に
，
設

備
導

入
費

用
の

一
部

を
助

成
・
省

エ
ネ

設
備

整
備

事
業

補
助

金 　
8
件

・
地

域
グ

リ
ー

ン
ニ

ュ
ー

デ
ィ

ー
ル

　
基

金
活

用
補

助
金

　
4
件

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
6
,6

9
7
(5

,4
3
9
)

1
8
,0

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
環

境
保

全
資

金
融

資
制

度
融

資
の

受
付

（
4
月

～
）

○
環

境
経

営
促

進
金

利
優

遇
制

度
の

実
施

（
4
月

～
）

〇
融

資
実

績
：
２
件

（
継

続
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
6
2
,9

4
0
(0

)
6
3
,8

0
7
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

8
5

8
6

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

高
効

率
機

器
の

導
入

に
対

す
る

補
助

中
小

事
業

者
の

地
球

温
暖

化
対

策
と

省
コ

ス
ト
に

よ
る

経
営

基
盤

強
化

を
実

現
す

る
高

効
率

機
器

の
導

入
に

対
す

る
補

助
を

行
い

ま
す

。

グ
リ
ー

ン
購

入
の

促
進

環
境

配
慮

活
動

に
対

す
る

低
利

融
資

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
活

動
を

行
う
事

業
者

に
対

す
る

低
利

融
資

制
度

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

購
入

す
る

際
に

，
環

境
へ

の
負

荷
が

少
な

い
も

の
を

選
ん

で
購

入
す

る
グ

リ
ー

ン
購

入
に

つ
い

て
，
事

業
者

と
し

て
の

京
都

市
が

率
先

し
て

取
り
組

み
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

事
業

拡
大

支
援

原
材

料
の

調
達

か
ら

製
造

，
輸

送
，
消

費
後

の
廃

棄
に

至
る

ま
で

の
過

程
で

，
電

力
や

燃
料

の
消

費
な

ど
を

通
し

て
そ

の
商

品
が

排
出

す
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
量

を
積

み
上

げ
，
二

酸
化

炭
素

に
換

算
し

て
表

示
す

る
カ

ー
ボ

ン
・

フ
ッ

ト
プ

リ
ン

ト
の

活
用

に
よ

り
，
環

境
価

値
の

「
見

え
る

化
」
と

低
炭

素
商

品
の

普
及

を
促

進
し

ま

カ
ー

ボ
ン

・
フ

ッ
ト
プ

リ
ン

ト
の

活
用

に
よ

る
環

境
価

値
の

「
見

え
る

化
」
の

促
進

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

事
業

拡
大

支
援

１
．
環

境
産

業
の

振
興

・
育

成

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

8
7

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

中
小

事
業

者
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

8
8

中
小

事
業

者
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

9
4



取
組

ご
と
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ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る
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捗

状
況
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５

．
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境
に

や
さ

し
い

経
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活
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整
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N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
市

内
の

中
小

事
業

者
を

対
象

に
省

エ
ネ

ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

・
市

内
の

中
小

事
業

者
を

対
象

に
省

エ
ネ

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

を
有

し
た

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
事

業
者

を
派

遣
し

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

の
改

善
策

を
提

案
○

市
内

事
業

所
の

経
営

者
・
施

設
管

理
責

任
者

等
を

対
象

と
し

た
省

エ
ネ

に
関

す
る

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

　
開

催
日

：
1
2
/
8
（
木

）
　
受

講
者

数
：
2
8
名

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
9
,2

4
3
(0

)
9
,1

2
6
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況
検

討
中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
義

務
制

度
の

開
始

・
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

の
受

理
（
～

9
月

末
）

・
削

減
計

画
書

の
総

合
評

価
の

実
施

，
公

表
（
3
月

）
・
低

評
価

事
業

者
へ

の
訪

問
調

査
，
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

の
合

理
化

に
資

す
る

措
置

等
を

指
導

・
助

言
（
1
5
件

，
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,5

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

7
,7

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

9
1

特
定

事
業

者
に

作
成

及
び

提
出

を
条

例
に

よ
り
義

務
付

け
て

い
る

事
業

者
排

出
量

削
減

計
画

書
制

度
に

お
い

て
，
排

出
削

減
量

（
率

）
，
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

改
善

，
削

減
対

策
の

取
組

内
容

，
低

炭
素

型
社

会
の

形
成

に
貢

献
す

る
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

供
給

な
ど

，
事

業
活

動
の

低
炭

素
化

に
向

け
た

取
組

を
総

合
的

に
評

価
し

，
自

主
的

な
排

出
削

減
の

更
な

る
促

進
を

図
り
ま

す
。

ま
た

，
削

減
対

策
が

不
十

分
な

低
評

価
の

特
定

事
業

者
に

対
し

て
は

，
ク

レ
ジ

ッ
ト
の

購
入

に
よ

る
カ

ー
ボ

ン
・
オ

フ
セ

ッ
ト
の

実
施

を
促

す
な

ど
，
追

加
削

減
対

策
の

指
導

助
言

を
行

い
ま

す
。

8
9

9
0

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

大
規

模
事

業
者

に
お

け
る

低
炭

素
化

の
促

進

★
省

エ
ネ

診
断

件
数

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
3
0
件

2
0
1
1
年

度
：
3
0
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

■
着

手
前

K
E
S
な

ど
の

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ

ス
テ

ム
の

取
組

を
促

進
す

る
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

や
，
低

炭
素

型
経

済
活

動
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成
を

図
る

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

と
と

も
に

，
「
省

エ
ネ

診
断

事
業

」
を

は
じ

め
と

す
る

事
業

者
へ

の
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

中
小

事
業

者
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

ノ
ン

フ
ロ

ン
製

品
（
業

務
用

冷
蔵

・
冷

凍
機

器
な

ど
）
の

普
及

促
進

事
業

者
排

出
量

削
減

計
画

書
制

度
に

お
け

る
総

合
評

価
制

度
の

導
入

と
低

評
価

の
場

合
の

追
加

削
減

対
策

強
力

な
温

室
効

果
ガ

ス
で

あ
る

代
替

フ
ロ

ン
を

冷
媒

と
し

て
使

用
し

な
い

業
務

用
冷

蔵
・
冷

凍
機

器
な

ど
，
低

炭
素

化
に

つ
な

が
る

機
器

の
優

先
導

入
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

図
り
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

低
炭

素
型

経
済

活
動

を
推

進
す

る
人

材
の

育
成

と
助

言
・
診

断
の

仕
組

み
の

充
実

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

中
小

事
業

者
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

9
5



取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
５

．
環

境
に

や
さ

し
い

経
済

活
動

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
義

務
制

度
の

開
始

・
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

の
計

画
期

間
中

（
H
2
3
～

2
5
年

度
）
に

Ｅ
Ｍ

Ｓ
を

取
得

す
る

こ
と

を
促

進

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,5

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

7
,7

0
0
(0

)
事

業
者

排
出

量
削

減
計

画
書

制
度

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
?
ク

レ
ジ

ッ
ト
」
制

度
の

創
設

（
8
月

）
○

ク
レ

ジ
ッ

ト
認

証
を

実
施

（
2
月

～
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
4
,2

0
0
（
0
）

1
9
,5

2
5
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
京

都
一

周
ト
レ

イ
ル

マ
ッ

プ
の

作
成

・
販

売
，
道

標
の

整
備

，
コ

ー
ス

の
維

持
補

修
（
4
月

～
）

※
全

コ
ー

ス
マ

ッ
プ

の
日

英
併

記
化

を
完

了
（
9
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
3
,1

0
0
（
0
）

2
,6

0
0
（
０
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

9
2

9
3

環
境

価
値

の
需

要
拡

大

環
境

に
配

慮
し

た
観

光
の

推
進

京
都

に
お

い
て

創
出

さ
れ

た
ク

レ
ジ

ッ
ト
を

活
用

し
，
京

都
観

光
に

伴
う
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
一

部
を

オ
フ

セ
ッ

ト
す

る
低

炭
素

型
の

エ
コ

観
光

や
，
地

域
固

有
の

自
然

環
境

・
歴

史
文

化
を

学
び

，
体

験
す

る
，
歩

い
て

巡
る

観
光

の
推

進
や

，
環

境
に

配
慮

し
た

サ
ー

ビ
ス

・
施

設
の

促
進

な
ど

の
普

及
を

図
り
ま

す
。

３
．
環

境
価

値
の

創
出

・
循

環

２
．
企

業
に

お
け

る
低

炭
素

化
の

促
進

大
規

模
事

業
者

に
お

け
る

低
炭

素
化

の
促

進

特
定

事
業

者
に

対
し

て
，
事

業
活

動
の

低
炭

素
化

に
向

け
た

取
組

を
強

力
に

促
す

た
め

，
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
義

務
化

し
ま

す
。

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ

ス
テ

ム
の

導
入

義
務

化

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

9
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
５

．
環

境
に

や
さ

し
い

経
済

活
動

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

見
直

し
・
充

実

イ
進

捗
状

況

○
「
D
O
 Y

O
U
 K

Y
O
T
O
?
ク

レ
ジ

ッ
ト
」
制

度
の

創
設

（
8
月

）
○

ク
レ

ジ
ッ

ト
認

証
を

実
施

（
2
月

～
3
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
4
,2

0
0
（
0
）
再

掲
1
9
,5

2
5
（
0
）
再

掲

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
の

詳
細

把
握

，
制

度
検

討
○

本
格

実
施

イ
進

捗
状

況

○
市

役
所

本
庁

舎
に

お
け

る
省

エ
ネ

ナ
ビ

（
使

用
電

力
の

「
見

え
る

化
」
機

器
）
の

設
置

，
デ

ー
タ

収
集

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
,9

0
0
（
0
）

1
,9

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

9
4

京
都

に
お

い
て

創
出

さ
れ

た
ク

レ
ジ

ッ
ト
を

活
用

し
，
地

域
で

開
催

さ
れ

る
会

議
や

イ
ベ

ン
ト
に

伴
う

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

一
部

を
オ

フ
セ

ッ
ト
す

る
低

炭
素

型
イ

ベ
ン

ト
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

9
5

３
．
環

境
価

値
の

創
出

・
循

環

環
境

価
値

の
需

要
拡

大

３
．
環

境
価

値
の

創
出

・
循

環

環
境

価
値

の
需

要
拡

大

会
議

・
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
・
オ

フ
セ

ッ
ト
の

推
進

京
都

市
役

所
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

管
理

を
徹

底
し

，
事

業
部

門
別

の
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
現

状
把

握
を

行
い

，
将

来
的

な
総

排
出

量
の

上
限

を
定

め
る

制
度

の
導

入
を

検
討

し
ま

す
。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
京

都
市

役
所

の
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
量

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
6
9
,0

0
4
ト
ン

2
0
1
1
年

度
：

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

■
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

京
都

市
役

所
総

排
出

量
削

減
推

進
制

度
の

創
設

9
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
６

．
ご

み
の

減
量

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
レ

ジ
袋

削
減

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

の
開

催
(1

0
月

)
○

容
器

包
装

材
が

少
な

い
お

買
い

物
の

新
聞

広
告

(3
月

)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
7
,7

0
0
（
0
）

3
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

第
6
回

レ
ジ

袋
削

減
協

定
の

締
結

（
9
月

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
（
0
）

0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
出

町
商

店
街

に
お

け
る

エ
コ

ス
タ

ン
プ

事
業

（
通

年
）

○
北

野
商

店
街

に
お

け
る

エ
コ

チ
ケ

ッ
ト
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
1
1
月

，
2
月

）
ウ

予
算

額
(う

ち
国

),
千

円
1
,7

0
0
（
0
）

2
,0

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
透

明
袋

以
外

の
ご

み
を

排
出

し
た

事
業

所
へ

の
指

導
を

実
施

○
透

明
袋

以
外

の
ご

み
に

警
告

シ
ー

ル
を

貼
付

し
，
収

集
し

な
い

よ
う
許

可
業

者
に

指
示

○
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
展

開
調

査
を

実
施

 （
3
月

末
現

在
，
展

開
調

査
1
4

回
及

び
簡

易
目

視
調

査
1
8
回

実
施

）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
事

業
ご

み
減

量
，

分
別

，
リ
サ

イ
ク

ル
対

策

2
1
,5

5
5
（
千

円
）
の

一
部

事
業

ご
み

減
量

，
分

別
，

リ
サ

イ
ク

ル
対

策

1
8
,7

9
0
（
千

円
）
の

一
部

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

9
6

9
7

9
8

9
9

す
ぐ

に
ご

み
に

な
る

も
の

を
「
買

わ
な

い
・
つ

く
ら

な
い

」

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

す
ぐ

に
ご

み
に

な
る

も
の

を
「
買

わ
な

い
・
つ

く
ら

な
い

」

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

す
ぐ

に
ご

み
に

な
る

も
の

を
「
買

わ
な

い
・
つ

く
ら

な
い

」

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

事
業

所
な

ど
か

ら
出

る
ご

み
を

減
ら

す

★
回

収
拠

点
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
6
8
拠

点
2
0
1
1
年

度
：
1
0
1
拠

点
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
レ

ジ
袋

削
減

協
定

締
結

数
(累

積
値

)
2
0
1
0
年

度
：
1
4
事

業
者

2
0
1
1
年

度
：
1
5
事

業
者

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

市
民

，
事

業
者

と
連

携
し

た
本

格
的

な
レ

ジ
袋

削
減

の
取

組
を

全
市

展
開

し
ま

す
。

レ
ジ

袋
の

使
用

を
抑

制
し

，
マ

イ
バ

ッ
グ

な
ど

の
持

参
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

事
業

者
，
市

民
団

体
な

ど
と

の
協

定
の

締
結

を
さ

ら
に

拡
大

し
，
レ

ジ
袋

の
大

幅
な

削
減

を
図

り
ま

す
。

は
か

り
売

り
や

は
だ

か
売

り
，
対

面
販

売
と

い
っ

た
販

売
方

法
や

，
商

店
街

の
持

つ
地

域
力

を
活

用
し

た
ご

み
減

量
な

ど
の

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

資
源

ご
み

の
分

別
・
資

源
化

と
，

ご
み

の
適

正
排

出
を

推
進

す
る

た
め

，
京

都
市

の
ご

み
処

理
施

設
に

搬
入

さ
れ

る
ご

み
を

対
象

に
，
民

間
業

者
（
一

般
廃

棄
物

許
可

業
者

）
が

収
集

す
る

ご
み

袋
を

透
明

袋
に

限
定

す
る

制
度

を
導

入
し

ま
す

。

N
O
レ

ジ
袋

の
全

市
展

開

レ
ジ

袋
削

減
協

定
の

拡
大

ご
み

の
減

量
と

商
店

街
の

活
性

化
を

目
指

す
「
エ

コ
商

店
街

事
業

」

業
者

収
集

ご
み

の
透

明
袋

制
の

導
入

9
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取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
６

．
ご

み
の

減
量

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
対

象
拡

大

イ
進

捗
状

況

○
対

象
と

な
る

食
品

関
連

事
業

者
(4

4
事

業
者

8
3
8
店

舗
)か

ら
提

出
さ

れ
た

減
量

計
画

書
に

基
づ

き
，
立

入
調

査
に

よ
る

減
量

指
導

を
実

施
(3

月
末

現
在

1
9
事

業
者

を
訪

問
)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
"
廃

棄
物

排
出

者
指

導
業

務
2
,4

3
8
（
千

円
）
の

一
部

"
廃

棄
物

排
出

者
指

導
業

務
2
,0

0
0
（
千

円
）
の

一
部

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
改

定
○

改
定

イ
進

捗
状

況
○

8
0
0
円

/
1
0
0
k
g
に

引
き

上
げ

（
4
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
（
0
）

0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
事

業
用

大
規

模
建

築
物

へ
の

立
入

調
査

に
よ

る
減

量
指

導
を

実
施

(3
月

末
現

在
1
,3

9
7
件

)
○

分
別

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

活
用

し
た

啓
発

を
実

施
○

三
条

会
商

店
街

に
お

い
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

(第
1
回

:9
月

，
第

2
回

：
1
1
月

，
第

3
回

：
3
月

)
○

事
業

ご
み

減
量

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
「
ご

み
ゅ

に
け

ー
し

ょ
ん

」
を

定
期

的
に

発
行

(5
回

 7
，
9
，
1
1
，
1
，
3
月

発
行

)

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
事

業
ご

み
減

量
，

分
別

，
リ
サ

イ
ク

ル
対

策

2
1
,5

5
5
（
千

円
）
の

一
部

事
業

ご
み

減
量

，
分

別
，

リ
サ

イ
ク

ル
対

策

1
8
,7

9
0
（
千

円
）
の

一
部

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

月
２
回

以
上

の
頻

度
で

許
可

業
者

や
市

民
持

込
ご

み
の

展
開

調
査

を
実

施
し

た

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
（
0
）

0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

1
0
2

1
0
3

1
0
0

1
0
1

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

徹
底

し
た

分
別

に
よ

る
リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

事
業

所
な

ど
か

ら
出

る
ご

み
を

減
ら

す

１
．
そ

も
そ

も
ご

み
を

出
さ

な
い

事
業

所
な

ど
か

ら
出

る
ご

み
を

減
ら

す

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

徹
底

し
た

分
別

に
よ

る
リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

ご
み

減
量

に
向

け
た

事
業

者
の

具
体

的
な

取
組

方
法

な
ど

を
分

か
り
や

す
く
情

報
提

供
し

ま
す

。

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
搬

入
監

視
を

強
化

す
る

と
と

も
に

，
分

別
で

き
て

い
な

い
資

源
ご

み
及

び
不

適
物

の
受

入
拒

否
を

実
施

し
ま

す
。

事
業

用
大

規
模

建
築

物
の

所
有

者
を

対
象

に
義

務
付

け
て

い
る

事
業

系
廃

棄
物

の
減

量
計

画
書

制
度

を
，
一

定
規

模
の

食
品

関
連

事
業

者
に

も
対

象
範

囲
を

拡
大

し
，
幅

広
い

指
導

を
行

い
ま

す
。

ご
み

の
減

量
や

再
資

源
化

を
促

す
た

め
，
ご

み
処

分
手

数
料

の
段

階
的

引
き

上
げ

を
進

め
ま

す
。

業
種

別
の

き
め

細
か

い
取

組
方

法
な

ど
の

事
業

者
向

け
の

情
報

提
供

の
推

進

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
搬

入
監

視
体

制
の

強
化

と
未

分
別

資
源

ご
み

及
び

不
適

物
の

受
入

拒
否

の
実

施

チ
ェ

ー
ン

ス
ト

ア
な

ど
へ

の
事

業
系

廃
棄

物
の

減
量

計
画

書
制

度
の

対
象

拡
大

業
者

収
集

ご
み

処
分

手
数

料
の

改
定

9
9



取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
６

．
ご

み
の

減
量

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

使
用

済
て

ん
ぷ

ら
油

の
回

収
拠

点
の

拡
大

・
1
,6

1
0
拠

点
（
9
月

末
実

績
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
4
1
(0

)
3
4
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
資

源
物

回
収

拠
点

数
（
て

ん
ぷ

ら
油

，
蛍

光
管

な
ど

3
品

目
以

上
の

資
源

物
を

回
収

す
る

拠
点

）
1
0
1
拠

点
○

小
型

家
電

3
4
品

目
回

収
拠

点
4
7
拠

点
　
　
（
３
月

末
実

績
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
9
9
,8

0
7
(0

)
1
9
3
,3

1
6
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
生

ご
み

の
堆

肥
化

支
援

京
北

宇
津

地
域

（
9
月

～
）
，
京

北
山

国
地

域
（
2
1
年

2
月

～
）

※
そ

の
他

，
2
地

域
で

協
議

中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
1
,1

4
2
（
0
）

1
5
,8

6
6
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況
○

地
域

で
の

堆
肥

化
活

動
支

援
5
6
件

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
1
7
,5

0
0
（
0
）

1
4
,2

0
0
(0

)
エ

決
算

額
(う

ち
国

),
千

円

計
画

○
実

施

イ
進

捗
状

況

○
京

都
市

認
定

エ
コ

イ
ベ

ン
ト
登

録
の

受
付

（
4
月

～
）

○
リ
ユ

ー
ス

食
器

助
成

金
制

度
の

運
用

（
4
月

～
）

○
リ
ユ

ー
ス

食
器

お
試

し
キ

ャ
ラ

バ
ン

の
展

開
（
1
0
月

～
）

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
8
,4

0
0
（
0
）

8
,1

0
0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

1
0
4

1
0
7

1
0
5

1
0
6

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

「
学

生
の

ま
ち

，
観

光
の

ま
ち

」
な

ら
で

は
の

取
組

の
推

進

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

地
域

力
を

生
か

し
た

地
域

密
着

型
の

取
組

の
推

進

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

徹
底

し
た

分
別

に
よ

る
リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

２
．
ご

み
は

資
源

，
可

能
な

限
り

リ
サ

イ
ク

ル

地
域

力
を

生
か

し
た

地
域

密
着

型
の

取
組

の
推

進

★
助

成
件

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
3
9
件

2
0
1
1
年

度
：
5
6
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
回

収
拠

点
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
6
8
拠

点
2
0
1
1
年

度
：
1
0
1
拠

点
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
実

施
イ

ベ
ン

ト
数

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
1
5
イ

ベ
ン

ト
2
0
1
1
年

度
：
8
4
イ

ベ
ン

ト
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
回

収
拠

点
数

(累
積

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
,5

7
7
拠

点
2
0
1
1
年

度
：
1
,6

4
7
拠

点
2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

★
使

用
済

て
ん

ぷ
ら

油
回

収
量

(単
年

度
値

)
2
0
1
0
年

度
：
1
9
3
,1

7
2
リ
ッ

ト
ル

2
0
1
1
年

度
：
1
9
5
,5

1
2
リ
ッ

ト
ル

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

イ
ベ

ン
ト
グ

リ
ー

ン
要

綱
に

基
づ

き
，
学

園
祭

や
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
エ

コ
化

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
，
次

代
を

担
う
若

者
を

中
心

と
し

た
更

な
る

環
境

意
識

の
向

上
を

図
り
ま

す
。

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

の
原

料
と

な
る

使
用

済
て

ん
ぷ

ら
油

の
回

収
拠

点
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

使
用

済
て

ん
ぷ

ら
油

な
ど

の
回

収
拠

点
拡

大 エ
コ

イ
ベ

ン
ト

実
施

要
綱

に
よ

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

エ
コ

化

多
様

な
資

源
物

回
収

拠
点

拡
大

地
域

ぐ
る

み
の

生
ご

み
・
落

ち
葉

な
ど

の
堆

肥
化

の
推

進

■
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

□
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

★
支

援
件

数
(単

年
度

値
)

2
0
1
0
年

度
：
1
件

2
0
1
1
年

度
：
2
件

2
0
1
2
年

度
：

2
0
1
3
年

度
：

2
0
1
4
年

度
：

2
0
1
5
年

度
：

土
・
日

も
開

設
す

る
「
よ

り
近

い
・

よ
り
便

利
な

」
常

設
の

資
源

物
回

収
拠

点
の

設
置

・
拡

大
や

，
公

共
施

設
や

商
業

施
設

に
お

け
る

小
型

家
電

や
携

帯
電

話
回

収
に

よ
る

レ
ア

メ
タ

ル
※

3
0
な

ど
の

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

農
家

と
連

携
し

た
生

ご
み

の
堆

肥
化

に
よ

る
地

産
地

消
の

モ
デ

ル
地

域
の

構
築

や
，
学

校
や

公
園

の
落

ち
葉

，
家

庭
か

ら
の

生
ご

み
な

ど
の

地
域

単
位

で
の

堆
肥

化
を

促
進

し
ま

す
。

1
0
0



取
組

ご
と

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

進
捗

状
況

社
会

像
６

．
ご

み
の

減
量

整
理

N
o

方
針

施
策

取
組

取
組

概
要

ア
進

捗
区

分
平

成
2
3
（
2
0
1
1
）

平
成

2
4
（
2
0
1
2
)

※
予

算
額

平
成

2
5
（
2
0
1
3
)

平
成

2
6
（
2
0
1
4
)

平
成

2
7
（
2
0
1
5
)

オ
◎

：
削

減
効

果
指

標
★

：
進

ち
ょ

く
指

標

計
画

○
実

施
○

４
工

場
→

３
工

場

イ
進

捗
状

況
○

長
寿

命
化

計
画

（
施

設
保

全
計

画
）
の

策
定

中

ウ
予

算
額

(う
ち

国
),
千

円
0
（
0
）

0
（
0
）

エ
決

算
額

(う
ち

国
),
千

円

1
0
8

３
．
ご

み
は

安
全

に
処

理
し

て
最

大
限

活
用

環
境

負
荷

を
低

減
す

る
ご

み
の

適
正

処
理

ご
み

の
減

量
に

応
じ

て
現

行
の

4
工

場
体

制
の

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
を

3
工

場
と

す
る

な
ど

，
経

済
性

に
配

慮
し

た
長

寿
命

化
計

画
に

よ
る

施
設

の
整

備
・
運

営
を

図
り

ま
す

。

□
実

施
済

み
又

は
本

格
実

施
中

□
実

施
前

最
終

段
階

■
企

画
構

想
段

階

□
着

手
前

ご
み

処
理

施
設

の
経

済
性

に
配

慮
し

た
整

備
・
運

営

1
0
1



ＮＯ． 取組
進捗
区分

4 駅などのバリアフリー化の推進 Ａ

12 駐車場施策の見直し Ａ

17 自転車利用環境の整備 Ａ
自転車事故件数
（単年度値）

2,287件
（H21年）

2,198件
（H22年）

17 自転車利用環境の整備 Ａ
本市関連の自転車等駐
車場の収容台数（累積
値）

42,222台
（H22年度）

44,352台
（H23年度）

25 電動バス・ハイブリッドバスなどの導入促進 Ａ

29 低炭素景観の保全・創造 Ａ

63 エコ・コンパクトな都市に向けた土地利用の促進 Ａ

70 歩行空間や自転車利用環境の整備 Ａ
自転車事故件数
（単年度値）

2,287件
（H21年）

2,198件
（H22年）

70 歩行空間や自転車利用環境の整備 Ａ
本市関連の自転車等駐
車場の収容台数（累積
値）

42,222台
（H22年度）

44,352台
（H23年度）

2 京都駅南口駅前広場の整備 Ｃ

8 東大路通の自動車抑制と歩道拡幅 Ｃ

9 四条通の歩道拡幅と公共交通優先化 Ｃ

10 新しい公共交通システム（ＬＲＴ，ＢＲＴ）の導入検討 Ｃ

14 ロードプライシングの検討 Ｃ

108 ごみ処理施設の経済性に配慮した整備・運営 Ｃ

7 交通情報通信システムの開発 Ｄ

36 健全で多様な森林の育成 Ａ

37 三林森林景観保全・再生ガイドラインの推進 Ａ

38 森林整備の担い手となる人材の育成・確保 Ａ
林業労働者長期就労日
数(単年度値)

11627日
（H22年度）

12015日
（H23年度）

39 施業集約化の推進 Ａ

40 林業経営の効率化と低コスト化の推進 Ａ

47 市民農園の整備などによる農地の有効活用 Ａ
市民農園区画数
(累積値)

3963区画
（H22年度）

4153区画
（H23年度）

49 水と緑のネットワークづくり Ａ

48 鴨川を幹とした風の道づくり Ｄ

27 公共施設への地域産木材の率先利用 Ａ 導入量（単年度値） 不明 136ｍ3

（Ｈ23年度）

32 木質ペレットなどの公共建築物への率先利用 Ａ

44 公共施設の緑化の推進 Ａ 導入量（単年度値） 不明 136m2

（H23年度）

57
公共建築物への再生可能エネルギー（太陽光，太陽熱，木質バイ
オマスなど）の率先導入

Ａ 導入量（累積値）
43,735kW

（H22年度）
43,864kW

（H23年度）

61 下水汚泥（メタンガス）の有効利用 Ａ
メタンガス計画利用量（単
年度値）

不明 2,646,050Nm3

（H23年度）

60
南部クリーンセンター第2工場建替え時におけるバイオガス化施設
の併設

Ｃ

類型

ハード

都市
基盤
整備

緑地
保全

公共
施設
への
導入

指標，実績

102

A：実施済み又は本格実施中
B：実施前最終段階
C：企画構想段階
D：着手前

２.地球温暖化対策計画に掲げた取組の性質別の進捗状況



ＮＯ． 取組
進捗
区分

1 洛西地域におけるバス利便性の向上 Ａ

3 市内共通乗車券の創設 Ａ

6 公共交通不便地域の対応策に関する検討 Ａ

13 タクシー交通の位置付けの明確化と効果的な活用の検討 Ａ

15 交通条件の公平化の検討 Ａ
公共交通利用者への
サービス提供を行う商業
施設などの数（累積値）

―
相談4件

（H23年度）

28 「CASBEE京都」による環境性能の評価が高い建築物の普及促進 Ａ
【★】CASBEE京都評価届
出件数【非住宅】

―
41件

（Ｈ23年度）

28 「CASBEE京都」による環境性能の評価が高い建築物の普及促進 Ａ
【★】CASBEE京都評価届
出件数【住宅】

―
33件

（Ｈ23年度）

30 「平成の京町家」の普及促進 Ａ
平成の京町家認定戸数
(単年度値)

2件
（H22年度）

15件
（H23年度）

51 「DO YOU KYOTO?クレジット（仮称）」制度の創設 Ａ
【★】クレジット化された削
減量(累積値)

― ―

64 京朝スタイルの普及 Ａ 参加者数（単年度値）
150人

（H22年度）
200人

（H23年度）

67
「大学のまち京都・学生のまち京都」の学生の力を活用したエコ活
動の推進

Ａ 協力大学数()
0大学

（H22年度）
0大学

（H23年度）

74
エコ学区，エコ商店街，エコ大学など新たな「エコ・コミュニティ」の創
設

Ａ
【★】エコ学区における削
減量測定の予定世帯数
(単年度)

― ―

81
京都府・経済界との連携による「京都産業育成コンソーシアム」の
設立

Ａ

82 研究成果を生かした環境・エネルギー関連産業などの育成・振興 Ａ

83 付加価値の高い新産業を創造する京都版ＳＢＩRの推進 Ａ

93 環境に配慮した観光の推進 Ａ

98 ごみの減量と商店街の活性化を目指す「エコ商店街事業」 Ａ

99 業者収集ごみの透明袋制の導入 Ａ

107 エコイベント実施要綱によるイベントなどのエコ化 Ａ
実施イベント数
(単年度値)

15件
（H22年度）

84件
（H23年度）

94 会議・イベントにおけるカーボン・オフセットの推進 Ｂ
オフセットに活用された
DYKクレジット量（単年度
値）

― ０トン

16 カーシェアリングの更なる普及 Ｃ

34 地域産木材ストック情報システムの整備 Ｃ

55 市民協働発電制度の実施 Ｃ 制度参加者数 ― ―

58 小水力発電の導入の推進 Ｃ 導入量 ― ―

62
らくなん進都，岡崎地域等における新たなエネルギーマネジメント
システムの構築

Ｃ

77 省エネ住まいアドバイザー制度の創設 Ｃ
省エネ化による固定資産
税減額対象数(単年度
値，年度当初)

15件
（H22年度）

30件
（H23年度）

84
低炭素社会の実現を先導する環境知恵産業（環境エネルギー関連
産業）のブランド化

Ｃ

95 京都市役所総排出量削減推進制度の創設 Ｃ
京都市役所の温室効果
ガス削減量(単年度値，
平成16年度比)

7.2万トンCO2 5.8万トンCO2

22
共同住宅，民間駐車場，商業施設などへの充電設備・水素ステー
ションの設置に対するインセンティブの付与の検討

Ｄ
ＥＶ用充電設備設置数
（累積値）

106基
（Ｈ22年度）

136基
（Ｈ23年12月

8日時点）

35 ウッドマイレージなどの評価 Ｄ

80 既存住宅の環境配慮性能を表示する制度のあり方の検討 Ｄ
省エネ化による固定資産
税減額対象数(単年度
値，年度当初)

15件
（H22年度）

30件
（H23年度）

類型 指標，実績

ソフト

先進
的な
新規
取組
の実
施
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A：実施済み又は本格実施中
B：実施前最終段階
C：企画構想段階
D：着手前



ＮＯ． 取組
進捗
区分

5 パークアンドライドの広域展開と観光地交通対策の実施 Ａ
市内公共交通の乗降客
数

520.5百万人
（Ｈ21年度）

11 パークアンドライドの通年実施 Ａ
パークアンドライド通年実
施箇所の収容台数（累積
値）

―
3,577台分
（Ｈ23年度）

59 使用済てんぷら油から精製したバイオディーゼル燃料の利用拡大 Ａ 回収拠点数(累積値)
1,577拠点
（H22年度）

1,647拠点
（H23年度）

59 使用済てんぷら油から精製したバイオディーゼル燃料の利用拡大 Ａ
使用済てんぷら油回収量
(単年度値)

193,172リットル
（H22年度）

195,512リットル
（H23年度）

96 NOレジ袋の全市展開 Ａ

97 レジ袋削減協定の拡大 Ａ
レジ袋削減協定締結数
(累積値)

14事業者
（H22年度）

15事業者
（H23年度）

100
チェーンストアなどへの事業系廃棄物の減量計画書制度の対象拡
大

Ａ

103
クリーンセンターにおける搬入監視体制の強化と未分別資源ごみ
及び不適物の受入拒否の実施

Ａ
市処理施設の廃プラス
チック受入量(単年度値)

4.7万トン
平成21年度）

4.6万トン
平成21年度）

104 使用済てんぷら油などの回収拠点拡大 Ａ 回収拠点数(累積値)
1,577拠点
（H22年度）

1,647拠点
（H23年度）

104 使用済てんぷら油などの回収拠点拡大 Ａ
使用済てんぷら油回収量
(単年度値)

193,172リットル
（H22年度）

195,512リットル
（H23年度）

105 多様な資源物回収拠点拡大 Ａ 回収拠点数(累積値)
68拠点

（H22年度）
101拠点

（H23年度）

18 学校教育，シンポジウム，イベント，商業施設などでの普及・啓発 Ａ

19 広報媒体などを活用したモビリティ・マネジメント Ａ

20 「市民」の交通行動スタイルの見直しを促す施策 Ａ

21 「観光客」の交通行動スタイルの見直しを促す施策 Ａ

41 森づくりサポーターの拡充 Ａ
森づくりサポーター登録
者数(累積値)

14団体
（H22年度）

15団体
（H23年度）

50 水を活用した取組の推進 Ａ 打ち水実施数(単年度値)
2回

（H22年度）
2回

（H23年度）

65 多様なメディアを積極活用した普及啓発 Ａ 市民生活実感調査
46.3％

（H22年度）
56.5％

（H23年度）

66 「DO YOU KYOTO？デー」における取組の推進 Ａ
京灯ディナー参加者数
(累積値)

25箇所
（H22年度）

24箇所
（H23年度）

66 「DO YOU KYOTO？デー」における取組の推進 Ａ
ライトダウン参加者数(累
積値)

99事業所
（H22年度）

105事業所
（H23年度）

68 エコドライブの推進 Ａ
【★】エコドライバーズ宣
言者数(累積値)

7.1万人
（H22年度）

8.7万人
（H23年度）

69
農林水産物の地産地消と「京の時待ち食」の普及・推進による環境
に配慮した食生活の普及

Ａ

71 子どもへの環境教育の推進 Ａ
エコチャレ実施学童数(単
年度値)

11,200名
（H22年度）

11,100名
（H23年度）

72 総合環境情報誌の作成・全戸配布 Ａ

73 京エコロジーセンターを中心とするエコ学習の展開と人材育成 Ａ
京エコロジーセンター来
館者数(単年度値)

68,881人
（H22年度）

87,434人
（H23年度）

75 各区におけるエコ活動支援事業の推進 Ａ
実施イベント数(単年度
値)

不明 42イベント

78 家庭における省エネ診断の拡充 Ａ
省エネ診断実施数(単年
度値)

０件
（H22年度）

300件
（H23年度）

86 グリーン購入の促進 Ａ

89
低炭素型経済活動を推進する人材の育成と助言・診断の仕組みの
充実

Ａ

102
業種別のきめ細かい取組方法などの事業者向けの情報提供の推
進

Ａ

42 里山など森林を活用した環境学習事業の展開 Ｂ
環境学習活動の実施回
数（単年度値）

0回
（H22年度）

2回
（H23年度）

79 省エネラベル制度の拡充の検討 Ｄ
省エネラベル制度対象製
品数(累積値)

― ―

85 カーボン・フットプリントの活用による環境価値の「見える化」の促進 Ｄ

90 ノンフロン製品（業務用冷蔵・冷凍機器など）の普及促進 Ｄ

指標，実績類型

ソフト

既存
取組
の拡
充

普及
啓発・
環境
教育
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A：実施済み又は本格実施中
B：実施前最終段階
C：企画構想段階
D：着手前



ＮＯ． 取組
進捗
区分

31 木質ペレットストーブ・ボイラー・吸収式冷温水器の普及推進 Ａ
【★】地域産木質ペレット
利用量(単年度値)

80トン
（Ｈ22年度）

340トン
（Ｈ23年度）

33 間伐材の供給に対する助成 Ａ
木質ペレット原料用間伐
材供給助成件数(単年度
値)

0m3
（H22年度）

1,000m3
（H23年度）

45 屋上緑化・壁面緑化に対する助成の充実 Ａ
緑のまちなか緑化助成件
数(単年度値)

15件
（H22年度）

21件
（H23年度）

54
太陽光発電設備及び太陽熱利用設備の導入に対する補助などの
実施

Ａ
住宅用太陽エネルギー
利用設備設置助成件数
（単年度）

857件 1,571件

76 既存住宅における省エネ改修の支援拡大の検討 Ａ
省エネ化による固定資産
税減額対象数(単年度
値，年度当初)

15件
（H22年度）

30件
（H23年度）

87 高効率機器の導入に対する補助 Ａ
【★】高効率給湯機器の
普及台数

不明
4.8万台

（H22年度）

88 環境配慮活動に対する低利融資 Ａ 融資件数
2件

（H22年度）
2件

（H23年度）

106 地域ぐるみの生ごみ・落ち葉などの堆肥化の推進 Ａ 助成件数(単年度値)
39件

（H22年度）
56件

（H23年度）

23 特定事業者への一定割合以上のエコカー導入義務化 Ａ
【★】電気自動車及びプラ
グインハイブリッド車の普
及台数（累積値）

43台
（Ｈ21年度）

130台
（Ｈ22年度）

24 自動車販売店に対するエコカー販売実績報告の義務化 Ａ

53 事業者排出量削減計画書制度における評価（再エネ） Ａ
再生可能エネルギーの
導入量

― ―

91
事業者排出量削減計画書制度における総合評価制度の導入と低
評価の場合の追加削減対策

Ａ
【★】特定事業者制度報
告書における総排出量
(単年度値)

― ―

92 環境マネジメントシステムの導入義務化 Ａ

101 業者収集ごみ処分手数料の改定 Ａ

26 特定建築物への地域産木材の利用義務化 Ｂ
特定建築物における地域
産木材利用量

― ―

43 特定緑化建築物への緑化義務化 Ｂ
特定緑化建築物数(累積
値)

― ―

52 特定建築物への再生可能エネルギーの導入義務化 Ｂ
特定建築物における再生
可能エネルギー導入量

― ―

46 市民などとの協働による民有地緑化の推進 Ｄ

56 新築住宅への再生可能エネルギーの導入義務化の検討 Ｄ

類型

ソフト

助成・
融資

義務
付け
など

指標，実績
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A：実施済み又は本格実施中
B：実施前最終段階
C：企画構想段階
D：着手前



施設名施設名施設名施設名
能力能力能力能力
(kW)(kW)(kW)(kW)

完成年度完成年度完成年度完成年度

庁舎 東山区総合庁舎 72.0 平成12

京都市庁舎（市庁舎前広場） 1.7 平成14

サンサ右京 98.0 平成19

伏見区総合庁舎 40.0 平成21

山科区総合庁舎（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成22

左京区総合庁舎 40.0 平成23

文化施設等 勧業館（みやこめっせ） 30.0 平成 7 

子育て支援総合センター（こどもみらい館） 10.0 平成11

大学のまち交流センター 20.0 平成12

右京ふれあい文化会館 10.0 平成13

西京極総合運動公園プール棟（京都アクアリーナ） 70.0 平成14

ひと・まち交流館京都 10.0 平成14

教育相談総合センター（パトナ） 3.0 平成14

京都御池中学校・複合施設（京都御池創生館） 3.0 平成17

うるおい館（崇仁ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等合築施設） 3.0 平成19

宇多野ユースホステル 29.1 平成20

横大路体育館 10.0 平成22

動物園（「おとぎの国」ペンギンプール） 1.44 平成22

京都市生涯学習総合センター（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成22

下鳥羽公園球技場（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成22

宝ヶ池公園（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成21

小畑川中央公園（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成21

寺町駐車場（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成21

市立体育館（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成21

吉祥院公園（電気自動車充電設備専用） 2.1 平成23

右京ふれあい文化会館（電気自動車充電設備専用） 1.9 平成23

宝ヶ池公園　子供の楽園（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成23

老人ホーム等 本能特別養護老人ホーム 3.0 平成17

葛野老人デイサービスセンター・児童館 0.6 平成17

高瀬川南市営住宅 5.0 平成15

公衆トイレ 御室仁和寺東公衆トイレ 2.4 平成10

荒神橋西詰公衆トイレ 1.1 平成17

クリーンセンター等 北部クリーンセンター 230.0 平成18

東余熱利用センター（電気自動車充電設備専用） 1.3 平成21

魚アラリサイクルセンター 7.5 平成19

焼却灰溶融施設 40.0 平成21

分類分類分類分類

太陽光発電

※外灯を除くも
のが対象です
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３.市の施設・事業所における新エネルギー導入状況



施設名施設名施設名施設名
能力能力能力能力
(kW)(kW)(kW)(kW)

完成年度完成年度完成年度完成年度分類分類分類分類

消防施設 災害物資搬送センター 10.0 平成9

上京消防署 10.0 平成10

御室消防職員待機宿舎 20.0 平成10

下京消防署中堂寺出張所 5.0 平成11

伏見消防署 10.0 平成17

下京消防署 10.0 平成20

消防活動総合センター活動支援施設 10.0 平成20

塩小路消防出張所 3.7 平成22

教育施設 京都市野外活動施設花背山の家（第一キャンプ場） 0.3 平成6

環境保全活動センター（京エコロジーセンター） 20.0 平成13

京都市青少年科学センター 1.25 平成21

新町小学校 10.0 平成 8

二条城北小学校 10.0 平成10

堀川高等学校 20.0 平成10

仁和小学校 10.0 平成12

京北第二小学校 20.0 平成12

乾隆小学校 3.0 平成13

朱雀第三小学校 3.0 平成13

大枝小学校 3.0 平成13

桂東小学校 3.0 平成13

西京極中学校 3.0 平成13

岩倉南小学校 3.0 平成14

柊野小学校 3.0 平成14

常磐野小学校 3.0 平成14

深草小学校 3.0 平成14

月輪中学校 3.0 平成14

大枝中学校 3.0 平成14

桂川小学校 3.0 平成15

神川中学校 3.0 平成15

上京中学校 3.0 平成15

高雄中学校 3.0 平成15

北総合支援学校 3.0 平成15

西京高等学校 10.0 平成16

桂徳小学校 3.0 平成16

松ヶ崎小学校 3.0 平成16

白川小学校 3.0 平成16

市原野小学校 3.0 平成18

太陽光発電

※外灯を除くも
のが対象です
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施設名施設名施設名施設名
能力能力能力能力
(kW)(kW)(kW)(kW)

完成年度完成年度完成年度完成年度分類分類分類分類

教育施設 下京中学校 20.0 平成18

久我の杜小学校 3.0 平成19

日野小学校 3.0 平成20

洛陽工業高等学校 0.4 平成20

開睛小中学校 3.0 平成22

桂坂小学校 5.0 平成22

養徳小学校 10.0 平成22

修学院小学校 10.0 平成22

小栗栖宮山小学校 10.0 平成22

池田東小学校 10.0 平成22

下鳥羽小学校 10.0 平成22

納所小学校 10.0 平成22

向島藤の木小学校 10.0 平成22

向島南小学校 10.0 平成22

向島二の丸小学校 10.0 平成22

美豆小学校 10.0 平成22

久世中学校 10.0 平成22

大宅中学校 10.0 平成22

嵯峨中学校 10.0 平成22

四条中学校 10.0 平成22

大原野中学校 10.0 平成22

藤森中学校 10.0 平成22

春日丘中学校 10.0 平成22

向島東中学校 10.0 平成22

洛水中学校 10.0 平成22

呉竹総合支援学校 10.0 平成22

朱雀第四小学校 3.0 平成23

鷹峯小学校 4.0 平成23

凌風小中学校 10.0 平成23

神川小学校 10.0 平成23

神川中学校 6.0 平成23

上下水道施設 鳥羽水環境保全センター（ＧＨ系列水処理電気棟） 10.0 平成13

松ヶ崎浄水場 20.0 平成18

蹴上浄水場 20.0 平成20

新山科浄水場 20.0 平成21

太陽光発電

※外灯を除くも
のが対象です
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施設名施設名施設名施設名
能力能力能力能力
(kW)(kW)(kW)(kW)

完成年度完成年度完成年度完成年度分類分類分類分類

中京区総合庁舎 昭和58

桃陽病院 昭和57

障害者スポーツセンター 平成2

大塚消防出張所 平成12

神川消防出張所 平成13

西京極総合運動公園プール棟（京都アクアリーナ） 平成14

高速鉄道烏丸線竹田総合事務所 昭和60

鳥羽水環境保全センター（管理棟） 昭和56

伏見水環境保全センター（機械棟） 昭和57

南浜消防出張所 平成16

葛野老人デイサービスセンター・児童館 平成17

うるおい館（崇仁ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等合築施設） 平成19

下京消防署 平成20

塩小路消防出張所 平成22

消防活動総合センター活動支援施設 平成20

産業技術研究所 平成22

京都市野外活動施設花背山の家（第二キャンプ場） 1.5 平成13

下京中学校 1 平成18

洛陽工業高等学校 0.3 平成20

市立小学校　環境教育用　141校（うち太陽光発電併用139校）

市立中学校　環境教育用　35校（うち太陽光発電併用24校）

市立総合支援学校　環境教育用　3校（うち太陽光発電併用3校）

平成16

平成17

平成19

宇津峡公園 28.0 平成21

京北合同庁舎 8.1 平成21

京都市地域特産物需要拡大センター 12.5 平成21

京都市森林文化交流センター 12.5 平成21

北部農業振興センター 4.7 平成21

西部農業振興センター 8.1 平成21

東部農業振興センター 8.1 平成21

産業観光局農林振興室 4.7 平成21

花背山の家 1.5 平成22

朱雀第四小学校 7.5 平成23

凌風小中学校 4.7 平成23

太陽熱利用

木質ペレットストーブ

鳥羽水環境保全センター（下水処理過程で生じるメタンを熱源として有効利用）

風力発電

魚アラリサイクルセンター（魚アラ処理過程で生じる熱や油を所内で有効利用）

バイオマス熱利用，燃料製造
廃食用油燃料化施設（バイオディーゼル燃料生産規模：5,000L/日）

109



施設名施設名施設名施設名
能力能力能力能力
(kW)(kW)(kW)(kW)

完成年度完成年度完成年度完成年度分類分類分類分類

京北病院 200.0 平成22

開発野菜種子配布センター 40.0 平成23

鷹峯小 3.6 平成23

健康増進センター（ヘルスピア21） 192.0 平成 5

久世特別養護老人ホーム 17.0 平成10

桂川園特別養護老人ホーム 17.0 平成10

修徳特別養護老人ホーム 17.0 平成13

小川特別養護老人ホーム 9.6 平成13

大原野の杜更生園 9.8 平成13

西京極総合運動公園プール棟（京都アクアリーナ） 280.0 平成14

伏見水環境保全センター 1,200.0 平成17

本能特別養護老人ホーム 10.0 平成17

サンサ右京 110.0 平成19

伏見区総合庁舎 6.0 平成21

東部クリーンセンター 8000.0 昭和54

南部クリーンセンター 8800.0 昭和60

東北部クリーンセンター 15000.0 平成12

北部クリーンセンター 8500.0 平成18

京都御池中学校・複合施設（京都御池創生館） 1.0 平成18

石田水環境保全センター 9.0 平成18

環境保全活動センター（京エコロジーセンター） 平成13

ハイブリッド車（市バス16両），天然ガス車（市バス34両）

コージェネレーション

木質ペレットボイラー

市バス，公用車の電気自動車，ハイブリッド車，天然ガス車　164台

廃棄物発電・熱利用

燃料電池

クリーンエネルギー自動車

温度差エネルギー

水力発電
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